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議題（１）袖ケ浦市地域公共交通計画策定調査業務の実施結果

について（報告） 

１．実施概要                         

（１）実施方法                        

ランドブレイン株式会社に業務委託し実施した。なお、委託事業者は公募型

プロポーザルにより決定した。 

 

（２）実施期間                        

  令和３年１０月１日から令和４年３月３１日まで 

  ※本協議会で挙がった意見等を踏まえた文言等の修正期間を含む。 

 

（３）実施内容                        

  ① 公共交通に関する現況把握（資料１－２ Ｐ１～Ｐ１７） 

    本市における人口動向や既存公共交通における現況、市総合計画など

の上位計画におけるまちづくりの方向性を整理した。 

  ② 市民等の意向把握アンケート調査（資料１－２ Ｐ１８～Ｐ６４） 

    市民、来訪者、交通事業者・関係団体など多様なターゲットごとに、地

域住民の移動実態や潜在的な移動ニーズ、公共交通の問題点などを把握

するために実施した。 

    ◆市民アンケート調査（資料１－２ Ｐ１８～Ｐ４０） 

     無作為抽出した１５歳以上の市民を対象にアンケート票を配布し、

調査を行った。 

     配布数２，０００票、回答数８５２票（回収率４２．６％） 

    ◆路線バス利用者アンケート調査（資料１－２ Ｐ４１～Ｐ４４） 

     ＪＲ袖ケ浦駅とＪＲ長浦駅において、調査員による直接ヒアリング

及びアンケート票を配布し、調査を行った。 

     回答者数 

      直接ヒアリング ２３３票 

      後日郵送回収   ５７票  計２９０票 

    ◆高速バス利用者アンケート調査（資料１－２ Ｐ４５～Ｐ４９） 

     ＪＲ袖ケ浦駅北口と袖ケ浦バスターミナルにおいて、アンケート票

を配布し、調査を行った。（回答はオンラインのみ） 

     配布数 ９０４票、回答数３３１票（回収率３６．６％） 
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    ◆市内主要施設利用者聞取り調査（資料１－２ Ｐ５０～Ｐ５６） 

     市庁舎や観光施設等の市内主要施設において、利用者に対して聞き

取り調査を実施した。 

     回答者数 各施設合計３５５票 

    ◆地区別意見交換会（資料１－２ Ｐ５７～Ｐ５８） 

     市内５地区の自治連絡会役員を対象に意見交換会を行った。なお、当

初は対面での開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影

響により書面開催とした。 

    ◆交通事業者へのアンケート調査（資料１－２ Ｐ５９～Ｐ６０） 

     市内を運行する路線バス事業者、高速バス事業者及びタクシー事業

者に対してアンケート票を配布し、調査を行った。 

    ◆関係団体アンケート調査（資料１－２ Ｐ６１） 

     袖ケ浦市商工会、袖ケ浦市観光協会、袖ケ浦市社会福祉協議会に対し

てアンケート票を配布し、調査を行った。 

    ◆民生委員・児童委員アンケート調査（資料１－２ Ｐ６２～Ｐ６４） 

     市内の民生委員・児童委員に対してアンケート票を配布し、調査を行

った。 

    ◆地区別の公共交通の現状の整理（資料１－２ Ｐ６５～Ｐ６９） 

     公共交通に関する現況把握及び各種調査結果を踏まえ、地区別の公

共交通の現状整理を行った。 

 

   ③ 地域公共交通を取り巻く課題整理（資料１－２ Ｐ７０～Ｐ７３） 

     公共交通に関する現況把握及び市民等の意向把握アンケート調査の

結果を踏まえ、地域の実情に応じた具体的な問題点・課題点の洗い出し

を行った。 

 

２．第２回協議会の意見を踏まえた修正点            
令和３年１０月２５日に開催した第２回協議会において、公共交通に関する

現況把握（資料１－２ Ｐ１～Ｐ１７）について審議した際に挙がった意見を踏

まえて、以下の点を修正した。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響による利用者の減少については、 

Ｐ７２の課題に記載することとした。 

 ◆Ｐ３  人口推計グラフを追加 

 ◆Ｐ１１ 高速バス・袖ケ浦ＢＴ日乗降者数・便数のグラフに令和元年度及

び令和２年度を追加 
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１ 公共交通に関する現況把握 
 

１－１ 人口動向、主要施設等配置状況及び交通特性等の地域特性の整理 

（１）位置・地勢 

   本市は、千葉県の中西部に位置し、北は東京湾、東は市原市、南・西は木更津市に接しており、

総面積は 94.92㎢、周囲は 84.5㎞で、東西 14.0㎞、南北 13.5㎞に広がっている。 

   直線距離で東京都心から約 35 ㎞、千葉市から約 25 ㎞に位置し、袖ケ浦駅から東京駅まで JR 京

葉線経由で最短約 60 分、千葉駅まで JR 内房線で約 30 分で移動できるほか、東京国際空港（羽田

空港）までは高速バスで最短 22分、品川駅まで最短 44分で結ばれており、鉄道や高速道路を通じ

て、主要駅や空港へのアクセスが良好な位置にある。 

   また、市の臨海部は、京葉工業地域を形成し、石油化学やエネルギー関連企業が多く立地してい

るほか、内陸部の主に北西部から東部にかけては平坦な丘陵地帯に開けた畑地、南西部から南部に

かけては肥沃な水田地帯が広がっている。 

   さらに、市内では、清澄山系に源を発し市を東西に流れ東京湾に注ぐ小櫃川やその支流である松

川、槍水川、武田川のほか、浮戸川、蔵波川等が流れている。 

 

    ■袖ケ浦市の位置 
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（２）人口動向 

  ①総人口・世帯数 

   本市の人口および世帯数はこれまで増加で推移し続け、平成27年と令和２年を比較すると、2,931

人、2,778世帯増加している。１世帯当たりの人員は平成27年の2.69人/世帯からへ令和２年2.51人

/世帯と減少している。 

 

    ■総人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②年齢３区分別人口 

   年齢３区分別人口構成比（令和２年）は、年少人口が 13.7％、生産年齢人口が 59.2％、老年人口

が 27.1％となっており、推移を見ると、年少人口と生産年齢人口が減少し、老年人口の割合が増加

している。 

   令和２年の高齢化率は 27.1％で、国（28.7％）や千葉県（27.6％）と比較するとその割合はまだ

高くはない状況となっている。 

 

    ■年齢３区分別人口の推移          ■年齢３区分別人口構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（各年 10月１日現在） 

出典：国勢調査（各年 10月１日現在） 
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  ③将来推計人口 

将来人口は、人口ビジョンの将来推計では 2030年まで増加を続け、64,130人をピークに減少が

予測されている。 
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出典：袖ケ浦市 人口ビジョン人口推計【2019 年度版】 
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（３）主要施設等分布状況 

   主要施設については、袖ケ浦駅周辺に市役所、ゆりまち袖ケ浦駅前モールが、長浦駅周辺に長浦

行政センター、イオン長浦店など大規模店舗が、また市の東側に東京ドイツ村や袖ケ浦ふれあい動

物園などの観光集客施設が立地している。 

 

    ■主要施設分布図 
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（４）観光動向 

   本市の年間観光入込客数（令和元年）は約 161万人と、平成 26年と比較すると、101％と微増し

ており、主な施設は、東京ドイツ村（89万人）や袖ケ浦公園（20万人）などで入込数が多い。 

   君津地域全体では、平成 27年が約 2,470万人に対し、令和元年が約 2,538万人と微増している。 

    ■観光入込客数の推移 

 年次 観光地点 行祭事・イベント 合計 増減比 

袖ケ浦市 
平成 26年 1,559,356人/年 36,000人/年 1,595,356人/年 

101.2％ 
令和元年 1,585,048人/年 29,000人/年 1,614,048人/年 

（参考） 

君津地域※ 

平成 26年 23,575,340人/年 1,125,280人/年 24,700,620人/年 
102.8％ 

令和元年 24,763,080人/年 620,218人/年 25,383,298人/年 

   出典：千葉県観光入込調査報告書   ※君津地域：木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市 

  

（５）道路ネットワーク 

   本市の道路網は、東京湾沿いを東西に伸びる国道 16 号を骨格として、複数の東西方向の道路が

平行しているところに、内陸部から臨海部に向けて道路が交差する道路ネットワークの形態となっ

ている。また、館山道、圏央道、東京湾アクアライン連絡道が整備されており、広域的な交通拠点

となっている。なお、圏央道から君津平川線へ接続する（仮称）かずさ IC の整備促進を図ってい

る。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■主要道路網図 
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（６）交通特性 

  １）通勤流動 

    平成 27年国勢調査によると、本市の就業者数 29,534人のうち、市内で働いている人が 13,005

人（44.0％）、市外に通勤している人が 15,982人（54.1％）となっている。 

    また、市外では、市原市へ通勤している人が 5,069人と最も多く、次いで木更津市へ通勤して

いる人が 4,170人と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

出典：平成 27年国勢調査 

■通勤の状況 

区分 人数 割合 

就業者合計 29,534 ― 

通勤先が市内 13,005 44.0％ 

通勤先が市外 15,982 54.1％ 

内 

訳 

 千葉市 2,197 7.4％ 

 市原市 5,069 17.2％ 

 君津市 1,149 3.9％ 

 木更津市 4,179 14.1％ 

県内その他 1,202 4.1％ 

特別区部 1,598 5.4％ 

横浜市 117 0.4％ 

川崎市 152 0.5％ 

県外でその他 196 0.7％ 

 不詳 123 0.4％ 

不詳 547 1.9％ 
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  ２）東京都市圏パーソントリップ調査による交通手段特性 

   ①代表交通手段 

    平成 30 年調査での自動車の交通手段分担率は 68.5％と、千葉県平均より高く、また、鉄道、

バスといった公共交通の交通手段（鉄道およびバス）の分担率は 12.3％と千葉県平均（24.5％）

より低く、自動車依存度が高い。 

 

    ■平成 30年・代表交通手段別分担率（全目的、発生集中交通量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②駅端末交通手段 

    端末交通手段分担率は、長浦駅では徒歩や自転車が、袖ケ浦駅では徒歩や乗用車の割合が多く、

また東横田駅では全て徒歩となっている。 

 

    ■平成 30年・駅別端末交通手段分担率 

 

 

 

 

 

 

 

  

※パーソントリップ調査：パーソントリップ調査は、「どのような人が」「どのような目的で」「どこか

らどこへ」「どのような交通手段で」移動したかなどを調べるもの。 

※代表交通手段と端末交通手段：１つのトリップの中で、幾つかの交通手段を乗り換えた場合、そのトリ

ップの中の主な交通手段を代表交通手段、出発地・目的地と代表交通手段をつなぐ交通手段を端末交通

手段という。主な交通手段の集計上の優先順位は、鉄道→バス→自動車→二輪車、徒歩の順としている。 

  下図の場合、鉄道が代表交通手段で、自宅から○○駅までは端末交通手段（バス）、△△駅から会社

までは端末交通手段（徒歩）となる。 

出典：第６回東京都市圏パーソントリップ調査 

出典：第６回東京都市圏パーソントリップ調査 
（横田駅はデータなし、東横田はデータが少数のため除外） 
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１ー２ 既存公共交通の現況把握 

（１）鉄道 

   市内の鉄道は JR内房線が南北に、JR久留里線が東西に走っており、４つの鉄道駅がある。 

令和元年度の３駅（袖ケ浦駅、長浦駅、横田駅）の１日平均乗車人員は 11,864人/日で、令和元年

度までは年々増加していたが、令和２年度は 9,181人/日と令和元年度と比較し 77.4％まで減少して

いる。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）路線バス 

  １）運行概要 

    路線バスは、日東交通㈱と小湊鐵道㈱の２社により袖ケ浦駅および長浦駅を起終点に現在７路

線が運行している。なお、中郷・富岡線は路線再編に伴い、袖ケ浦市内は現在運行されていない。 

    ■各路線の運行概要 

路線名 運行区間 運行会社 
便数 

方向 平日 土休日 
平岡線 平日 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 
②ドイツ村～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 
③平川行政センター～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 
土休日 
①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 
②ドイツ村～～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

日東交通㈱ 

上り 
①６便 
②１便 
③４便 

①４便 
②３便 

下り 
①７便 
②１便 
③３便 

①４便 
②３便 

のぞみ野長浦線 のぞみ野南～のぞみ野ターミナル～長浦行政
センター前～長浦駅 

日東交通㈱ 
小湊鐵道㈱ 

上り 14 便 ９便 

下り 14 便 ９便 
馬来田線 東横田～清川駅前～清見台東～木更津駅東口 日東交通㈱ 上り 11 便 

下り 10 便 

姉ケ崎線 ※ ①桜台団地～有秋台入口～姉ケ崎駅前 
 
②茅野～高谷～平岡小前～上泉～有秋台入口
～姉ケ崎駅前 

日東交通㈱ 
上り 

①28便 
②12便 

①23便 
②９便 

下り 
①25便 
②15便 

①21便 
②11便 

代宿団地（椎の森工業
団地線）袖ケ浦バスタ
ーミナル線 

代宿団地～浜宿団地～長浦駅～蔵波台 6丁目～
～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

小湊鐵道㈱ 上り ９便 
下り ６便 

椎の森工業団地～浜宿団地～長浦駅～蔵波台 6
丁目～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

小湊鐵道㈱ 上り ３便 
下り ２便 

長浦駅姉ヶ崎線 ①長浦駅～久保田～代宿団地 
②長浦駅～久保田～代宿団地～姉ケ崎駅西口 

小湊鐵道㈱ 上り ①10便 
下り ①７便 ②１便 

三井アウトレットパー
ク木更津～袖ケ浦駅線 

袖ケ浦駅北口～大袖橋～三井アウトレットパ
ーク 

小湊鐵道㈱ 上り 59 便 
下り 58 便 

※姉ケ崎線は、上り下りとも、年始のみ運休便、および年始のみ運行便を含んでいる。 

  Ｈ29年 Ｈ30年 Ｒ元年 Ｒ２年 

袖ケ浦駅 103.8% 107.3% 103.5% 78.4% 

長浦駅 99.1% 101.4% 99.4% 76.5% 

横田駅 98.0% 91.3% 92.2% 75.2% 

３駅合計 101.2% 103.9% 101.2% 77.4% 

出典：袖ケ浦市統計年鑑 

 ※JR東横田駅は平成 19年から乗車人員を公表していない 

■市内鉄道駅の１日平均乗車人員の推移 
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  ２）利用実績及び運行収支 

    路線バスうち、補助金対象路線となって

いる路線（のぞみ野長浦線、馬来田線、平

岡線、代宿団地袖ケ浦 BT線）の年間利用

者数は、令和元年度が 190,763 人/年に対

し、令和２年度が 162,315 人/年と、減少

しており、特に馬来田線と平岡線で顕著に

減少している。 

  

 

 

    ■路線別年間利用者数の推移（補助金対象路線）         （単位：人） 

路 線 名 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 R２年度 
増減 

(R 元～R２) 

のぞみ野長浦線 48,968 49,180 49,329 54,708 51,972 95.0% 

馬来田線 55,157 51,098 52,905 55,091 44,935 81.6% 

平岡線 33,609 34,480 40,829 45,217 34,417 76.1% 

代宿団地袖ケ浦BT 線 34,818 34,558 33,882 35,747 30,991 86.7% 

合 計 172,552 169,316 176,945 190,763 162,315 85.1% 

 

    ■年度別運行収支の推移 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                （単位：千円） 

路 線 名 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 R２年度 
増減 

(R 元～R２) 

のぞみ野長浦線 5,310 6,085 7,020 6,333 6,843 108.0% 

馬来田線 10,386 12,855 10,811 10,460 8,193 78.3% 

平岡線 23,705 26,304 22,445 19,452 22,667 116.5% 

代宿団地袖ケ浦BT 線 9,589 10,983 13,606 14,651 19,011 129.8% 

合 計 48,990 56,227 53,882 50,897 56,714 111.4% 

 

■路線別年間利用者数の推移 

出典：袖ケ浦市資料 

出典：袖ケ浦市資料 
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    ■路線バスネットワーク図 
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（３）高速バス 

   高速バスは平成 28 年度から東京線（アクシー号）が、平成 29 年度から東京線（東京ガウライナ

ー）が、平成 30年度から渋谷線が運行を開始し、現在８路線が運行するなど、便数、方面といった

サービスが向上しているものの、全体利用者数は横ばい状態となっている。 

 

    ■高速バス・袖ケ浦 BT日乗降者数・便数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）平川いきいきサポート 

公共交通が不便な平川地区ではこれまで、循環バス「ガウラ号」やデマンド型乗合タクシー「平川

おでかけタクシー」といった取組を実施していたが、利用が伸びず、平成 25 年 11 月から有償ボラ

ンティアによる外出支援を行っている。 

 

    ■平川いきいきサポートサービスの概要 

対象者 
平川地区内の高齢者や子育て家庭など、支援が必要な方で会員登録された方（会費月

額 500円） 

生活支援サー

ビスの内容 

外出支援：通院・買い物等、お出かけの送迎、付き添い 

家事支援：・庭木の手入れ、草むしり、電球交換や簡単な修理 等 

ふれあい支援：話し相手や見守り 等 

運行区域 

平岡地区：永地、下泉、高谷、三箇、川原井、林、野里、上泉、永吉、岩井、三箇錯綜 

中川富岡地区：百目木、横田、大鳥居、下根岸、阿部、堂谷、打越、大竹、滝の口、

吉野田、玉野、上宮田、下宮田、三黒、谷中、真里錯綜、戸国飛地、

百目木錯綜、下内橋錯綜、百目木飛地 

行先 区域内の商店、病院、金融機関、公共施設、最寄りの公共交通機関 

運行日 火曜日・水曜日・金曜日 

利用料 
外出支援は無料（ただし、ガソリン代等の実費）、家事支援１時間まで 700円で以降超

料金として 30分ごとに 400円 

運行主体 特定非営利活動法人たけのこ 

  

出典：袖ケ浦市資料 
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（５）一般タクシー 

   市内のタクシー会社は、４社が運行中である。 

 

    ■タクシー事業者の概要 

会社名 所在地 車両保有台数 

(有)石原タクシー 袖ケ浦市横田 2182-1 ４ 台 

姉ケ崎タクシー(株) 袖ケ浦市久保田 53-1 16 台 

(株)ウルマツアーリングサービス 袖ケ浦市長浦 2-580-278 21 台 

房総タクシー（株） 袖ケ浦市奈良輪 2-5-1 7 台 

    出典：一般社団法人千葉県タクシー協会ホームページ 

    ※台数はタクシー事業者アンケートにて確認 

 

（６）高齢者タクシー料金助成事業 

   市では、居宅で生活する移動手段の確保が困難な高齢者に対し、日常生活に必要な交通手段の確

保及び経済的負担の軽減を行うため、タクシーを利用した際の利用料金の一部を助成する事業を行

っている。 

 

    ■高齢者タクシー料金助成事業の概要 

対象者 

袖ケ浦市に住民登録をされている世帯で、次のすべての要件に該当する世帯に属

する方が対象 

（1）居宅で生活する上で移動手段の確保が困難である世帯に属する方 

  例：自動車運転免許証を持っていない世帯、車がなく駅やバス停までの移動

が困難な世帯等 

（2）75歳以上の者のみで構成される世帯に属する方 

（3）申請した月の属する年度の市町村民税が非課税である世帯に属する方 

助成内容 
・助成額：500円／枚 

・利用券交付枚数：1人あたり年間最大 36枚 

利用方法など 
市が指定するタクシー事業者の運転者に利用券を提出し、利用料金から助成額

を控除した額を支払う。 

 

  



 - 13 - 

（７）送迎バス 

   市内では病院・医院、教習所などで無料送迎バスを運行している。 

■送迎バスの運行概要 

施設 運行区間 運行日 便数 

袖ケ浦さつき台 

病院 

・病院～長浦駅 

・病院～長浦駅～県営住宅前～すずらん美

容室前～病院 

・病院～のぞみ野郵便局～のぞみ野団地～ 

長浦行政センター～病院 

平日・土曜 ３便 

15便 

 

４便 

田部整形外科 ・長浦駅発 

・医院発 

平日・土曜 14便※１ 

16便※１ 

袖ケ浦自動車 

教習所 

木更津方面、長浦方面、根形中郷方面 毎日 平日・土曜：13便 

日祝日：11便※２ 

東京湾カントリ

ークラブ 

行き ・長浦駅発 

・袖ケ浦バスターミナル発 

毎日 ７便（定 期 便） 

３便（予約運行） 

帰り ・長浦駅行 

・長浦駅経由袖ケ浦ターミナル行 

毎日 ３便 

４便 

セントラルフィ

ットネスクラブ 

袖ケ浦駅前店 

Ａルート：金田・福王台方面 月・火・水・金 迎え２便 

送り２便 

Ｂルート：長浦・蔵波方面 月・火・水・金 迎え２便 

送り２便 

※１：火・木・土の午後便は運休 

※２：日曜日と祝日は18時台のバス（送り）が最終 

８時台のバスは迎えのみ、12時台・19時台・20時台のバスは送りのみ 
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１ー３ 上位・関連計画におけるまちづくりの方向性の整理 

（１）袖ケ浦市総合計画（令和２年６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【計画期間】 基本構想…令和２年度～令和 13年度（12年間） 

        ・前期基本計画…令和２年度～令和７年度（６年間） 

        ・後期基本計画…令和８年度～令和 13年度（６年間） 

【市が目指す将来の姿】 みんなでつくる 人つどい 緑かがやく 安心のまち 袖ケ浦 

【６つの分野】 

 ①子育て環境と学び・活動の場が充実した未来を育むまちづくり（子育て・教育・文化） 

 ②支え合いと支援のもとで健やかに暮らせるまちづくり（健康・医療・福祉） 

 ③安全・安心で環境にやさしいまちづくり（防災・防犯・環境） 

 ④都市と自然が調和した住みやすいまちづくり（都市形成・都市基盤） 

 ⑤地域の魅力を活かしたにぎわいのあるまちづくり（産業） 

 ⑥みんながつながり参加する持続可能なまちづくり（市民活動・行財政） 

【施策 4-7 公共交通】 

《目指すまちの姿》 

 ○市民が安心して暮らしていける日常の移動手段が確保されるとともに、広域的な都市間移動手

段も充実し、利便性の高い交通網が形成されています。 

《施策の方向性》 

 ①都市間交通の利便性確保 

  ・都心とつながる高速バスの路線延伸や増便などについて、事業者に対する要望活動を継続的に

行います。 

  ・高速バスの利用促進に向けたＰＲ活動を積極的に実施します。 

  ・ＪＲ内房線、久留里線の利便性向上に向けた要望活動を継続的に行います。 

 ②市内における移動手段確保 

  ・市内での市民の移動手段として必要な路線バスの運行を維持するため、バス事業者への支援を

継続するとともに、地域の実情に応じた運行形態・路線の見直しについて、バス事業者と検討

します。 

  ・路線バスを維持するため、利用促進に向けたＰＲ活動を行います。 

  ・日常生活の移動手段を確保するため、路線バスを補完する地域内の取組を支援するとともに、

新たな移動支援策について検討します。 

《成果指標》 

指標名 
現状値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和７年度） 

①鉄道交通に満足する市民の割合 54.4％ 61.0％ 

②高速バス交通に満足する市民の割合 69.9％ 77.0％ 

③路線バス交通に満足する市民の割合 28.8％ 32.0％ 
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（２）第２期袖ケ浦市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本的方向性】 

 １．活発でまとまりのある都市づくりの推進 

人口減少社会にあっても、市が継続的に成長するためには、長期的な視点に立った都市基盤の整備

と、地域と地域を連携し、人と人の交流を支え、新たな価値を生み出す地域づくりを進めることが重

要です。 

人口減少社会に対応するために、中心市街地や内陸部の住宅地、集落地等の地域特性に応じたコン

パクトで良好な市街地の形成と、各拠点間の道路網や交通ネットワークの構築による計画的なまちづ

くりを進め、集約型都市構造の形成を図ります。 

地域社会で必要とされる公共施設等の適正配置・適正規模化等と財政健全化を両立させるための検

討を進めます。 

事務の効率性や有効性といった観点から、国において広域行政への取組が推進されており、必要に

応じて広域連携の取組を進めていきます。 

 

重点施策 
重要業績評価指標（KPI） 

基準値（Ｈ30） Ｒ７年 

都市計画道路の整備率 84.9% 86.7% 

路線バス利用者数（補助路線） 176,945人 178,000人 

 

【計画期間】 令和２年度～令和７年度 

【基本目標】 

基本目標１：結婚・出産・子育ての希望がかなうまち 袖ケ浦 

基本目標２：いきいきと働くことができるまち 袖ケ浦 

基本目標３：訪れる人も満足できるまち 袖ケ浦 

基本目標４：安心して暮らせるまち 袖ケ浦 

共通の目標１：地域がつながり、多様な人材が活躍するまちづくりの推進 

共通の目標２：新しい時代の流れを力にするまちづくりの推進 
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（３）袖ケ浦市都市計画マスタープラン（令和２年７月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【目標年次】  令和２年～令和 13年 

【将来都市像】 みんなでつくる 人つどい 緑かがやく 安心のまち 袖ケ浦 

【将来都市構造】 

人々が集い、憩い、活動する場を「拠点」と位置付け、拠点と他都市、又は拠点間を相互に結ぶ交

通軸を「都市軸」と位置付け 

拠点 都市拠点、地域拠点、交通拠点、緑・レクリエーション拠点 

都市軸 広域連携軸、都市間連携軸、地域連携軸 

 

＜将来都市構造図＞ 
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２ 都市施設の整備方針 

（３）公共交通ネットワークの形成方針 

 ①鉄道 

・公共交通機関としての機能強化を図るとともに鉄道利用者の利便性向上に向けた要望を鉄道事

業者に継続して実施します。 

 ②バス 

 ・内陸部と臨海部を結ぶ路線など、市民生活の重要な移動手段となっている路線バスの維持と利便

性の向上を図るため、バス事業者に運行本数やダイヤの見直しなどの要望を継続して実施しま

す。 

 ・高速バスは、更なる利便性の向上を図るため、バス事業者に路線の延伸や運行本数の見直しなど

について要望を継続して実施するとともに、既存バス路線との接続や袖ケ浦バスターミナルと鉄

道駅との結節の強化など移動環境の改善を図ります。 

 ③新たな移動支援策の検討 

 ・地域内の移動手段を確保するため、路線バスを補完する地域内の取組を支援するとともに、新た

な移動支援策について検討します。 

 ④モビリティマネジメントの推進 

 ・公共交通の利便性を向上するため、鉄道やバスの運行時間の調整、鉄道駅やバス停周辺での駐車

場・駐輪場の利活用など、公共交通機関の乗り継ぎを円滑にするための取組を推進します。 

 ・公共交通の利用を促進するため、公共交通に関する理解や関心を高めるなど、モビリティマネジ

メントを推進します。 
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２ 市民などの意向把握アンケート調査 

２—１ 市民アンケート調査 

 公共交通に関する利用状況や利用意向、将来の方向性などについて把握し、これからの公共交通のあ

り方を検討する上での基礎資料とするために、市民アンケート調査を行った。 

調査対象者 市内在住 15歳以上の市民 2,000人（無作為抽出） 

調査方法 郵送配布、郵送回収 ※令和３年 12月７日（火）発送～12月 20日（月）締切 

調査項目 

①回答者の属性 

 ：住まい、性別、年齢、職業、自動車運転免許証有無、運転免許証返納意向、返納し

ない理由、自動車所有状況、最寄りバス停までの所要時間 

②日常の移動のしやすさ 

：外出する時に交通手段が無くて困ることの有無とその目的、行き先 

③日常生活の移動実態【目的別（買物、通院、通勤・通学）】 

 ：外出頻度、外出時の主な行き先、利用交通手段 

④鉄道の利用実態と意識・要望 

 ：利用頻度、利用駅、利用目的、利用しない理由、運行サービスに対する満足度 

⑤高速バスの利用実態と意識・要望 

 ：利用頻度、利用目的、利用しない理由、運行サービスに対する満足度 

⑥路線バスの利用実態と意識・要望 

 ：利用頻度、利用目的、利用しない理由、運行サービスに対する満足度 

⑦タクシーの利用実態と意識・要望 

 ：利用頻度、利用目的、運行サービスに対する満足度 

⑧公共交通の利用意向 

 ：行きたい場所、利用目的、利用頻度、利用時間帯 

⑨公共交通の今後のあり方 

 ：今後の方向性、公共交通に対する財政負担の考え方、効果的な公共交通の利用促進

策 

回収状況 

回収票数：852票（回収率：42.6％） 

 

地区名 回収票数 

昭和地区 266 

長浦地区 343 

根形地区 66 

平岡地区 81 

中川・富岡地区 76 

無回答 20 

市合計 852 
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（１）回答者の属性 

   回答者の性別は「女性」の回答者が 52.1％と男性よりも多く、年齢は 60 歳以上が 49.7％を占め

ている。 

   職種は「会社員・公務員（31.0％）」、「無職（24.5％）」が多い。 

   自動車運転免許証有無は、「ある」が 83.1％、「ない」が 13.1％、「運転免許証返納済」が 2.0％

となっており、年齢別に見ると、10歳代や 70歳以上で「ない」の割合が多い。 

   運転免許証返納意向は、「今は返納するつもりはないが、将来は返納する」が 70％となっていて、

返納しない理由は、「車がないと日常生活が不便なため」が 77.0％を占めている。 

自動車の所有状況は「自動車あり（自分が自由に使える）」が 77.1％と最も多く、次いで「自動

車あり（自分が自由に使える）」が 9.3％を占めている。 

最寄りのバス停までの所要時間は、「５分未満」が 33.1％と最も多く、次いで「5～10分未満」が

28.9％を占め、10分未満の回答が過半数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.0

49.6

31.8

42.0

51.3

65.0

47.2

52.6

49.9

68.2

56.8

48.7

25.0

52.1

0.4

0.6

1.2

10.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

男性 女性 無回答

■性別 

4.1

3.8

3.0

2.5

2.6

3.5

7.1

6.7

6.1

3.7

2.6

6.0

21.8

8.5

7.6

3.7

6.6

25.0

12.3

15.8

13.7

15.2

11.1

9.2

10.0

13.7

14.3

12.8

9.1

19.8

19.7

10.0

14.2

13.9

18.7

28.8

19.8

19.7

20.0

18.2

22.9

35.0

30.3

39.5

39.5

25.0

31.5

0.9

10.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 無回答

■年齢 

38.7

28.9

22.7

24.7

27.6

30.0

31.0

5.3

6.1

10.6

6.2

3.9

5.0

6.0

5.6

5.0

6.1

2.5

2.6

4.7

14.7

16.0

6.1

16.0

7.9

5.0

13.8

16.5

12.8

27.3

23.5

14.5

15.0

16.3

17.7

26.5

24.2

25.9

36.8

30.0

24.5

1.5

4.1

1.5

1.2

5.3

5.0

2.9

0.6

1.5

1.3

10.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

会社員・公務員 自営業 学生 専業主婦（夫）            無職 その他 無回答

■職業 
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■自動車運転免許証有無 

（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運転免許証返納意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

■返納しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

88.0

81.3

83.3

77.8

81.6

75.0

83.1

9.0

16.0

12.1

16.0

13.2

10.0

13.1

2.3

1.2

1.5

3.7

2.6

5.0

2.0

0.8

1.5

1.5

1.2

1.3

1.2

1.5

1.2

1.3

10.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

ある ない 運転免許返納済 免許失効（未更新） 無回答

10.0

90.2

99.0

100.0

97.5

93.5

64.2

60.0

83.1

90.0

7.8

1.0

1.7

5.2

26.1

13.1

6.3

2.0

0.8

3.4

1.2

2.0

1.3

40.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代(n=30)

20歳代(n=51)

30歳代(n=105)

40歳代(n=117)

50歳代(n=121)

60歳代(n=155)

70歳以上(n=268)

無回答(n=5)

市合計(n=852)

ある ない 運転免許返納済 免許失効（未更新） 無回答

82.6

64.0

100.0

81.8

83.3

100.0

77.0

8.0

2.7

17.4

20.0

18.2

16.7

17.6

8.0

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=23)

長浦地区(n=25)

根形地区(n=1)

平岡地区(n=12)

中川・富岡地区(n=2)

無回答(n=2)

市合計(n=74)

車がないと日常生活が不便なため 車を運転する楽しみが失われるため 仕事に支障があるため その他

5.1

1.5

3.0

2.2

62.8

75.0

80.0

69.7

55.9

83.3

70.0

15.4

13.2

24.2

26.5

14.8

16.7

10.3

20.0

3.0

17.6

16.7

12.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=78)

長浦地区(n=136)

根形地区(n=30)

平岡地区(n=33)

中川・富岡地区(n=34)

無回答(n=6)

市合計(n=317)

近いうちに免許を返納する 今は返納するつもりはないが、将来は返納する 返納するつもりはない 無回答
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■自動車の所有状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■最寄りのバス停までの所要時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79.3

74.3

81.8

76.5

80.3

70.0

77.1

11.7

10.2

6.1

4.9

3.9

10.0

9.3

6.0

9.9

7.6

12.3

10.5

10.0

8.8

3.0

5.5

4.5

6.2

5.3

10.0

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

自動車あり（自分が自由に使える） 自動車あり（自分が自由に使えない） 自動車なし 無回答

30.8

35.3

59.1

21.0

25.0

20.0

33.1

28.2

30.3

28.8

30.9

22.4

30.0

28.9

15.4

13.7

3.0

12.3

9.2

5.0

12.7

7.1

5.2

6.1

7.4

10.5

10.0

6.7

3.8

4.1

3.0

19.8

22.4

10.0

7.2

13.5

9.6

7.4

7.9

15.0

9.9

1.1

1.7

1.2

2.6

10.0

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

５分未満 ５～10分未満 10～15分未満 15～20分未満 20分以上 わからない 無回答
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（２）日常の移動のしやすさ 

 ①困り具合 

   外出時に「困ることがよくある」と「困ることがたまにある」と回答した方の合計は 31.4％とな

っている。 

   年齢別や職業別に見ると、10歳代の学生と 70歳以上で、また、自動車運転免許証有無別に見ると、

無い方が困っている人の割合が多い。 

 

■外出する際の困ることの有無 

（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （運転免許有無別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4

11.1

19.7

29.6

14.5

10.0

13.3

17.7

20.4

21.2

13.6

10.5

20.0

18.1

71.1

67.1

57.6

54.3

72.4

60.0

66.7

1.9

1.5

1.5

2.5

2.6

10.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

困ることがよくある 困ることがたまにある 困ることはない 無回答

26.7

15.7

7.6

5.1

10.7

9.7

20.5

13.3

23.3

19.6

20.0

12.0

26.4

15.5

17.2

18.1

50.0

62.7

72.4

81.2

61.2

72.9

59.3

80.0

66.7

2.0

1.7

1.7

1.9

3.0

20.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代(n=30)

20歳代(n=51)

30歳代(n=105)

40歳代(n=117)

50歳代(n=121)

60歳代(n=155)

70歳以上(n=268)

無回答(n=5)

市合計(n=852)

困ることがよくある 困ることがたまにある 困ることはない 無回答

9.7

30.4

35.3

40.0

13.3

16.9

28.6

5.9

20.0

18.1

72.0

38.4

52.9

40.0

40.0

66.7

1.3

2.7

5.9

20.0

40.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運転免許あり(n=708)

運転免許なし(n=112)

運転免許返納済(n=17)

免許失効（未更新）(n=10)

無回答(n=5)

市合計(n=852)

困ることがよくある 困ることがたまにある 困ることはない 無回答
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24.3%

33.0%

31.1%

15.4%

9.4%

3.0%

8.2%

9.4%

6.0%

1.1%

0.4%

7.9%

2.2%

17.6%

8.6%

6.7%

6.4%

2.2%

23.6%

0% 10% 20% 30% 40%

袖ケ浦駅

長浦駅

袖ケ浦バスターミナル

袖ケ浦さつき台病院

ゆりまち袖ケ浦駅前モール

主婦の店福王台店

イオン長浦店

尾張屋長浦店

ビバホーム長浦店

のぞみ野マルシェ

上総路なごみ館

尾張屋横田店

コメリハード＆グリーン横田店

袖ケ浦市役所

長浦行政センター

平川行政センター

市民会館

総合運動場

その他

  ②困っている時の状況 

   困っている時の目的は、「買い物（44.2％）」「通院（40.8％）」及び「遊び・趣味・習い事な

ど（27.0％）」の順で多い。 

   困っている時の行き先は、「長浦駅」が 33.0％と最も多く、次いで「袖ケ浦バスターミナル」

「袖ケ浦駅」「袖ケ浦市役所」の順で多い。 

 

■ 困っている時の目的（n=267）  （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 困っている時の行き先（n=267）  （３つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.6%

6.7%

44.2%

40.8%

10.1%

6.4%

27.0%

7.5%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答
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11.7

11.1

7.6

4.9

7.9

5.0

10.0

25.9

25.4

21.2

24.7

30.3

45.0

26.1

41.4

39.9

40.9

51.9

40.8

25.0

41.3

3.4

6.4

6.1

2.5

1.3

4.5

4.9

5.2
1.5

4.9

10.5

5.2

0.3

1.5

2.5

1.3

5.0

0.7

12.8

11.7

21.2

8.6

7.9

20.0

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 ほとんど行かない その他 無回答

3.9

8.6

12.8

7.4

12.9

11.2

10.0

3.3

19.6

23.8

24.8

28.1

27.1

29.1

60.0

26.1

30.0

52.9

52.4

42.7

50.4

40.0

32.5

20.0

41.3

13.3

3.9

2.9
1.7

2.5

1.9
7.8

4.5

50.0
11.8

1.0

1.7

3.3
0.6

5.6

5.2

1.3
1.1

20.0

0.7

3.3

7.8

11.4

16.2

8.3

16.1

12.7

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代（n=30）

20歳代（n=51）

30歳代（n=105）

40歳代（n=117）

50歳代（n=121）

60歳代（n=155）

70歳以上（n=268）

無回答（n=5）

市合計（n=852）

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 ほとんど行かない その他 無回答

（３）日常の外出行動 

  ①買い物 

   買い物に行く頻度は「週に１～２日（41.3％）」、「週に３～４日（26.1％）」が多い。 

 買い物先は昭和地区では「ゆりまち袖ケ浦駅前モール」が最も多く、長浦地区および根形地区では

「尾張屋長浦店」、平岡地区および中川・富岡地区では「尾張屋横田店」が最も多い。 

また利用交通手段は、「自家用車」が全体では 66.2％と多いが、年齢別に見ると、70歳以上の高

齢になっても「自家用車」が過半数を占めているが、「家族や知人等の車で送迎」が 16.8％と増え

ている。 

■買い物に行く頻度（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■買い物に行く頻度（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■買い物時の主な行き先（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.6

7.0

6.1

2.5

1.3

30.0

18.0

18.0

1.5

7.6

10.0

7.0

3.4

23.6

10.6

6.2

2.6

5.0

12.3

5.6

35.3

16.7

6.2

20.0

18.3

0.8

2.3

1.2

1.3

0.9

1.5

2.5

5.0

0.8

3.0

0.2

0.4

0.3

9.1

48.1

67.1

5.0

11.6

0.4

1.5

2.5

2.6

0.7

5.6

9.0

12.1

11.1

6.6

8.0

8.6

7.6

10.6

9.9

7.9

5.0

8.3

13.5

12.5

21.2

9.9

11.8

20.0

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

ゆりまち袖ケ浦駅前モール 主婦の店福王台店 イオン長浦店

尾張屋長浦店 ビバホーム長浦店 のぞみ野マルシェ

上総路なごみ館 尾張屋横田店 コメリハード＆グリーン横田店

その他の市内 他市町村 無回答
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■買い物に行く時の利用交通手段（n=852）  （該当するものすべて選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■買い物に行く時の利用交通手段（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②病院 

   病院に行く頻度は「体調が悪いときのみ（40.5％）」、「月に２～３日程度（25.7％）」が多い。 

   通院時の主な行き先は、「袖ケ浦さつき台病院」が 18.0％、「市内のその他」が 8.0％、「市外」

が 8.3％となっている。 

   利用交通手段は、「自家用車（66.7％）」が多く、「徒歩」が 14.1％、「家族や知人等の車で送

迎」が 13.3％となっているが、年齢別に見ると、70歳以上の高齢になっても「自家用車」が過半数

を占めているが、「家族や知人等の車で送迎」が 20.1％と増えている。 

 

 

 

7.4%

2.2%

3.3%

1.8%

66.2%

10.9%

1.5%

8.3%

18.0%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道

高速バス

路線バス

タクシー

自家用車

家族や知人等の車で送迎

バイク（原付を含む）

自転車

徒歩

その他

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

50.0%

3.3%

33.3%

20.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

鉄道

高速バス

路線バス

タクシー

自家用車

家族や知人等の車で送迎

バイク（原付を含む）

自転車

徒歩

その他

【10歳代（n=30）】

5.6%
1.8%
2.7%

0.4%
75.0%

6.0%
1.5%

5.6%
17.3%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道
高速バス
路線バス
タクシー
自家用車

家族や知人等の車で送迎
バイク（原付を含む）

自転車
徒歩

その他

【20歳～69歳（n=549）】

9.3%
3.4%
4.9%
4.9%

53.7%
16.8%

1.5%
10.8%

17.9%
1.5%

0% 20% 40% 60%

鉄道
高速バス
路線バス
タクシー
自家用車

家族や知人等の車で送迎
バイク（原付を含む）

自転車
徒歩

その他

【70歳以上（n=268）】
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1.3

0.1

1.5

0.9

1.5

1.2

1.3

5.0

1.3

4.5

2.9

3.0

3.7
3.9

10.0

3.8

18.4

28.3

22.7

29.6

35.5

35.0

25.7

46.6

38.5

39.4

33.3

39.5

30.0

40.5

15.4

16.6

13.6

18.5

10.5

5.0

15.4

13.5

12.8

19.7

13.6

7.9

15.0

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 体調が悪いときのみ その他 無回答

4.2%

0.5%

3.4%

2.8%

66.7%

13.3%

1.1%

5.5%

14.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道

高速バス

路線バス

タクシー

自家用車

家族や知人等の車で送迎

バイク（原付を含む）

自転車

徒歩

その他

0.6

0.1

0.8

1.3
2.6

20.0

1.3

1.0

2.6

4.1

7.7

4.1

3.8

6.7

9.8

11.4

14.5

23.1

29.0
40.7

20.0

25.7

90.0
76.5

71.4

58.1

47.9

25.2

13.8

40.0

40.5

5.9

4.8

8.5

15.7

18.7

23.9

20.0

15.4

3.3

7.8

11.4

16.2

8.3

17.4

14.9

13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代（n=30）

20歳代（n=51）

30歳代（n=105）

40歳代（n=117）

50歳代（n=121）

60歳代（n=155）

70歳以上（n=268）

無回答（n=5）

市合計（n=852）

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 体調が悪いときのみ その他 無回答

■病院に行く頻度（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■病院に行く頻度（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■通院時の主な行き先（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■通院時の利用交通手段（n=852）  （該当するものすべて選択） 

 

 

 

 

 

 

 

43.6

7.0

6.1

2.5

1.3

30.0

18.0

5.6

9.0

12.1

11.1

6.6

8.0

8.6

7.6

10.6

9.9

7.9

5.0

8.3

13.5

12.5

21.2

9.9

11.8

20.0

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

袖ケ浦さつき台病院 その他の市内 市外 無回答
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75.0

66.4

55.2

56.4

62.5

77.8

67.5

15.4

24.0

34.5

33.3

25.0

22.2

22.8

5.9

2.1

3.4

2.6

6.3

3.8

2.2

2.1

3.1

1.8

1.5

5.5
6.9

7.7

3.1

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=136)

長浦地区(n=146)

根形地区(n=29)

平岡地区(n=39)

中川・富岡地区(n=326)

無回答(n=9)

市合計(n=391)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 その他

86.7

56.9

46.7

43.6

52.1

22.6

3.7

20.0

31.0

6.7

15.7

12.4

15.4

12.4

14.2

3.7

20.0

10.4

3.3

3.9

2.9

2.6

1.7

1.3

0.7

1.8

3.9

1.9

1.7

0.6

0.8

3.9
1.9

0.9
1.7

1.9

2.2

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代（n=29）

20歳代（n=43）

30歳代（n=69）

40歳代（n=73）

50歳代（n=84）

60歳代（n=63）

70歳以上（n=28）

無回答（n=2）

市合計（n=391）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 その他

■通院時の利用手段（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③通勤・通学 

通勤・通学する方の主な行き先として「市内」が 28.4％と最も多く、うちで木更津市が 21.5％と

なっている。 

通勤・通学時の利用交通手段は、「自家用車（31.5％）」が最も多く、「鉄道」は 11.4％となって

いる。 

■通勤・通学の頻度（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■通勤・通学の頻度（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

6.7%
0.0%
0.0%
0.0%

20.0%
60.0%

3.3%
20.0%

13.3%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道
高速バス
路線バス
タクシー
自家用車

家族や知人等の車で送迎
バイク（原付を含む）

自転車
徒歩

その他

【10歳代（n=30）】

3.3%
0.3%
3.1%

0.9%
72.4%

10.2%
1.2%
4.1%

10.4%
0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道
高速バス
路線バス
タクシー
自家用車

家族や知人等の車で送迎
バイク（原付を含む）

自転車
徒歩

その他

【20歳～69歳（n=549）】

6.0%
0.7%
3.7%

7.1%
54.5%

20.1%
0.7%

8.6%
22.0%

1.9%

0% 20% 40% 60%

鉄道
高速バス
路線バス
タクシー
自家用車

家族や知人等の車で送迎
バイク（原付を含む）

自転車
徒歩

その他

【70歳以上（n=268）】
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25.0

31.5

20.7

33.3

31.3

22.2

28.4

10.3

8.2

10.3

11.1

9.2

9.6

24.7

17.2

23.1

15.6

22.2

17.9

3.7

4.1

3.4

2.6

0.0

3.8

28.7

12.3

15.4

21.5

7.4

6.8

3.4

5.1

6.3

6.4

15.4

9.6

6.9

5.1

9.4

11.1

11.0

0.0

2.7

3.4

2.6

3.1

0.0

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=136)

長浦地区(n=146)

根形地区(n=29)

平岡地区(n=39)

中川・富岡地区(n=326)

無回答(n=9)

市合計(n=391)

市内 千葉市 市原市 君津市 木更津市 その他の県内 その他 無回答

 

■通勤・通学時の主な行き先（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■通勤・通学時の利用交通手段（n=391）  （該当するものすべて選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■通勤・通学時の交通手段（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.8%

5.6%

4.1%

0.5%

68.5%

5.9%

1.0%

8.2%

7.9%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道

高速バス

路線バス

タクシー

自家用車

家族や知人等の車で送迎

バイク（原付を含む）

自転車

徒歩

その他

70.0%
3.3%
6.7%

0.0%
3.3%

36.7%
0.0%

26.7%
16.7%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道
高速バス
路線バス
タクシー
自家用車

家族や知人等の車で送迎
バイク（原付を含む）

自転車
徒歩

その他

【10歳代（n=30）】

13.7%
3.8%

2.6%
0.4%

44.3%
2.2%

0.7%
3.8%
4.4%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

鉄道
高速バス
路線バス
タクシー
自家用車

家族や知人等の車で送迎
バイク（原付を含む）

自転車
徒歩

その他

【20歳～69歳（n=549）】

0.4%
0.0%
0.0%
0.0%

8.2%
0.0%
0.0%

1.1%
0.7%

0.0%

0% 2% 4% 6% 8% 10%

鉄道
高速バス
路線バス
タクシー
自家用車

家族や知人等の車で送迎
バイク（原付を含む）

自転車
徒歩

その他

【70歳以上（n=268）】
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（４）鉄道（ＪＲ内房線、ＪＲ久留里線）の利用実態と意識・要望 

   鉄道は 62.3％の方が鉄道を利用しており、利用頻度は「年に数日程度（42.3％）」と低頻度の利

用割合が多く、その利用目的は、「遊び・趣味・習い事など（48.0％）」、「買い物（22.5％）」が

多い。 

   利用する駅は、「長浦駅（42.6％）」、「袖ケ浦駅（39.5％）」が多い。 

   鉄道を利用しない理由は、「自動車のほうが便利だから」が 71.7％と最も多く、次いで「利用す

る用事が特にないから」が 61.9％となっている。 

   運行サービスに対する満足度は、鉄道利用者に着目すると、「駅舎の快適さ（バリアフリーなど）」

で「満足」と「やや満足」と回答した方が多いものの、「運行本数・運行時間帯」、「鉄道・バスと

の乗り継ぎのしやすさ」で「不満」と「やや不満」と回答した方が多い。 

■鉄道の利用頻度（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鉄道の利用頻度（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■よく利用する鉄道駅（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

90.5

4.4

26.0

11.1

17.1

36.4

39.5

3.2

81.9

60.0

19.4

19.5

36.4

42.6

0.5

5.6

26.8

2.3

16.7

12.2

1.8

0.5

1.6

4.0

22.2

2.4

2.6

5.4

12.1

10.0

25.0

22.0

27.3

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=222)

長浦地区(n=248)

根形地区(n=50)

平岡地区(n=36)

中川・富岡地区(n=41)

無回答(n=11)

市合計(n=608)

袖ケ浦駅 長浦駅 横田駅 東横田駅 その他 無回答

56.7

19.6

7.6

8.5

9.9

3.2

7.3

6.7

13.7

1.9

4.3

0.8

1.3
0.4

2.3

6.7

3.9

3.8
1.7

1.9

1.5

2.0

16.7

19.6

8.6

3.4

7.4

5.8

9.3

20.0

8.5

6.7

31.4

51.4

49.6

50.4

47.1

35.4

20.0

42.3

6.7

11.8

23.8

27.4

27.3

34.8

33.2

60.0

28.6

1.0

2.6

1.7

0.6

4.9

2.3

1.9

2.6

2.5

5.2

15.3

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代（n=30）

20歳代（n=51）

30歳代（n=105）

40歳代（n=117）

50歳代（n=121）

60歳代（n=155）

70歳以上（n=268）

無回答（n=5）

市合計（n=852）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 年に数日程度 鉄道は利用しない その他 無回答

11.3

6.7

7.6

1.2

2.6

5.0

7.3

3.8

2.0

3.0

1.2

2.3

4.5

1.2

5.0

2.0

9.4

9.6

6.1

8.6

2.6

5.0

8.5

48.9

43.1

48.5

21.0

38.2

20.0

42.3

16.5

27.7

24.2

55.6

46.1

45.0

28.6

1.5

2.9

4.5

2.5

5.0

2.3

4.1

6.7

6.1

9.9

10.5

15.0

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 年に数日程度 鉄道は利用しない その他 無回答
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16.3

19.5

21.7

7.4

21.8

25.1

25.4

12.3

13.8

8.9

9.7

13.7

11.5

6.7

6.1

15.8

20.9

23.6

20.8

34.6

15.6

16.2

16.3

16.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

時刻表・路線図などの運行情報案内

駅舎の快適さ（バリアフリーなど）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

22.6

27.3

28.6

10.2

29.4

33.9

35.2

17.5

18.1

11.1

11.3

16.4

12.2

6.6

7.0

19.2

12.8

15.8

12.1

30.7

4.9

5.3

5.8

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

時刻表・路線図などの運行情報案内

駅舎の快適さ（バリアフリーなど）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

7.0

7.8

11.1

2.5

10.2

11.9

9.8

3.7

8.2

5.3

7.8

10.7

11.5

7.8

5.7

12.3

42.2

45.5

44.3

51.2

20.9

21.7

21.3

19.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

時刻表・路線図などの運行情報案内

駅舎の快適さ（バリアフリーなど）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

■鉄道の利用目的（n=608）  （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鉄道を利用しない理由（n=244）  （３つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鉄道の運行サービスに対する満足度 

【全体（n=852）】 

 

 

 

 

 

 

【鉄道利用者（n=531）】 

 

 

 

 

 

 

【鉄道非利用者（n=244）】 

 

 

 

  

14.6%

5.6%

22.5%

9.4%

2.1%

1.3%

48.0%

13.3%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

61.9%

71.7%

11.9%

2.9%

5.3%

4.9%

4.5%

2.5%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

利用する用事が特にないから

自動車のほうが便利だから

高速バスのほうが便利だから

運賃が高いから

駅までの交通手段がないから

使いたい時間に鉄道が運行していないから

駅周辺に駐車場がないから

鉄道の利用方法がわからないから

その他
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（５）高速バスの利用実態と意識・要望 

高速バスは 54.1％の方が利用しており、利用頻度は「年に数日程度」が 47.4％と低頻度の利用割

合が多く、利用目的は「遊び・趣味・習い事など（66.1％）」、「買い物（29.1％）」が多い。 

   高速バスを利用しない理由は、「高速バスを利用する用事が特にないから」が 76.8％と最も多く、

次いで「自動車のほうが便利だから」が 44.0％となっている。 

   運行サービスに対する満足度（利用者）は、「運行ルート」で「満足」と「やや満足」と回答した

方の割合が多く、「鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ」で「不満」と「やや不満」と回答した方の

割合が多い。 

 

■高速バスの利用頻度（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高速バスの利用頻度（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高速バスの利用目的（n=504）  （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

1.9

0.6

1.5

1.3

1.1

1.1

0.6

10.0
0.8

1.9

0.3

2.5

0.9

4.9

4.4

1.5

3.7

5.0

3.9

56.8

42.3

59.1

39.5

39.5

35.0

47.4

4.1

5.0

6.1

6.2

3.9

4.7

22.2

38.8

28.8

37.0

46.1

40.0

33.3

7.1

8.2

3.0

11.1

9.2

10.0

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度
年に数日程度 その他 高速バスは利用しない 無回答

10.4%

0.6%

29.1%

3.0%

1.2%

0.4%

66.1%

16.2%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

2.9

2.6

1.7

0.6

1.1

2.0

2.9

2.6

0.8

3.3

2.0
1.9
0.9

0.6

0.7

0.9

7.8

6.7

1.7

6.6

1.9
3.4

3.9

30.0

52.9

49.5

57.3

55.4

52.9

36.9

20.0

47.4

2.0

1.9

6.8

6.6

5.8

4.5

4.7

66.7

33.3

31.4

25.6

27.3

33.5

35.4

80.0

33.3

2.9

2.6

2.5

4.5

19.0

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代（n=30）

20歳代（n=51）

30歳代（n=105）

40歳代（n=117）

50歳代（n=121）

60歳代（n=155）

70歳以上（n=268）

無回答（n=5）

市合計（n=852）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度
年に数日程度 その他 高速バスは利用しない 無回答
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18.5

21.9

10.8

14.1

26.3

29.7

16.4

24.6

11.2

6.7

12.1

11.7

4.3

2.9

10.7

6.7

24.4

22.7

33.5

26.9

15.3

16.1

16.5

16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

運行ルート（行き先など）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

28.4

33.2

17.1

21.9

40.6

44.3

24.3

38.6

15.2

9.1

18.9

16.9

6.3

4.1

16.1

8.9

6.3

5.6

19.3

10.2

3.3

3.7

4.3

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

運行ルート（行き先など）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

6.3

8.1

3.2

4.2

8.8

12.7

7.0

7.7

7.7

4.6

4.2

5.6

1.8

1.8

4.2

4.9

57.7

54.2

62.0

58.8

17.6

18.7

19.4

18.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

運行ルート（行き先など）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

■高速バスを利用しない理由（n=284）  （３つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高速バスの運行サービスに対する満足度 

【全体（n=852）】 

 

 

 

 

 

 

 

【高速バス利用者（n=461）】 

 

 

 

 

 

 

 

【高速バス非利用者（n=284）】 

 

 

 

 

 

 

  

76.8%

44.0%

7.0%

2.8%

11.3%

3.9%

5.3%

1.8%

4.6%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

高速バスを利用する用事が特にないから

自動車の方ほうが便利だから

鉄道のほうが便利だから

運賃が高いから

バス停までが遠いから

利用したい時間に運行していないから

バス停までの交通手段がないから

バス停周辺に駐車場がないから

高速バスの利用方法がわからないから

その他
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（６）路線バスの利用実態と意識・要望 

路線バスは 17.5%の方が利用しており、利用頻度は「年に数日程度」が 11.3％と最も多い。 

   利用目的は、「遊び・趣味・習い事など（31.4％）」、「買い物（19.5％）」の順で多い。 

   利用しない理由は、「自動車のほうが便利だから」が 75.2％と最も多いが、「使いたい時間に場

バスが運行していないから（19.8％）」、「自宅近くにバス停がないから（16.9％）」といった理由

で利用していない方もいる。 

   運行サービスに対する満足度（利用者）は、「運賃」で「満足」と「やや満足」と回答した方の割

合が多いものの、「運行本数」、「運行時間帯」で「不満」と「やや不満」と回答した人の割合が多

い。 

 

■路線バスの利用頻度（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■路線バスの利用頻度（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■路線バスの利用目的（n=220）  （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

1.1

0.9

1.5

0.8

1.1

1.5

1.5

1.2

1.2

1.1

0.6

3.0

5.0

0.9

1.9

4.4

7.6

1.2

1.3

5.0

3.3

9.4

11.1

22.7

12.3

5.3

20.0

11.3

79.3

73.2

57.6

71.6

81.6

60.0

74.2

0.8

1.5

1.5

2.5

5.3

1.6

5.3

7.0

4.5

11.1

6.6

10.0

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度
年に数日程度 路線バスは利用しない その他 無回答

15.5%

3.6%

19.5%

15.9%

3.6%

2.7%

31.4%

7.7%

28.6%

0% 10% 20% 30% 40%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

3.3

1.7

3.3

0.8

3.3

3.9

1.7

0.6
1.5

1.2

3.3

3.9
1.0

0.8

0.7
20.0

0.9

7.8

2.9
1.7

2.5

1.3

5.2

3.3

20.0

9.8

6.7

12.8

14.0

9.7

11.6

11.3

70.0

74.5

86.7

79.5

74.4

83.2

61.9

80.0

74.2

1.0

1.7

1.3

3.4

1.6

1.9

2.6

3.3

3.9

15.7

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代（n=30）

20歳代（n=51）

30歳代（n=105）

40歳代（n=117）

50歳代（n=121）

60歳代（n=155）

70歳以上（n=268）

無回答（n=5）

市合計（n=852）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度
年に数日程度 路線バスは利用しない その他 無回答
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1.1

1.2

3.5

4.2

1.9

2.0

3.1

3.3

8.9

9.6

5.4

7.4

10.7

10.9

9.6

9.9

8.6

10.4

25.1

22.9

15.1

8.1

15.8

13.8

43.3

44.0

45.1

50.1

50.5

48.5

16.8

17.7

17.7

18.1

17.8

17.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

運行時間帯

運行ルート（行先）

運賃

他のバスや鉄道との乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

2.7

2.7

12.1

14.8

6.0

6.0

8.1

10.1

22.1

24.8

14.8

21.5

28.2

22.8

22.8

24.8

17.4

23.5

50.3

49.0

25.5

12.8

36.9

30.2

5.4

6.0

7.4

11.4

14.8

9.4

5.4

9.4

10.1

11.4

10.1

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

運行時間帯

運行ルート（行先）

運賃

他のバスや鉄道との乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

0.8

0.9

1.7

2.2

0.9

1.1

1.9

1.7

6.0

6.3

3.6

4.6

7.3

9.0

7.6

7.4

7.3

8.4

21.4

18.4

13.9

7.4

11.9

10.9

56.2

57.0

58.1

63.8

63.3

62.0

12.5

13.0

12.7

12.8

13.0

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数

運行時間帯

運行ルート（行先）

運賃

他のバスや鉄道との乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

■路線バスを利用しない理由（n=632）  （３つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■路線バスの運行サービスに対する満足度 

【全体（n=852）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路線バス利用者（n=149）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【路線バス非利用者（n=632）】 

 

 

 

 

 

 

  

56.0%

75.2%

4.3%

1.9%

4.0%

16.9%

12.0%

19.8%

2.4%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

利用する用事が特にないから

自動車のほうが便利だから

鉄道のほうが便利だから

タクシーのほうが便利だから

運賃が高いから

自宅近くにバス停がないから

目的地に行くバスがないから

使いたい時間にバスが運行していないから

バスの利用方法がわからないから

その他
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（７）タクシーの利用実態と意識・要望 

   タクシーは 26.5％の方が利用しており、利用頻度は「年に数日程度」が 23.2％と低頻度の利用割

合が多く、利用目的は「遊び・趣味・習い事など（40.3％）」、「通院（19.4％）」が多い。 

   サービスに対する満足度（利用者）は、「車両の乗り心地・乗りやすさ」、「利用のしやすさ（電

話での呼び出しなど）」で「満足」と「やや満足」の合計が多いものの、「運賃」、「営業時間・配

車サービスなどの営業情報」で不満度が多い。 

 

■タクシーの利用頻度（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■タクシーの利用頻度（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■タクシーの利用目的（n=273）  （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.4

0.1

1.3

0.1

0.6

0.2

1.5

4.7

3.7

5.0

2.8

23.7

27.1

22.7

16.0

11.8

25.0

23.2

71.1

62.1

69.7

70.4

81.6

60.0

68.0

1.9

2.3

3.0

1.2

2.6

2.1

1.5

3.2

4.5

8.6

2.6

10.0

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度
年に数日程度 タクシーは利用しない その他 無回答

7.7%

1.5%

10.6%

19.4%

4.0%

1.1%

40.3%

19.0%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

0.4

0.1

0.4

0.1

0.7

0.2

2.0

2.9

1.7

1.7

0.6

5.2

20.0

2.8

16.7

13.7

21.9

23.1

25.6

31.0

20.9

20.0

23.2

83.3

84.3

74.3

73.5

70.2

64.5

59.3

60.0

68.0

1.0

0.9

0.8

2.6

4.1

2.1

0.9

1.7

1.3

9.0

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代（n=30）

20歳代（n=51）

30歳代（n=105）

40歳代（n=117）

50歳代（n=121）

60歳代（n=155）

70歳以上（n=268）

無回答（n=5）

市合計（n=852）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度
年に数日程度 タクシーは利用しない その他 無回答
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13.3

6.2

17.7

6.6

33.2

26.5

45.1

28.3

21.7

28.3

8.8

18.1

10.6

17.3

8.8

16.4

14.2

13.3

9.3

20.4

7.1

8.4

10.2

10.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用のしやすさ

運賃

車両の乗り心地・乗りやすさ

料金・サービスなどの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

3.8

2.1

4.8

2.1

8.6

3.5

13.3

5.7

8.3

12.3

4.5

7.3

8.3

14.0

4.8

9.2

58.4

54.6

58.7

62.2

12.6

13.6

13.8

13.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用のしやすさ

運賃

車両の乗り心地・乗りやすさ

料金・サービスなどの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

■タクシーの運行サービスに対する満足度 

【全体（n=852）】 

 

 

 

 

 

 

 

【タクシー利用者（n=226）】 

 

 

 

 

 

 

 

【タクシー非利用者（n=579）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.1

1.2

3.5

4.2

3.1

3.3

8.9

9.6

10.7

10.9

9.6

9.9

25.1

22.9

15.1

8.1

43.3

44.0

45.1

50.1

16.8

17.7

17.7

18.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用のしやすさ

運賃

車両の乗り心地・乗りやすさ

料金・サービスなどの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答
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（８）公共交通の利用意向 

 目的地へ直接移動できる公共交通機関が運行された場合に、行きたい場所は「鉄道駅およびバス

ターミナル（556件）」、「商業施設（435件）」、「公共施設（241件）」、「市内病院（91

件）」の順で多い。 

 利用目的は「買い物（31.4％）」、「金融機関（21.1％）」の順で多く、利用頻度は「年に数日

（34.1％）」、「月に２～３日（20.5％）」、「週に１～２日（18.1％）」が多い。 

   利用時間帯は自宅出発時間が９～10 時台が過半数を占め、帰宅時間は 12 時台が 20.2％と最も多

く、次いで 15時台（10.0％）、18時台（8.5％）とやや分散している。 

 

    ■行きたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （地区別） 

 

 

 

 

 

 

  

128 

149 

279 

91 

189 

24 

90 

58 

14 

9 

5 

38 

8 

139 

33 

20 

31 

18 

165 

0 50 100 150 200 250 300

袖ケ浦駅

長浦駅

袖ケ浦バスターミナル

袖ケ浦さつき台病院

ゆりまち袖ケ浦駅前モール

主婦の店福王台店

イオン長浦店

尾張屋長浦店

ビバホーム長浦店

のぞみ野マルシェ

上総路なごみ館

尾張屋横田店

コメリハード＆グリーン横田店

袖ケ浦市役所

長浦行政センター

平川行政センター

市民会館

総合運動場

その他

（件）

（件）
昭
和
地
区

長
浦
地
区

根
形
地
区

平
岡
地
区

中
川
・

富
岡
地
区

無
回
答

合
計

袖ケ浦駅 72 19 12 10 12 3 128

長浦駅 14 89 16 19 9 2 149

袖ケ浦バスターミナル 102 104 18 25 25 5 279

袖ケ浦さつき台病院 37 28 12 6 7 1 91

ゆりまち袖ケ浦駅前モール 59 80 18 15 13 4 189

主婦の店福王台店 18 4 2 0 0 0 24

イオン長浦店 28 30 13 10 7 2 90

尾張屋長浦店 14 32 7 4 0 1 58

ビバホーム長浦店 4 7 0 1 0 2 14

のぞみ野マルシェ 3 4 0 0 1 1 9
上総路なごみ館 0 4 0 0 1 0 5
尾張屋横田店 2 0 4 13 19 0 38
コメリハード＆グリーン横田店 0 1 0 2 5 0 8
袖ケ浦市役所 27 72 12 12 15 1 139
長浦行政センター 2 27 2 1 0 1 33
平川行政センター 1 3 0 7 9 0 20
市民会館 11 16 3 0 1 0 31
総合運動場 5 10 0 1 1 1 18
その他 65 57 18 8 13 4 165

最も ２番目 ３番目 合計

袖ケ浦駅 70 25 33 128

長浦駅 87 44 18 149

袖ケ浦バスターミナル 139 89 51 279

袖ケ浦さつき台病院 28 33 30 91 病院

ゆりまち袖ケ浦駅前モール 95 57 37 189

主婦の店福王台店 7 12 5 24

イオン長浦店 30 37 23 90

尾張屋長浦店 21 25 12 58

ビバホーム長浦店 2 6 6 14

のぞみ野マルシェ 1 5 3 9

上総路なごみ館 1 2 2 5

尾張屋横田店 21 10 7 38

コメリハード＆グリーン横田店 1 5 2 8

袖ケ浦市役所 22 60 57 139

長浦行政センター 6 10 17 33

平川行政センター 3 5 12 20

市民会館 4 9 18 31

総合運動場 6 2 10 18

その他 81 42 42 165

駅
な
ど

商
業
施
設

公
共
施
設



 - 38 - 

 

 

   ■利用目的                ■利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■利用時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.9 

4.7 

8.6 
10.3 

23.4 

32.9 

4.8 

0.9 

5.0 
3.3 

2.2 
1.2 1.1 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 

2.8 

7.9 

20.2 

5.7 5.8 

10.0 

6.3 
8.1 8.5 

6.0 
7.8 

4.0 3.3 2.2 
0.7 0.1 

0

5

10

15

20

25

30

35

５時 ６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時 25時

（％） 自宅出発時間 自宅帰宅時間

通勤

5.9%
通学

1.3%

買い物

31.4%

通院

8.8%公共施設

利用

10.5%

金融機関

利用

21.1%

遊び・趣味・習い事など

1.4%

その他

6.7%

無回答

13.1%

週に５日以上

4.5%

週に３～４日

6.1%

週に１～２日

18.1%

月に２～３日

20.5%

年に数日

34.1%

その他

3.2%
無回答

13.5%
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（９）公共交通の今後のあり方 

公共交通の今後の取組む方向性は、「公共交通を充実させて、利用促進を図るべきだ」の意見が

31.3％を最も多い。 

公共交通に対する財政負担の考え方は、「今の財政負担程度のなかで、今の公共交通の見直しを行

うべきだ」が 37.0％と最も多い。 

   公共交通の利用促進を図るための効果的な取組は、「自動車運転免許証返納者への公共交通割引

制度などの拡充（49.8％）」、「商業施設などと連携した公共交通割引チケットなどの発行（28.6％）」

「パソコン・スマートフォンなどへの時刻表、乗継情報などの提供（25.2％）」の順で多い。 

 

■公共交通の今後の取組む方向性（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通に対する財政負担の考え方（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.2

18.1

22.7

27.2

18.4

30.0

22.8

14.3

18.7

21.2

8.6

17.1

20.0

16.4

32.7

31.5

28.8

33.3

27.6

25.0

31.3

9.4

12.5

10.6

14.8

17.1

5.0

11.9

10.5

11.4

7.6

6.2

10.5

5.0

10.1

4.9

7.9

9.1

9.9

9.2

15.0

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

人口減少などの社会状況の変化により、公共交通が縮小していくのはやむを得ない 現状の公共交通を維持していくべきだ

公共交通を現状よりも充実させて、利用促進を図るべきだ わからない

その他 無回答

4.1

4.1

3.7

6.6

5.0

4.0

19.2

18.1

15.2

17.3

13.2

15.0

17.6

40.6

35.3

37.9

30.9

39.5

30.0

37.0

11.7

13.4

13.6

6.2

17.1

15.0

12.6

5.3

5.5

9.1

3.7

3.9

5.0

5.4

7.5

6.4

4.5

17.3

5.3

7.4

6.0

7.0

7.6

3.7

3.9

10.0

6.2

5.6

10.2

12.1

17.3

10.5

20.0

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

昭和地区(n=266)

長浦地区(n=343)

根形地区(n=66)

平岡地区(n=81)

中川・富岡地区(n=76)

無回答(n=20)

市合計(n=852)

財政負担を大幅に増やし、もっと公共交通を充実させるべきだ 財政負担をある程度は増やし、もう少し公共交通を充実させるべきだ

今の財政負担程度のなかで、今の公共交通の見直しを行うべきだ 今の財政負担程度のなかで、今の公共交通をそのまま維持すべきだ

財政負担を減らし、利用者（受益者）負担を増やすことで今の公共交通を維持すべきだ 財政負担を減らし、今の公共交通を縮小すべきだ

その他 無回答
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■公共交通の利用促進を図るための効果的な取組（n=852）  （３つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.4%

7.3%

25.2%

28.6%

1.4%

16.0%

19.5%

24.8%

5.4%

49.8%

10.7%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高速バスや路線バスなどのルートや時刻表などを掲載した公共交通マップの作成・配布

市のホームページや広報紙などへの運行情報案内の掲載

パソコン・スマートフォンなどへの時刻表、乗継情報などの提供

商業施設などと連携した公共交通割引チケットなどの発行

公共交通利用の意識を高めるための講演会やバスの乗り方教室などの開催

バス停の待合環境（ベンチ・上屋）整備や運行情報案内（時刻表・系統図など）の表示改善

駅やバス停付近への駐車場・駐輪場の設置

鉄道やバス、バス同士の乗継時間の短縮や運賃割引の導入

バス車両のバリアフリー化やデザインの工夫

自動車運転免許証返納者への公共交通割引制度などの拡充

その他

無回答
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14.7 

16.8 

15.9 

20.2 

30.4 

25.9 

10.1 

19.9 

15.5 

11.6 

10.6 

11.0 

14.7 

9.3 

11.7 

10.1 

5.0 

7.2 

11.6 

5.6 

8.3 

4.7 

1.9 

3.1 

2.3 

0.6 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日(n=129)

休日(n=161)

合計(n=290)

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

32.6 

31.1 

31.7 

66.7 

67.1 

66.9 

0.8 

1.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日(n=129)

休日(n=161)

合計(n=290)

男性 女性 無回答

38.8 

42.9 

41.0 

1.6 

2.5 

2.1 

17.8 

21.1 

19.7 

13.2 

7.5 

10.0 

20.9 

18.6 

19.7 

6.2 

5.0 

5.5 

1.6 

1.2 

1.4 

1.2 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日(n=129)

休日(n=161)

合計(n=290)

会社員・公務員 自営業 学生
専業主婦(夫) パート・アルバイト 無職
その他 無回答

２—２ 路線バス及び高速バス利用者アンケート調査 

２—１—１ 路線バス利用者アンケート調査 

調査方法 

・調査日…平日 令和３年 12 月 16 日（木） 

          休日 令和３年 12 月 19 日（日） 

・調査時間  平休日 7:00～19:00 

・調査方法  袖ケ浦駅（南口、北口）、長浦駅南口で利用者に対し、調査員による直

接ヒアリングおよび手渡し配布・郵送回収 

調査項目 

・回答者の属性（性別、年齢、職業、住まい） 

・主な利用の目的、路線バスの利用頻度 

・運行サービスの満足度、公共交通を利用するための条件 

回答者数 
合計 290 票 

①当日直接ヒアリング：233 票  ②後日郵送回収：57 票 

 

 （１）回答者の属性 

   性別は、「女性」が 66.9％、「男性」が 31.7％と女性の割合が多く、年齢は 20歳代が多くを占め

ている。また住まいが市外からの利用者が過半数を占めており、休日の方が多い。 

 

   ■性別 

 

 

 

 

 

 

   ■年齢 

 

 

 

 

 

 

 

■職業 
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20.9 

13.7 

16.9 

16.3 

10.6 

13.1 

10.9 

3.1 

6.6 

0.6 

0.3 

50.4 

59.6 

55.5 

1.6 

11.8 

7.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日(n=129)

休日(n=161)

合計(n=290)

昭和地区 長浦地区 根形地区 平岡地区 中川・富岡地区 袖ケ浦市外 その他

■住まい 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）路線バスの利用状況 

   路線バスの主な利用目的は「通勤」が 46.2％と最も多く、次いで「買い物」が多い。休日は「遊

び・趣味・習い事」の回答が多くなっている。 

   利用頻度は、「週に５日以上」「週に３～４日」で 46.9％を占めている。 

 

    ■主な利用目的  （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.7%

10.9%

23.3%

4.7%

2.3%

0.0%

5.4%

9.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

【平日(n=129)】

41.0%

4.3%

28.0%

0.6%

0.0%

0.6%

26.1%

2.5%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

【休日(n=161)】

46.2%

7.2%

25.9%

2.4%

1.0%

0.3%

16.9%

5.5%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

金融機関利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

【全体(n=290)】
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    ■路線バスの利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）路線バスの運行サービスに対する満足度 

   運行サービスに対する満足度は、「運行ルート（行き先等）」で「満足」「やや満足」と回答した

方の割合が半数を超えているものの、「運行情報案内」「バス停の待合空間（屋根、ベンチ）」「他

のバスや鉄道との乗り継ぎのしやすさ」で「不満」と「やや不満」と回答した割合が高い。曜日別で

は休日の方が全体的に満足度が高くなっている。 

    ■運行サービスに対する満足度 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.2 

15.5 

25.2 

24.0 

19.9 

21.7 

17.1 

18.6 

17.9 

6.2 

10.6 

8.6 

7.8 

1.9 

4.5 

7.0 

6.8 

6.9 

0.8 

24.2 

13.8 

2.5 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日(n=129)

休日(n=161)

合計(n=290)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日

月に１日 年に数日 その他 無回答

51.9

17.1

14.7

25.6

17.8

18.6

14.0

16.3

16.3

7.0

12.4

9.3

20.2

11.6

19.4

45.7

38.8

34.9

4.7

20.9

27.1

12.4

17.1

21.7

7.0

34.1

20.2

7.0

14.0

14.7

2.3

0.0

2.3

2.3

0.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行ルート（行き先等）

運行本数

運行時間帯

運行情報案内

バス停の待合空間（屋根、ベンチ）

他のバスや鉄道との乗り継ぎのしやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

【平日（n=129）】

45.5

25.5

27.9

27.2

23.4

25.9

10.3

14.5

13.4

7.2

10.7

8.6

32.8

18.6

25.5

43.1

40.0

36.6

4.8

17.6

16.9

11.4

13.1

16.2

4.5

23.1

14.1

9.3

12.1

11.4

2.1

0.7

2.1

1.7

0.7

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行ルート（行き先等）

運行本数

運行時間帯

運行情報案内

バス停の待合空間（屋根、ベンチ）

他のバスや鉄道との乗り継ぎのしやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

【全体（n=290）】

40.4

32.3

38.5

28.6

28.0

31.7

7.5

13.0

11.2

7.5

9.3

8.1

42.9

24.2

30.4

41.0

41.0

37.9

5.0

14.9

8.7

10.6

9.9

11.8

2.5

14.3

9.3

11.2

10.6

8.7

1.9

1.2

1.9

1.2

1.2

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行ルート（行き先等）

運行本数

運行時間帯

運行情報案内

バス停の待合空間（屋根、ベンチ）

他のバスや鉄道との乗り継ぎのしやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

【休日（n=161）】
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15.9%

51.7%

29.0%

7.2%

14.8%

0.3%

10.3%

10.7%

2.8%

24.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

運行ルート（行き先）の変更・見直し

便数増便

運行時間帯の拡大（始発、終発）

運行情報案内（公共交通総合マップ等）の充実

バス停の待合環境（ベンチ、屋根）の設置

バス停に駐輪場の設置

バス停の分かり易い運行情報案内（時刻表、系統図等）の表示改善

路線バス同士の乗り継ぎ時間の短縮や運賃割引の導入

バス車両の乗りやすさの改善

その他

【全体(n=290)】

（４）路線バスの利用促進を図るための効果的な取組 

   路線バスの利用促進を図るための効果的な取組は、「便数増便（51.7％）」「運行時間帯の拡大（始

発、終発）（29.0％）」の順で多い。曜日別にみると、これら取組への要望は平日の方が高くなって

いる。 

 

    ■利用促進を図るための効果的な取組（３つまで選択） 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.8%

65.1%

40.3%

3.9%

19.4%

0.0%

9.3%

14.7%

4.7%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

運行ルート（行き先）の変更・見直し

便数増便

運行時間帯の拡大（始発、終発）

運行情報案内（公共交通総合マップ等）の充実

バス停の待合環境（ベンチ、屋根）の設置

バス停に駐輪場の設置

バス停の分かり易い運行情報案内（時刻表、系統図等）の表示改善

路線バス同士の乗り継ぎ時間の短縮や運賃割引の導入

バス車両の乗りやすさの改善

その他

【平日(n=129)】

18.6%

47.2%

25.5%

10.6%

13.0%

0.6%

11.2%

7.5%

1.9%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

運行ルート（行き先）の変更・見直し

便数増便

運行時間帯の拡大（始発、終発）

運行情報案内（公共交通総合マップ等）の充実

バス停の待合環境（ベンチ、屋根）の設置

バス停に駐輪場の設置

バス停の分かり易い運行情報案内（時刻表、系統図等）の表示改善

路線バス同士の乗り継ぎ時間の短縮や運賃割引の導入

バス車両の乗りやすさの改善

その他

【休日(n=161)】
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２—２—２ 高速バス利用者アンケート調査 

調査方法 

・調査日…平日 令和３年 12 月 16 日（木） 

          休日 令和３年 12 月 19 日（日） 

・調査時間  平休日 7:00～19:00 

・調査方法  袖ケ浦駅（北口）、袖ケ浦バスターミナルで利用者に対し、調査員によ

る手渡し配布・インターネット回答 

調査項目 

・回答者の属性（性別、年齢、職業、住まい） 

・高速バスの利用頻度、利用の目的、利用する路線 

・運行サービスの満足度、高速バスを利用するための条件 

回答者数 合計 331 票 

  

（１）回答者の属性 

   性別は、「男性」が 61.3％、「女性」が 37.8％と男性の割合が多く、年齢は 40歳代および 30歳

代が約半数と多い。また住まいは市外の人が過半数を占めている。 

    ■性別 

 

 

 

 

 

 

    ■年齢 

 

 

 

 

 

 

    ■住まい 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.2 

64.2 

61.3 

40.5 

35.3 

37.8 

1.3 

0.6 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民(n=158)

市外(n=173)

合計(n=331)

男性 女性 無回答

5.7 

4.0 

4.8 

16.5 

16.8 

16.6 

25.3 

19.1 

22.1 

26.6 

29.5 

28.1 

15.8 

17.9 

16.9 

8.2 

9.8 

9.1 

1.9 

2.9 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民(n=158)

市外(n=173)

合計(n=331)

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 無回答

66.5 

31.7 

20.3 

9.7 

5.1 

2.4 

3.8 

1.8 

4.4 

2.1 

100.0 

52.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民(n=158)

市外(n=173)

合計(n=331)

昭和地区 長浦地区 根形地区 平岡地区 中川・富岡地区 袖ケ浦市外
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（２）高速バスの利用状況 

   高速バスの利用頻度は、「週に５日以上」「週に３～４日」で 46.5％を占めており、主な利用目

的は「通勤」が 56.2％と最も多く、次いで「遊び・趣味・習い事など」が多い。 

   また、利用する路線は、「品川方面」が 24.8％と最も多く、次いで「羽田空港」が多い。 

   バスターミナルまでの交通手段は、「自家用車」が 57.1％と最も多く、次いで「家族や知人等の

車で送迎」が多い。 

   ■高速バスの利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

   ■主な利用目的  （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.2%

9.1%

10.0%

2.4%

2.7%

29.6%

12.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

【全体(n=331)】

65.8%

10.1%

12.7%

1.9%

3.2%

25.3%

5.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

【市民利用者(n=158)】

47.4%

8.1%

7.5%

2.9%

2.3%

33.5%

19.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤

通学

買い物

通院

公共施設利用

遊び・趣味・習い事など

その他

無回答

【市外利用者(n=173)】

34.2 

26.0 

29.9 

19.6 

13.9 

16.6 

15.8 

15.0 

15.4 

14.6 

8.7 

11.5 

7.6 

9.8 

8.8 

8.2 

25.4 

17.2 

1.2 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民利用者(n=158)

市外利用者(n=173)

合計(n=331)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日 月に１日 年に数日 利用したことがない その他
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■利用する乗降路線 

 

 

 

 

 

 

 

   ■バスターミナルまでの利用交通  （該当するもの全て選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.8%

4.8%

57.1%

24.2%

3.0%

9.7%

19.3%

1.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

路線バス

タクシー

自家用車

家族や知人等の車で送迎

バイク（原付含む）

自転車

徒歩

その他

無回答

【全体(n=331)】

17.7 

19.1 

18.4 

10.8 

24.3 

17.8 

4.4 

4.6 

4.5 

22.2 

27.2 

24.8 

18.4 

15.0 

16.6 

20.3 

6.4 

13.0 

6.3 

3.5 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民利用者(n=158)

市外利用者(n=173)

合計(n=331)

羽田空港方面 横浜駅方面 川崎駅方面 品川駅方面 新宿駅方面 東京駅方面 渋谷駅方面 鴨川方面

5.7%

3.2%

48.7%

23.4%

3.2%

13.9%

35.4%

0.0%
0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

路線バス

タクシー

自家用車

家族や知人等の車で送迎

バイク（原付含む）

自転車

徒歩

その他

無回答

【市民利用者(n=158)】

4.0%

6.4%

64.7%

24.9%

2.9%

5.8%

4.6%

3.5%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

路線バス

タクシー

自家用車

家族や知人等の車で送迎

バイク（原付含む）

自転車

徒歩

その他

無回答

【市外利用者(n=173)】
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（３）高速バスの運行サービスに対する満足度 

   運行サービスに対する満足度は、「運行ルート（行き先等）」で「満足」「やや満足」と回答した

方の割合が 80％を超え最も多く、次いで「運行本数・運行時間帯」が多い。 

  

■運行サービスに対する満足度 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.8

51.4

29.9

18.1

37.8

32.0

23.3

31.1

11.2

8.8

24.8

20.2

18.7

5.1

11.5

18.4

10.6

2.7

10.6

12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

運行ルート（行き先等）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

【全体（n=331）】

16.5

49.4

33.5

16.5

38.6

32.3

23.4

32.9

11.4

8.9

21.5

17.1

23.4

7.0

12.0

19.0

10.1

2.5

9.5

14.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

運行ルート（行き先等）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

【市民利用者（n=158）】

26.6

53.2

26.6

19.7

37.0

31.8

23.1

29.5

11.0

8.7

27.7

23.1

14.5

3.5

11.0

17.9

11.0

2.9

11.6

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運行本数・運行時間帯

運行ルート（行き先等）

鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ

時刻表・路線図などの運行情報案内

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

【市外利用者（n=173）】
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（４）高速バスの利用促進を図るための効果的な取組 

   高速バスの利用促進を図るための効果的な取組は、「便数増便（70.4％）」「運行時間帯の拡大（始

発を早く、終発を遅くするなど）（46.2％）」の順で多い。 

 

    ■利用促進を図るための効果的な取組 （３つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.3%

70.4%

46.2%

22.1%

32.3%

16.6%

2.7%

9.4%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

運行ルート（行き先）の変更・見直し

便数増便

運行時間帯の拡大（始発を早く、終発を遅くするなど）

運行情報案内（公共交通総合マップ等）の充実

売店・コンビニの設置（袖ケ浦バスターミナル）

駐車場・駐輪場の拡充

地域の情報発信機能の充実

その他

無回答

【全体(n=331)】

20.9%

77.2%

53.8%

20.3%

33.5%

15.8%

3.2%

8.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

運行ルート（行き先）の変更・見直し

便数増便

運行時間帯の拡大（始発を早く、終発を遅くするなど）

運行情報案内（公共交通総合マップ等）の充実

売店・コンビニの設置（袖ケ浦バスターミナル）

駐車場・駐輪場の拡充

地域の情報発信機能の充実

その他

無回答

【市民利用者(n=158)】

12.1%

64.2%

39.3%

23.7%

31.2%

17.3%

2.3%

9.8%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

運行ルート（行き先）の変更・見直し

便数増便

運行時間帯の拡大（始発を早く、終発を遅くするなど）

運行情報案内（公共交通総合マップ等）の充実

売店・コンビニの設置（袖ケ浦バスターミナル）

駐車場・駐輪場の拡充

地域の情報発信機能の充実

その他

無回答

【市外利用者(n=173)】
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52.5 

35.8 

32.9 

50.0 

33.7 

38.7 

39.2 

44.1 

56.7 

67.1 

47.2 

65.2 

61.3 

58.3 

3.4 

7.5 

2.8 

1.1 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

袖ケ浦市役所（n=59)

長浦行政センター(n=67)

平川行政センター(n=73)

ゆりの里(n=36)

主婦の店（長浦店）(n=89)

東京ドイツ村(n=31)

合計(n=355)

男性 女性 無回答

２—３ 市内主要施設利用者聞取り調査 

調査場所 
①袖ケ浦市役所 ②長浦行政センター  ③平川行政センター 

④ゆりの里   ⑤主婦の店（長浦店） ⑥東京ドイツ村 

調査方法 

・調査日…平日 令和３年 12 月 16 日（木） 調査場所①～⑤ 

          休日 令和３年 12 月 19 日（日） 調査場所⑥ 

・調査時間  調査場所①②③④  9：00～17：00 

       調査場所⑤    10：00～17：00 

       調査場所⑥    10：00～18：00 

・調査方法  調査員による直接ヒアリング 

調査項目 

・回答者の属性（性別、年齢、住まい、自動車運転免許証の有無と返納意向、返納しな

い理由、自動車保有状況の有無） 

・施設の利用頻度、施設までの利用交通手段 

・施設へ移動する際の不便度とその理由、公共交通を利用するための条件 

回答者数 

合計 355 票 

①袖ケ浦市役所 59 票 ②長浦行政センター 67 票  ③平川行政センター 73 票 

④ゆりの里 36 票   ⑤主婦の店（長浦店） 89 票 ⑥東京ドイツ村 31 票 

 

（１）回答者の属性 

   性別は、「女性」が 58.3％、「男性」が 39.2％と女性の割合が多く、年齢は 60歳以上が 61.4 ％

を占め、ゆりの里は年齢層が高く、東京ドイツ村は低くなっている。 

   自動車運転免許証は、「有」が 76.3％、「無」又は「運転免許返納済」と回答した方は 21.7％を

占めており、運転免許証を持っていて満 60歳以上の方の運転免許返納意向は、「近いうち免許を返

納する」と回答した方が 7.1％を占めている。 

免許を返納しない理由は、「車がないと日常生活が不便なため」が 68.8％と多い。 

   自動車保有状況は、「自分用の自動車を持っている」が 70.7％と多い。 

 

    ■性別 
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3.4 

3.0 

1.4 

1.1 

41.9 

5.4 

11.9 

3.0 

4.1 

1.1 

25.8 

5.9 

11.9 

6.0 

8.2 

2.8 

6.7 

16.1 

8.2 

22.0 

6.0 

5.5 

2.8 

3.4 

7.0 

11.9 

9.0 

8.2 

8.3 

13.5 

9.7 

10.4 

16.9 

28.4 

27.4 

13.9 

18.0 

19.7 

16.9 

37.3 

31.5 

58.3 

40.4 

32.4 

1.7 

6.0 

12.3 

2.8 

15.7 

3.2 

8.5 

3.4 

1.4 

0.8 

1.5 

11.1 

3.2 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

袖ケ浦市役所（n=59)

長浦行政センター(n=67)

平川行政センター(n=73)

ゆりの里(n=36)

主婦の店（長浦店）(n=89)

東京ドイツ村(n=31)

合計(n=355)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代 無回答

    ■年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■自動車運転免許証の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■運転免許証の返納意思（自動車運転免許証「有」で、満 60歳以上の方のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■免許を返納しない理由（運転免許証の返納意思で、免許を返納するつもりはない方のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

94.9 

85.1 

78.1 

80.6 

71.9 

25.8 

76.3 

3.4 

13.4 

12.3 

8.3 

21.3 

71.0 

18.0 

1.5 

4.1 

5.6 

6.7 

3.2 

3.7 

1.7 

5.5 

5.6 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

袖ケ浦市役所（n=59)

長浦行政センター(n=67)

平川行政センター(n=73)

ゆりの里(n=36)

主婦の店（長浦店）(n=89)

東京ドイツ村(n=31)

合計(n=355)

運転免許証有 運転免許証無 運転免許返納済 無回答

22.7 

4.9 

5.1 

9.1 

2.3 

7.1 

50.0 

51.2 

64.1 

45.5 

72.7 

58.9 

18.2 

26.8 

20.5 

40.9 

22.7 

25.0 

9.1 

17.1 

10.3 

4.5 

2.3 

8.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

袖ケ浦市役所（n=22)

長浦行政センター(n=41)

平川行政センター(n=39)

ゆりの里(n=22)

主婦の店（長浦店）(n=44)

東京ドイツ村(n=0)

合計(n=168)

近いうち免許を返納する 今は返納するつもりはないが、将来は返納する 免許を返納するつもりはない 無回答

63.6

69.2

66.7

58.3

90.9

50.0

68.8

7.7

6.7

8.3

4.7

27.3

15.4

20.0

33.3

9.1

20.3

6.7

1.6

9.1

7.7

50.0

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

袖ケ浦市役所（n=59)

長浦行政センター(n=67)

平川行政センター(n=73)

ゆりの里(n=36)

主婦の店（長浦店）(n=89)

東京ドイツ村(n=31)

合計(n=355)

車がないと日常生活が不便なため 車を運転する楽しみが失われるため 仕事等に支障があるため その他 無回答
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    ■自動車保有状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施設への利用特性 

   施設の利用頻度は、全体では「年に数日」や「週に１～２日」が多いが、主婦の店（長浦店）は、

「週に１～２日」「週に３～４日」が多い。 

   施設への利用交通手段は、「車（自分で運転）」が 64.2％と多い。 

 

    ■施設の利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■施設への利用交通手段（該当するもの全て選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.2 

3.0 

1.4 

5.6 

19.1 

7.9 

3.4 

3.0 

5.5 

8.3 

31.5 

3.2 

11.3 

6.8 

25.4 

28.8 

27.8 

41.6 

25.1 

11.9 

26.9 

19.2 

38.9 

3.4 

15.8 

11.9 

3.0 

16.4 

1.1 

6.2 

52.5 

38.8 

26.0 

8.3 

2.2 
45.2 

26.8 

3.4 

2.7 

8.3 

51.6 

6.5 

2.8 

1.1 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

袖ケ浦市役所（n=59)

長浦行政センター(n=67)

平川行政センター(n=73)

ゆりの里(n=36)

主婦の店（長浦店）(n=89)

東京ドイツ村(n=31)

合計(n=355)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 月に１日 年に数日 その他 無回答

64.2%

4.5%

0.0%

2.0%

3.9%

7.6%

7.0%

14.6%

0.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

車（自分で運転）

車（家族などの送迎・同乗）

タクシー

原付・バイク

鉄道

路線バス

自転車

徒歩

その他

無回答

【合計(n=373)】

93.2 

76.1 

76.7 

80.6 

64.0 

9.7 

70.7 

3.4 

9.0 

2.7 

8.3 

10.1 

16.1 

7.6 

1.7 

6.0 

9.6 

5.6 

22.5 

71.0 

15.8 

1.7 

9.0 

11.0 

5.6 

3.4 

3.2 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

袖ケ浦市役所（n=59)

長浦行政センター(n=67)

平川行政センター(n=73)

ゆりの里(n=36)

主婦の店（長浦店）(n=89)

東京ドイツ村(n=31)

合計(n=355)

自分用の自動車を持っている 世帯で自動車を持っている人がいる 誰も持っていない 無回答
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5.1 

7.5 

6.8 

11.1 

2.2 

19.4 

7.0 

13.6 

10.4 

9.6 

8.3 

5.6 

16.1 

9.9 

59.3 

41.8 

63.0 

55.6 

91.0 

22.6 

61.1 

3.4 

12.9 

1.7 

1.7 

8.3 

3.2 1.4 

16.9 

37.3 

20.5 

13.9 

1.1 

25.8 

18.0 

3.0 

2.8 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

袖ケ浦市役所（n=59)

長浦行政センター(n=67)

平川行政センター(n=73)

ゆりの里(n=36)

主婦の店（長浦店）(n=89)

東京ドイツ村(n=31)

合計(n=355)

不便と感じることが多い たまに不便と感じることがある 不便は感じない 分からない その他 特になし 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）施設へ来るまでの不便度 

   施設へ来るまでの不便度は、各施設とも「不便は感じない」と回答した方の割合が多いものの、

「不便と感じることが多い」と「たまに不便と感じることがある」と回答した方は 16.9％を占めて

おり、特に東京ドイツ村で 35.5％と他の施設と比べ多い。 

   不便と感じる方の割合は 20歳代と 80歳以上に多く見られ、運転免許証の有無別に見ると、「有」

より「無」と回答した方の割合が非常に高くなっている。 

   不便な理由としては「利用したい時刻にバスが運行していない（28.3％）」と、「家族等の送迎・

同乗に頼らなければならない（21.7％）」が多い。 

 

    ■施設へ来るまでの不便度 

 

 

 

 

 

  

68.7%

1.5%

0.0%

3.0%

0.0%

0.0%

10.4%

14.9%

1.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族などの送迎・同乗）

タクシー

原付・バイク

鉄道

路線バス

自転車

徒歩

その他

無回答

【長浦行政センター(n=67)】

68.5%

6.8%

0.0%

1.4%

0.0%

0.0%

13.7%

11.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族などの送迎・同乗）

タクシー

原付・バイク

鉄道

路線バス

自転車

徒歩

その他

無回答

【平川行政センター(n=73)】

94.9%

0.0%

0.0%

1.7%

1.7%

0.0%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族などの送迎・同乗）

タクシー

原付・バイク

鉄道

路線バス

自転車

徒歩

その他

無回答

【袖ケ浦市役所(n=59)】

83.3%

11.1%

0.0%

2.8%

0.0%

0.0%

2.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族などの送迎・同乗）

タクシー

原付・バイク

鉄道

路線バス

自転車

徒歩

その他

無回答

【ゆりの里(n=36)】

50.6%

5.6%

0.0%

1.1%

1.1%

1.1%

6.7%

36.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族などの送迎・同乗）

タクシー

原付・バイク

鉄道

路線バス

自転車

徒歩

その他

無回答

【主婦の店(n=89)】

3.2%

3.2%

0.0%

3.2%

38.7%

83.9%

0.0%

6.5%

3.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（自分で運転）

車（家族などの送迎・同乗）

タクシー

原付・バイク

鉄道

路線バス

自転車

徒歩

その他

無回答

【東京ドイツ村(n=31)】
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    ■施設への不便度（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■施設への不便度（自動車運転免許証の有無別） 

 

 

 

 

 

 

  ■不便な理由 （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.3%

0.0%

9.1%

9.1%

0.0%

9.1%

18.2%

27.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族等の送迎・同乗に頼らなければならない

自分が自由に使える自動車がない

自宅近くにバス停がない

自宅近くのバス停から目的地方面へ行くバスがない

バス停に待合施設（ベンチ・上屋等）がない

バス同士の乗継時間が悪い

利用したい時刻にバスが運行していない

その他

無回答

【袖ケ浦市役所(n=11)】

25.0%

0.0%

8.3%

33.3%

0.0%

16.7%

0.0%

41.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族等の送迎・同乗に頼らなければならない

自分が自由に使える自動車がない

自宅近くにバス停がない

自宅近くのバス停から目的地方面へ行くバスがない

バス停に待合施設（ベンチ・上屋等）がない

バス同士の乗継時間が悪い

利用したい時刻にバスが運行していない

その他

無回答

【長浦行政センター(n=12)】

5.5 

10.3 

7.0 

6.3 

21.8 

9.9 

65.3 

47.4 

61.1 

0.7 

5.1 

1.7 

1.5 

1.3 
1.4 

19.6 

14.1 

18.0 

1.1 

0.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運転免許有(n=271)

運転免許無(n= 78)

合計(n=355)

不便と感じることが多い たまに不便と感じることがある 不便は感じない 分からない その他 特になし 無回答

21.7%

5.0%

10.0%

15.0%

0.0%

6.7%

28.3%

18.3%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40%

家族等の送迎・同乗に頼らなければならない

自分が自由に使える自動車がない

自宅近くにバス停がない

自宅近くのバス停から目的地方面へ行くバスがない

バス停に待合施設（ベンチ・上屋等）がない

バス同士の乗継時間が悪い

利用したい時刻にバスが運行していない

その他

無回答

【合計(n=56)】

16.7%

16.7%

33.3%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族等の送迎・同乗に頼らなければならない

自分が自由に使える自動車がない

自宅近くにバス停がない

自宅近くのバス停から目的地方面へ行くバスがない

バス停に待合施設（ベンチ・上屋等）がない

バス同士の乗継時間が悪い

利用したい時刻にバスが運行していない

その他

無回答

【平川行政センター(n=40)】

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

75.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族等の送迎・同乗に頼らなければならない

自分が自由に使える自動車がない

自宅近くにバス停がない

自宅近くのバス停から目的地方面へ行くバスがない

バス停に待合施設（ベンチ・上屋等）がない

バス同士の乗継時間が悪い

利用したい時刻にバスが運行していない

その他

無回答

【ゆりの里(n=12)】

5.3 

9.5 

10.3 

5.4 

4.3 

8.7 

10.0 

7.0 

10.5 

19.0 

16.0 

11.4 

8.7 

10.0 

100.0 

9.9 

31.6 

47.6 

44.8 

72.0 

70.3 

68.6 

62.6 

76.7 

61.1 

15.8 

6.9 

4.0 

1.7 

5.3 

3.5 

1.4 

31.6 

23.8 

37.9 

8.0 

24.3 

14.3 

14.8 

3.3 

18.0 

1.4 

1.7 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代(n=19)

20歳代(n=21)

30歳代(n=29)

40歳代(n=25)

50歳代(n=37)

60歳代(n=70)

70歳代(n=115)

80歳代(n=30)

90歳代(n= 3)

合計(n=355)

不便と感じることが多い たまに不便と感じることがある 不便は感じない 分からない その他 特になし 無回答
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（４）公共交通を利用するための条件 

   公共交通を利用するための条件は、「自動車運転免許証を返納したら」が 35.2％と最も多く、次

いで、「自宅近くにバス停から希望する行き先へ行くバス路線が整備されたら」が 24.2％、「自分

が自由に使える自動車がなくなったら」が 22.3％となっている。 

 

    ■公共交通を利用するための条件 （２つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

0.0%

0.0%

28.6%

0.0%

14.3%

42.9%

14.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族等の送迎・同乗に頼らなければならない

自分が自由に使える自動車がない

自宅近くにバス停がない

自宅近くのバス停から目的地方面へ行くバスがない

バス停に待合施設（ベンチ・上屋等）がない

バス同士の乗継時間が悪い

利用したい時刻にバスが運行していない

その他

無回答

【主婦の店(n=7)】

18.2%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

90.9%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族等の送迎・同乗に頼らなければならない

自分が自由に使える自動車がない

自宅近くにバス停がない

自宅近くのバス停から目的地方面へ行くバスがない

バス停に待合施設（ベンチ・上屋等）がない

バス同士の乗継時間が悪い

利用したい時刻にバスが運行していない

その他

無回答

【東京ドイツ村(n=11)】

35.2%

22.3%

16.3%

24.2%

8.7%

10.7%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許を返納したら

自分が自由に使える自動車がなくなったら

自宅近くにバス停ができたら

自宅近くのバス停から希望する行き先へ行くバス路線が整備されたら

利用したい時刻にバス路線が運行していれば

その他

無回答

【合計(n=355)】

32.2%

54.2%

13.6%

10.2%

1.7%

5.1%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許を返納したら

自分が自由に使える自動車がなくなったら

自宅近くにバス停ができたら

自宅近くのバス停から希望する行き先へ行くバス路線が整備されたら

利用したい時刻にバス路線が運行していれば

その他

無回答

【袖ケ浦市役所(n=59)】

35.8%

28.4%

11.9%

17.9%

4.5%

25.4%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許を返納したら

自分が自由に使える自動車がなくなったら

自宅近くにバス停ができたら

自宅近くのバス停から希望する行き先へ行くバス路線が整備されたら

利用したい時刻にバス路線が運行していれば

その他

無回答

【長浦行政センター(n=67)】
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32.9%

13.7%

23.3%

38.4%

9.6%

9.6%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許を返納したら

自分が自由に使える自動車がなくなったら

自宅近くにバス停ができたら

自宅近くのバス停から希望する行き先へ行くバス路線が整備されたら

利用したい時刻にバス路線が運行していれば

その他

無回答

【平川行政センター(n=73)】

30.6%

25.0%

19.4%

19.4%

5.6%

5.6%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許を返納したら

自分が自由に使える自動車がなくなったら

自宅近くにバス停ができたら

自宅近くのバス停から希望する行き先へ行くバス路線が整備されたら

利用したい時刻にバス路線が運行していれば

その他

無回答

【ゆりの里(n=36)】

52.8%

6.7%

11.2%

28.1%

14.6%

4.5%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許を返納したら

自分が自由に使える自動車がなくなったら

自宅近くにバス停ができたら

自宅近くのバス停から希望する行き先へ行くバス路線が整備されたら

利用したい時刻にバス路線が運行していれば

その他

無回答

【主婦の店(n=89)】

0.0%

9.7%

25.8%

25.8%

16.1%

16.1%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自動車運転免許を返納したら

自分が自由に使える自動車がなくなったら

自宅近くにバス停ができたら

自宅近くのバス停から希望する行き先へ行くバス路線が整備されたら

利用したい時刻にバス路線が運行していれば

その他

無回答

【東京ドイツ村(n=31)】
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２—４ 地区別意見交換会 

 

対象地区 昭和地区、長浦地区、根形地区、平岡地区、中川・富岡地区 の町会員など 56人 

実施方法 各団体に説明用資料とそれを説明した映像の配布 

実施期間 令和４年２月 28日（月）～３月７日（月） 

テーマ 

（１）生活実態や公共交通の利用状況について 

（２）外出する際の移動に関して困っていることについて 

（３）公共交通に対する問題点、改善要望について 

（４）問題点に対して地域として考える改善策・取組、行政への要望 

（５）その他 

回収数 

回収票数 39人（69.6％） 

昭和地区（７人）、長浦地区（８人）、根形地区（４人）、平岡地区（12人）、 

中川・富岡地区（８人） 

 

 

地区 
生活実態や公共交通の

利用状況 
外出する際の移動に関
して困っていること 

公共交通に対する問題
点、改善要望 

問題点に対して地域とし

て考える改善策・取組、

行政への要望 

昭和地区 ・ほとんどの施設が徒
歩圏内にあるので、
公共交通の利用は少
ない。 

・駅は長浦駅を利用
し、高速バスは袖ケ
浦バスターミナルを
利用している。 

・車生活なので、公共
交通は利用しない。 

 
 
 

・今は困っていない
が、高齢になり運転
免許証を返納した時
は、大変になると思
う。 

・そのような高齢者が
増加している。 

 

・バスの本数が少な
く、バスダイヤに合
わせて行動が左右さ
れるので、小型化や
本数を増やす取組が
必要。 

・袖ケ浦～長浦間の日
中のバスが少ない。 

・高齢者の移動手段、
要介護者や障がい者
用の介護タクシーを
利用しやすくして欲
しい。 

・必要としている地域
や人に着目して、人
口比や年齢構成に合
わせて毎年変更して
いく。 

・行動の多様化に向
け、バスルートの見
直し。 

・高齢者へのタクシー
券の配布（年齢、身体
状況、所得に応じて） 

・市内循環バスの運
行。 

・高齢者タクシー助成
事業の内容や介護タ
クシーの利用方法の
周知。 

・行政で方向性が決め
られる市営バスの運
行。 

長浦地区 ・自家用車を利用して
いて、路線バスの利
用は少ない。 

・長浦駅にも袖ケ浦駅
にも歩ける距離だ
が、自家用車を使っ
ている。 

 
 
 
 

・バス停までの距離が
あり、本数も少ない
ので、外出が億劫に
なる。 

・21時以降の路線バス
がない。 

・今は困っていない
が、高齢になり運転
免許証を返納した時
は、大変になると思
う。 

 

・商業施設や病院など
への市内循環バス。 

・運転免許返納後の公
共交通割引制度の拡
充。 

・デマンドタクシーの
導入。 

・路線バスの運行を増
やして欲しい。今の
利用状況ならもっと
小型でも良い。 

・自治連が主体となっ
た送迎組織の立ち上
げ。 

・小回りの利く循環小
型バスの運用。 

・電動三輪自転車など
のレンタルに対する
補助金制度。 

・高齢者タクシー料金
助成制度の拡充と補
助金アップ。 
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地区 
生活実態や公共交通の

利用状況 
外出する際の移動に関
して困っていること 

公共交通に対する問題
点、改善要望 

問題点に対して地域とし

て考える改善策・取組、

行政への要望 

根形地区 ・生活圏の移動は自家
用車を使っている。 

・運転できなくなった
場合は必要になる。 

 
 
 
 
 
 

・今は困っていない
が、高齢になり運転
免許証を返納した時
は、大変になると思
う。 

・バスの乗降に時間が
かかるので、ノンス
テップバスの導入を
願う。 

・コロナ感染のリスク
回避のため、外出の
自粛。 

・もっと小型で高齢者
を対象として便数や
方面を充実させて欲
しい。 

・路線バスの運行を増
やして欲しい。 

・区域内に停留所を設
置して欲しい。 

・小型バスを使って、
便数を増やす。 

 

平岡地区 ・通院や買い物は自家
用車を使っている。 

・車がないと移動がで
きない。 

・コロナ感染のリスク
回避のため、外出の
自粛。 

 
 
 
 

・今は困っていない
が、高齢になり運転
免許証を返納した時
は、大変になると思
う。 

・路線バスの本数が少
ない。 

・駅までが遠い。 
・家族に頼み送迎して
もらっているが、頼
みづらい。 

・特に医療機関への移
動に苦労している。 

・企業誘致や住宅地を
増やし、活性化を図
って欲しい。 

・小型のバスなどで循
環してもらいたい。 

・当地域の最寄駅は、
姉ケ崎駅が主なの
で、現状のダイヤ運
行を維持して欲し
い。 

・車両の小型化で路線
の拡大 

・路線図や時刻表の配
布 

・高齢者へのタクシー
券の配布 

・当地区は空き家が多
いので、空き家の有
効利用した活性化 

・人流や人口増になる
策を講じ公共交通利
用者の確保、特に若
い人が住みやすく育
つ町地域に。 

中川・ 

富岡地区 

・公共交通機関がない
ので、移動は全て自
家用車を使ってい
る。 

・コロナ感染が怖く公
共交通は利用できな
い。 

・鉄道や高速バスをた
まに利用するが、最
寄り駅やバスターミ
ナルまで自家用車で
移動している。 

・ドアツードアやバリ
アフリーではないの
で、利用しづらい。 

・今は困っていない
が、高齢になり運転
免許証を返納した時
は、大変になると思
う。 

・家族が不在になる平
日の買い物・通院が
困る。 

・免許を返納してから
は、徒歩かタクシー
を利用している。 

・買い物や通院の際の
利便性に第一にルー
トやダイヤを検討し
て欲しい。 

・主要な施設に行くた
めの小型コミュニテ
ィーバスを１日４，
５便走らせて欲し
い。 

・路線バスの運行を増
やして欲しい。 

 

・運転免許証を返納し
た後のサービスの提
供や策 

・公共交通と施設が連
携した割引制度の充
実 

・他の地域での取組な
ど広報誌などで取り
上げ、問題提起し、住
民の意識を変える。 
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２—５ 交通事業者・関係団体アンケート調査 

２—５—１ 交通事業者へのアンケート調査 

 交通事業者を対象に、定性的な利用特性や、現在抱えている課題、利用者などから寄せられている意

見・要望などを把握するためのアンケート調査を行った。 

調査対象関係者 

・高速バス：京成バス（株）、小湊鉄道（株）、日東交通（株） 

・路線バス：小湊鉄道（株）、日東交通（株） 

・タクシー：房総タクシー（株）、（有）石原タクシー、 

（株）ウルマツアーリングサービス、姉ケ崎タクシー（株） 

調査方法 
・調査方法…メールや FAXによる配布、回収 

・調査期間…令和３年 12月 13日（月）～12月 24日（金） 

 

【交通事業者アンケート結果のまとめ】 

高
速
バ
ス 

京成バス（株） 

・利用特性や傾向 

平日 東京行：7-9 時に到着する時間の利用が多い 

東京発：17-19 時に出発する時間の利用が多い 

土日祝 東京行：上記通勤時間の利用に加え、日中（11-13 時）に到着

する時間の利用も多い 

東京発：上記通勤時間の利用に加え、日中（14-16 時）に到着

する時間の利用も多い 

小湊鉄道（株） 

・利用特性や傾向 

平日  通勤・通学が朝・晩の利用が多い 

土日祝 都内、神奈川、羽田空港への観光客の方が増加 

・利用者や市民から寄せられている意見・要望としては、コロナによる減

便を戻して欲しいとの意見が見られる。 

日東交通（株） 

・利用特性や傾向 

平日  通勤で朝（７～８時）晩（18～20 時）の利用が多い 

土日祝 コロナで乗車数は減少しているが、都心に観光目的で利用す

る人が多い 

・路線の再編などは現在は検討していない。 

・利用者や市民から寄せられている意見・要望としては、計画運休前の運

行便数に戻して欲しいとの声もあるが、現状の乗車人数だと戻すのは

難しい。 

・行政と協働で実施したいこととして、ラッピング広告を検討したい（路

線バス同様）。 

路
線
バ
ス 

小湊鐵道（株） 

・利用者は高齢者が中心で、朝・晩は通勤・通学での利用も多い。 

 土日祝日は利用者数が減るが、三井アウトレットパーク（MOP）線に

は観光客の利用が多い。 

・運行上、経営上の問題点としては、乗務員不足、利用者減少。 

・走行環境の問題点として、平日の朝・晩の国道 16 号線の渋滞。 

土休日における、MOP に通じる道路の未整備に伴う、慢性的な渋滞。 

・再編については、今後乗務員不足が顕著になった場合には、不採算路線

からの撤退も検討。 
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路
線
バ
ス 

日東交通（株） 

・利用者は、平日は７～８時は通勤・通学、17～19 時は退勤での利用が

多い。 

土休日はドイツ村のイベントスケジュールにより変わってくるが、コ

ロナの影響により減っている。 

・運行上、経営上の問題点としては、乗務員不足。 

・走行環境の問題点として、平岡線の農協平岡支店前付近の車線を狭め

たため危険を感じる。 

・再編については、夜遅い便を減らして経費を抑えるダイヤを検討。 

・利用者や市民から寄せられている意見・要望としては、ドイツ村のイベ

ント期間の増便日数の増や混雑時の所要時間などの情報についての問

い合わせが多い。 

・乗務員不足において行政に協力して欲しいこととして、交通事業者全

体での合同採用説明会などの開催を主催して欲しい。 

・行政と協働で実施したいこととしては、バスの車体にラッピング広告

を施工することで、袖ケ浦市の魅力を広めていきたい（乗客からの評判

が良い）。 

タ
ク
シ
ー 

房総タクシー（株） 

・車両保有台数は 10 台で、営業時間は７～17 時。 

・利用状況は、令和元年から例年の約 40％の利用に減少。袖ケ浦市民の

利用が約７割を占める。 

また、平日の 8～12 時で、高齢者は病院、30 歳～50 歳代は会社関係で

の利用が多い。 

・課題としては、高齢による乗務員不足と先の見えないコロナの収束。 

・行政への要望としては、2025 年問題に係る免許返納をタクシー利用の

促進につなげて欲しい。 

（有）石原タクシー 

・車両保有台数は 7 台で、営業時間は８～23 時。 

・利用状況は、令和２年は例年の約 60％の利用に減少。袖ケ浦市民の利

用が約３割を占める。木更津駅からのサラリーマンの利用が多い。 

・課題としては、コロナ禍による売上減。 

（株）ウルマツアー

リングサービス 

・車両保有台数は 21 台で、営業時間は６～27 時。 

・利用は 7～10 時および 16～21 時の時間帯に、中高年を中心に駅、病

院、企業への利用が多い。 

・課題としては、高齢による乗務員不足。 

・行政への要望としては、運転者募集の PR 等があれば、お願いしたい。 

袖ケ浦市にて、イベント等あればタクシー依頼などお願いしたい。 

・今後計画している事業として、タクシーアプリ等の導入を予定してい

る。 

姉 ケ 崎 タ ク シ ー

（株） 

・車両保有台数は 45 台で、営業時間は 5 時半～26 時。 

・利用は 6～9 時および 16～20 時の時間帯に、中高年を中心に駅、病院、

個人宅への利用が多い。 

・課題としては、運転手不足（５年後に極度の運転手不足に直面する予

測）。 

・今後計画している事業として、タクシー配車センターの集約（１箇所で

３社の配車）。 
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２—５—２ 関係団体アンケート調査 

 関係団体を対象に、まちづくりを取り巻く問題点・課題や、公共交通との連携・協力の可能性、公共交

通に対する意見・要望などを把握するためのアンケート調査を行った。 

調査対象関係者 袖ケ浦市商工会、袖ケ浦市観光協会、袖ケ浦市社会福祉協議会 

調査方法 
・調査方法…メールや FAXによる配布、回収 

・調査期間…令和３年 12月 13日（月）～12月 24日（金） 

 

【関係団体アンケート調査のまとめ】 

袖ケ浦市商工会 

・商業を取り巻く現状として、商業は大型店やチェーン店の時代になっており、

個人店舗は、画一的な長屋貸店舗が各通りに分散的に見られる状況となって

いる。木更津市・市原市へ購買力流出が顕著で、市内の商業が脆弱なまま市街

化している。 

・公共交通と連携・協力した取組や可能性について、商業活性化の取り組みとし

て、飲食店・食品製造小売り事業者振興やテイクアウトマップを継続して実施

の検討。 

・来訪者や商業施設などから、「市営の巡回コミュニティバスが無い」「袖ケ浦

バスターミナルと JR 駅が遠い」「市役所前アンダーパスの容量が不足、大型

車が曲がれない」などが寄せられている。 

・タクシーの営業時間の拡大や、市内全域を網羅できるような公共交通の改善・

整備をして欲しい。 

・コミュニティバスを実施するよりは、巡回ワンボックスカーの方がバス路線

ではカバーできない部分とコストの面で一番良いと考える。コストを圧縮し

てもう一度デマンド型乗合ワンボックスを実証してみてはどうか。 

袖ケ浦市観光協会 

・観光を取り巻く現状などから問題点・課題として、南房総市・館山市木更津市

（金田地区）への来訪者を、袖ケ浦市内に誘導し回遊させるだけの効果は出て

おらず、東京湾アクアラインの恵まれた立地条件にありながら、単なる通過点

となってしまっている。 

・集客力の高いイベントを行っている東京ドイツ村があるものの、市全体とし

ては特徴的な観光資源が乏しく、また観光客の消費意欲を高める観光施設が

少ないため、来訪客を回遊・滞在させる仕掛けが弱い。 

・マイクロツーリズムの需要が高まっている中、国内で異国情緒を感じられる

南袖海浜公園通りが消費者・メディアの双方から大きな注目を集めているが、

自家用車の往来増加に伴う交通事故の発生により、安全が確保されるまで観

光資源としての利活用が図れない状況となってしまっている。 

・公共交通と連携・協力した取組や可能性について、JR 袖ケ浦駅及び袖ケ浦バ

スターミナルに観光案内板、ガイドマップ設置（駅前通路、待合内）、ガウラ

ドリーム宝くじ、商品券、御城印発行事業等 

・公共交通に関して寄せられている声については、ドイツ村への交通の便が悪

い。 

袖ケ浦市 

社会福祉協議会 

・鹿島地区・高谷地区では、路線バスが廃止され、移動スーパーを利用して買物

をしているが今後の移動手段の確保が課題となっている。 
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２—６ 民生委員・児童委員アンケート調査 

調査対象者 民生委員・児童委員 96人 

調査期間 ・調査期間…令和３年 11月下旬発送～12月 7日(火) 

調査項目 

・相談相手の移動実態、困りごと 

・普段利用する医療施設や商業施設 

・公共交通サービスに関する要望・意見 

・外出する際の困り具合・不便度 

回収状況 
回収票数 49人（回収率 51.0％） 

（昭和地区 15人、蔵波地区６人、長浦地区９人、東部地区 19人） 

 

【民生委員・児童委員アンケート調査の主な意見のまとめ】  

（１）相談相手の移動実態、困りごと 

 一人で外出できる方 一人で外出が困難な方 

昭和地区 

○通院時など、家族や知人が送迎（３） 

〇自分で車を運転しているが、高齢なので

不安（３） 

○自転車を活用（３） 

○通院はタクシーを利用（３） 

〇家族や子供が送迎（４） 

蔵波地区 

○バスの本数が少ない（２） 

○タクシーを使うが利用できない時があ

る（２） 

〇タクシー補助券を利用（１） 

〇家族や子供が送迎（１） 

長浦地区 

○歩ける範囲にあるので、徒歩 

 徒歩圏のみ移動（３） 

○通院時など、家族や知人が送迎（２） 

〇自分で車を運転しているが、高齢なので

不安（２） 

〇家族や子供が送迎（２） 

〇近所の友人が代行（２） 

東部地区 

〇自分で車を運転しているが、高齢なので

不安（４） 

○自転車を活用（３） 

○通院時など、家族や知人が送迎（２） 

〇家族や子供が送迎（５） 

〇移動スーパー、ネットスーパーを利用

（２） 

※（ ）内の数字は、回答した人の数、各地区意見の多い上位３件を記載 

 

（２）普段利用する医療施設や商業施設 

■医療施設 

昭和地区 ・佐野医院（７） ・君津中央病院（３） 

蔵波地区 ・さつき台病院（４） 

長浦地区 ・さつき台病院（９） ・田部整形外科（４） 

東部地区 ・さつき台病院（８） ・福王台外科・内科（３） ・君津中央病院（３） ・佐野医院（３） 

※（ ）内の数字は、回答した人の数、３人以上を掲載 
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■商業施設 

昭和地区 ・主婦の店（９） ・コンビニ（４） 

蔵波地区 ・尾張屋（５） ・イオン長浦店（４） ・ドラッグストア（３） 

長浦地区 ・主婦の店（６） ・イオン長浦店（４） ・尾張屋（４） ・ドラッグストア（４） 

東部地区 ・尾張屋（11） ・富分スーパー伊藤（６） ・主婦の店（５） ・ドラッグストア（５） 

※（ ）内の数字は、回答した人の数、３人以上を掲載 

 

（３）公共交通サービスに関する要望・意見について 

①一人で外出できる方の意見 

昭和地区 

○路線バスの本数を増やして欲しい。 

○自宅から駅までの移動ができず、家族送迎やタクシーを利用せざるをえない。 

○長浦駅方面又は木更津方面に行くときの足が不便。 

○市役所、袖ケ浦駅、君津中央病院等へ行くバスが欲しい。 

蔵波地区 
○長浦駅－イオン長浦店－さつき台病院－蔵波台 1丁目周回のバスが欲しい。 

○路線バスの便数が少ないため、希望する電車に乗れないこと多い。 

長浦地区 

○駅にもバス停にも歩いて行けるし不便はない。 

○バス停までの距離があり、バス便数も少なく利用できない。 

○病院までのバスの本数を増やして欲しい。 

○三輪自転車や電動シニアカー（免許不要）を考えているが、価格が高いので助成金な

どが欲しい。 

東部地区 

○タクシー券を発行し、安く利用できるようにして欲しい。 

○玄関まで送り迎えがないと、健康上難しい。 

○公共交通機関が全くない。 

○終バスが早すぎる。 

 

②一人で外出が困難な方の意見 

昭和地区 

○病院のマイクロバスを利用している。 

○高速バスの乗り降りする際の段差が大きい。 

○歩く事が不可なので、何か良い移動手段が欲しい。 

○車椅子でも利用できる乗り合いの移動手段が欲しい。 

蔵波地区 ○市役所、長浦行政センター（包括センター）、図書館への直通路線バスが欲しい。 

長浦地区 

○巡回販売車や生協の宅配サービスを利用。足りない食材は長浦のスーパーにバスやタ

クシー利用。 

○歩行が困難なので自宅近くまで来てくれる様なバスが欲しい。 

○タクシーを利用することが多いので助成制度が欲しい。 

○公共交通は利用できないので、家族を頼りにしている。 

東部地区 

○家族を頼りにしている。 

○タクシーを利用することが多いので助成制度が欲しい。 

○外出をあきらめている。 
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③民生委員・児童委員 

昭和地区 

○駅やバスセンターにタクシーがいつも止まっていて欲しい。 

○バスの本数が少ないので、代わる交通手段を充実して欲しい。 

○遠い地区、不便な場所へのアクセスが少なすぎる。 

○移動販売を実現して欲しい。 

○タクシー券（助成金）等の告知をもっとして欲しい。 

○直行便で、君津中央病院、さつき台病院、帝京病院に行く路線バスが欲しい。 

蔵波地区 
○1回 500円程度で利用できるデマンドタクシーが欲しい。 

○路線バスの増便、循環バス（長浦駅周辺）を運行して欲しい。 

長浦地区 

○代宿では免許証返納をする事は考えられない。 

○少額でも助成金などがあれば助かる。 

○駅にもバス停にも歩いていけるので不便は感じない。 

○市内循環バスを運行して欲しい。 

東部地区 

○バスの本数を増やして欲しい。 

○のぞみ野生活支援ネットのような仕組みを他でも開始してはどうか。 

○車がないとここでの生活はできなくなる。 

○平川いきいきサポートの送迎で市原市まで行けるようにして欲しい。 

○安価でのタクシー利用ができるようにして欲しい。 

○病院専用バスを運行して欲しい。 

 

 

（４）外出する際の困り具合・不便度 

   日常利用する医療機関及び商業施設において、外出する際の困り具合・不便度は、東部地区、昭

和地区で「困っている方・不便に感じている方が多い」の回答が 7割を超えて高くなっている。 

 

  ■外出する際の困り具合・不便度について 
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昭和地区(n=13)

蔵波地区(n=6)

長浦地区(n=9)

東部地区(n=18)

合計(n=45)

①困っている方・不便に感じている方が多い
②困っている方・不便に感じている方がいるものの、少ない
③分からない
④その他
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２—７ 地区別の公共交通の現状の整理 

 

＜昭和地区＞ 

地区概要 

 

〇人口：21,171 人（令和４年１月） 

【主要公共施設】 

公共施設 袖ケ浦市役所、中央図書館、市民会館、袖ケ浦 

商業施設 ゆりまち袖ケ浦駅前モール 

医療施設 ― 

観光施設 ― 

教育施設 袖ケ浦高校 
 

公共交通の現状 【路線バス】 

代宿袖ケ浦バスターミナル線、平岡線、三井アウトレットパーク木更津～袖ケ浦線 

路線名 運行区間 
便数 

方向 平日 土休日 

代 宿 袖 ケ
浦 バ ス タ
ー ミ ナ ル
線 

代宿団地～浜宿団地～長浦駅～蔵波台 6 丁目～
～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

上り ９便 

下り ６便 

椎の森工業団地～浜宿団地～長浦駅～蔵波台 6
丁目～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

上り ３便 

下り ２便 

平岡線 

＜平日＞ 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

②ドイツ村～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

③平川行政センター～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

＜土休日＞ 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

②ドイツ村～～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

上り 
①６便 
②１便 
③４便 

①４便 
②３便 

下り 
①７便 
②１便 
③３便 

①４便 
②３便 

三 井 ア ウ
ト レ ッ ト
パーク線 

袖ケ浦駅北口～大袖橋～三井アウトレットパ
ーク 上り 59 便 

【鉄道】JR 内房線 袖ケ浦駅 

【高速バス】袖ケ浦バスターミナル 

 

市民アンケート 

調査 

＜公共交通利用の特徴＞ 

・鉄道利用者の割合  ：77.8％ 

・高速バス利用者の割合：66.5％ 

・路線バス利用者の割合：14.7％ 

・タクシー利用者の割合：25.6％ 

 

＜移動の困り具合＞ 

・外出時に「困ることがよくある」「困ることがたまにある」と回答した方が合わせて

27.1％と、５地区中４番目に低い。 

・困っている行き先は、「袖ケ浦駅」、「袖ケ浦バスターミナル」が最も高く、次いで

「ゆりまち袖ケ浦駅前モール」「袖ケ浦さつき台病院」と続いている。 

地区別意見交換会

での主な意見 

・今は困っていないが、高齢になり運転免許証を返納した時は、大変になると思う。 

・バスの本数が少なく、バスダイヤに合わせて行動が左右されるので、小型化や本数を

増やす取組が必要。 

・袖ケ浦～長浦間の日中のバスが少ない。 

・高齢者の移動手段、要介護者や障がい者用の介護タクシーを利用しやすくして欲し

い。 
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＜長浦地区＞ 

地区概要 

 

〇人口：27,638 人（令和４年１月） 

【主要公共施設】 

公共施設 長浦行政センター・長浦公民館、長浦おかのうえ図書館 

商業施設 イオン長浦店、主婦の店長浦店、尾張屋長浦店 

医療施設 袖ケ浦さつき台病院 

観光施設 ― 

教育施設 槇の実特別支援学校 
 

公共交通の現状 【路線バス】 

長浦駅・姉ケ崎線、代宿袖ケ浦バスターミナル線、のぞみ野長浦線 

路線名 運行区間 
便数 

方向 平日 土休日 

長浦駅・姉
ケ崎線 

①長浦駅～久保田～代宿団地 
②長浦駅～久保田～代宿団地～姉ケ崎駅西口 

上り ①10 便 

下り ①７便 ②１便 

代 宿 袖 ケ
浦 バ ス タ
ー ミ ナ ル
線 

代宿団地～浜宿団地～長浦駅～蔵波台 6 丁目～
～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

上り ９便 

下り ６便 

椎の森工業団地～浜宿団地～長浦駅～蔵波台 6
丁目～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

上り ３便 

下り ２便 

のぞみ野 
長浦線 

のぞみ野南～のぞみ野ターミナル～長浦行政セン
ター前～長浦駅 

上り 14 便 ９便 

下り 14 便 ９便 

 

【鉄道】JR 内房線 長浦駅 

 

市民アンケート 

調査 

＜公共交通利用の特徴＞ 

・鉄道利用者の割合  ：62.7％ 

・高速バス利用者の割合：48.1％ 

・路線バス利用者の割合：18.4％ 

・タクシー利用者の割合：32.4％ 

 

＜移動の困り具合＞ 

・外出時に「困ることがよくある」「困ることがたまにある」と回答した方が合わせて

31.5％と、５地区中３番目に高い。 

・困っている行き先は、「袖ケ浦駅」、が最も高く、次いで「袖ケ浦バスターミナル」

「尾張屋長浦店」と続いている。 

 

地区別意見交換会

での主な意見 

・今は困っていないが、高齢になり運転免許証を返納した時は、大変になると思う。 

・商業施設や病院などへの市内循環バスを導入して欲しい。 

・運転免許返納後の公共交通割引制度の拡充して欲しい。 

・路線バスの運行本数を増やして欲しい。今の利用状況ならもっと小型でも良い。 
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＜根形地区＞ 

地区概要 

 

〇人口：5,743 人（令和４年１月） 

【主要公共施設】 

公共施設 根形公民館、社会福祉センター 

商業施設 ― 

医療施設 ― 

観光施設 袖ケ浦公園 

教育施設 ― 
 

公共交通の現状 【路線バス】 

平岡線、のぞみ野長浦線 

路線名 運行区間 
便数 

方向 平日 土休日 

平岡線 

＜平日＞ 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

②ドイツ村～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

③平川行政センター～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

＜土休日＞ 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

②ドイツ村～～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

上り 
①６便 
②１便 
③４便 

①４便 
②３便 

下り 
①７便 
②１便 
③３便 

①４便 
②３便 

のぞみ野 
長浦線 

のぞみ野南～のぞみ野ターミナル～長浦行政セン
ター前～長浦駅 

上り 14 便 ９便 

下り 14 便 ９便 
 

市民アンケート 

調査 

＜公共交通利用の特徴＞ 

・鉄道利用者の割合  ：65.2％ 

・高速バス利用者の割合：62.1％ 

・路線バス利用者の割合：36.4％ 

・タクシー利用者の割合：22.7％ 

 

＜移動の困り具合＞ 

・外出時に「困ることがよくある」「困ることがたまにある」と回答した方が合わせて

40.9％と、５地区中２番目に高い。 

・困っている行き先は、「長浦駅」が最も高く、次いで「袖ケ浦駅」、「袖ケ浦バスタ

ーミナル」と続いている。 

 

地区別意見交換

会での主な意見 

・今は困っていないが、高齢になり運転免許証を返納した時は、大変になると思う。 

・もっと小型で高齢者を対象として便数や方面を充実させて欲しい。 

・路線バスの運行を増やして欲しい。 

・区域内に停留所を設置して欲しい。 
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＜平岡地区＞ 

地区概要 

 

〇人口：5,581 人（令和４年１月） 

【主要公共施設】 

公共施設 平岡公民館、平川行政センター、平川公民館・図書館 

商業施設 ― 

医療施設 ― 

観光施設 東京ドイツ村、袖ケ浦ふれあい動物園、袖ケ浦フォレストレースウ
エイ、森のまきばオートキャンプ場 

教育施設 ― 
 

公共交通の現状 【路線バス】 

姉ケ崎線、平岡線 

路線名 運行区間 
便数 

方向 平日 土休日 

姉ケ崎線 

①桜台団地～有秋台入口～姉ケ崎駅前 
 
②茅野～高谷～平岡小前～上泉～有秋台入口
～姉ケ崎駅前 

上り 
①28 便 
②12 便 

①23 便 
②９便 

下り 
①25 便 
②15 便 

①21 便 
②11 便 

平岡線 

＜平日＞ 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

②ドイツ村～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

③平川行政センター～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

＜土休日＞ 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

②ドイツ村～～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

上り 
①６便 
②１便 
③４便 

①４便 
②３便 

下り 
①７便 
②１便 
③３便 

①４便 
②３便 

 

【平川いきいきサポート】 

平成 25 年 11 月から有償ボランティアによる外出支援を行っている。 

 

市民アンケート 

調査 

＜公共交通利用の特徴＞ 

・鉄道利用者の割合  ：32.1％ 

・高速バス利用者の割合：45.7％ 

・路線バス利用者の割合：14.8％ 

・タクシー利用者の割合：19.8％ 

 

＜移動の困り具合＞ 

・外出時に「困ることがよくある」「困ることがたまにある」と回答した方が合わせて

43.2％と、５地区中最も高い。 

・困っている行き先は、「袖ケ浦駅」が最も高く、次いで「尾張屋横田店」「平川行政

センター」と続いている。 

地区別意見交換

会での主な意見 

・今は困っていないが、高齢になり運転免許証を返納した時は、大変になると思う。 

・企業誘致や住宅地を増やし、活性化を図って欲しい。 

・小型のバスなどで循環してもらいたい。 

・当地域の最寄り駅は、姉ケ崎駅が主なので、現状のダイヤ運行を維持して欲しい。 
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＜中川・富岡地区＞ 

地区概要 

 

〇人口：5,237 人（令和４年１月） 

【主要公共施設】 

公共施設 平川公民館富岡分館 

商業施設 尾張屋横田店、コメリハード＆グリーン横田店 

医療施設 ― 

観光施設 百目木公園 

教育施設 ― 
 

公共交通の現状 【バス路線の運行概要】 

馬来田線、平岡線 

路線名 運行区間 
便数 

方向 平日 土休日 

馬来田線 東横田～清川駅前～清見台東～木更津駅東口 
上り 11 便 

下り 10 便 

平岡線 

＜平日＞ 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

②ドイツ村～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

③平川行政センター～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

＜土休日＞ 

①のぞみ野ターミナル～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

②ドイツ村～～袖ケ浦駅～袖ケ浦ＢＴ 

上り 
①６便 
②１便 
③４便 

①４便 
②３便 

下り 
①７便 
②１便 
③３便 

①４便 
②３便 

 

【鉄道】JR 久留里線 横田駅、東横田駅 

 

市民アンケート 

調査 

＜公共交通利用の特徴＞ 

・鉄道利用者の割合  ：43.3％ 

・高速バス利用者の割合：40.8％ 

・路線バス利用者の割合：6.6％ 

・タクシー利用者の割合：13.2％ 

 

＜移動の困り具合＞ 

外出時に「困ることがよくある」「困ることがたまにある」と回答した方が合わせて

25.0％と、５地区中最も低い。 

困っている行き先は、「尾張屋横田店」が最も高く、次いで「袖ケ浦市役所」「平川

行政センター」となっている。 

 

地区別意見交換

会での主な意見 

・買い物や通院の際の利便性に第一にルートやダイヤを検討して欲しい。 

・主要な施設に行くための小型コミュニティーバスを１日４，５便走らせて欲しい。 

・路線バスの運行を増やして欲しい。 
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３ 地域公共交通を取り巻く課題整理 
 

■現状分析および各調査からみえる課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民などの意向把握アンケート調査 

 

 

 

 

 

地域特性や公共交通の現状 

 

 

 

 

 

 
【地域公共交通を取り巻く課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域特性】 

○人口および世帯数はこれまで増加で推移し続け、平成 27年と令和２年を比較すると、2,931人、2,778世帯増加している。 

○主要施設は、袖ケ浦駅周辺に市役所、ゆりまち袖ケ浦駅前モールが、長浦駅周辺に長浦行政センター、イオン長浦店など大規模店舗が、また市の東側に東京ドイツ村

や袖ケ浦ふれあい動物園などの観光集客施設が立地している。 

【市民アンケート調査】 

○買い物や通院の際に、外出で困っている人は 30％程度で、根形地区および平岡地区においては、40％を超えている。 

○運行サービスに対する満足度（利用者）は、鉄道では「鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ」、高速バスでは「駅舎の快適さ（バリアフリーなど）」、路線バスでは

「運行本数」、タクシーでは「運賃」の不満度が高い。 

【市内主要施設利用者聞取り調査】 

○施設への移動手段は車（自分で運転）が 64.2％と最も多い。 

○施設へ来るまでの不満度は、16.9％を占め、東京ドイツ村が最も高い。 

○不便な理由は、「利用したい時刻にバスが運行していない」（28.3％)、「家族等の送迎・同乗に頼らなければならない」（21.7％）と多い。 

【上位・関連計画】 

○袖ケ浦市総合計画 

○第２期袖ケ浦市まち・ひと・しごと創

生総合戦略 

○袖ケ浦市都市計画マスタープラン 

【路線バス及び高速バス利用者アンケート調査】 

○利用目的は、路線バスは「通勤」および「買い物」で、高速バスでは「通勤」および「遊び・趣味・習い事など」が多い。 

○運行サービスに対する満足度は、路線バスでは「運行情報案内」、高速バスでは「時刻表・路線図などの運行情報案内」での不満度が高い。 

○利用促進を図るための効果的な取組は、路線バス、高速バス共に「便数増便」が多い。 

 

①買い物・通院の際の移動手

段の確保 

③来訪者の広域アクセスを

考慮した利便性や運行サ

ービスの充実 

【地区別意見交換会】 

○「今は困っていないが、高齢になり運転免許証を返納した時は、大変になると思う」という意見がどの地区でも寄せられている。 

○運転免許証を返納した後の策として、タクシー助成制度や三輪自転車や電動シニアカーに対する補助の充実などの意見が寄せられている。 

○路線バスの路線数や便数を増やす要望は多く、また車両を小型化して循環バス導入の意見が寄せられている。 

・高齢者タクシー料金助成制度の拡充と補助金アップ。 
【交通事業者・関係団体アンケート調査】 

○新型コロナウィルス感染症の影響による利用者の減少が、路線バス、高速バス、タクシーにおいて指摘。 

○路線バス、高速バス、タクシーのいずれにおいても乗務員の高齢化や不足が課題。 

○関係団体からは、乗合デマンドワンボックスの運行、商業活性化の取組、来訪客を回遊・滞在させる仕掛けなどの意見が寄せられている。 

【民生委員・児童委員アンケート調査】 

○路線バスの本数の増加、駅や市役所や病院に行くバスを充実させて欲しいとの意見が寄せられている。 

○外出が困難な方からは、移動は家族や身内を頼りにしている人が多いので、スーパーの移動販売やタクシー助成を拡充して欲しいとの意見が寄せられている。 

【公共交通の現状】 

○市内の鉄道は JR内房線が南北に、JR久留里線が東西に走っており、路線バスは、袖ケ浦駅および長浦駅を起終点に７路線、高速バスは現在８路線が運行中。 

○現況は以下の通りである。 

 
①鉄道 令和元年度までは年々増加。令和２年度は令和元年と比較し、77.4%まで減少。 

②路線バス 令和２年度は令和元年度と比較し、85.1%まで減少。特に馬来田線と平岡線で顕著に減少。 

③高速バス 便数、方面といったサービスは向上しているものの、全体の利用者数は横ばい。令和２年度は令和元年度

と比較し、47.1%まで減少。 

 

②地域の実情に応じた公共

交通サービスの提供 

⑤市民や来訪者に分かりや

すい運行情報の提供や利

用促進に向けた市民意識

の醸成 

⑥社会的な課題を踏まえた

持続可能な仕組み 

④市民の広域アクセスを考

慮した利便性や運行サー

ビスの充実 
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■課題に対する詳細 

①買い物・通院の際の移動手段の確保 

 令和２年度の高齢化率は 27.1％でまだ千葉県全体と比較すると高くはないが、年々割合は増加して

いる。市民アンケート調査においては、買い物や通院時に利用する交通手段は自家用車が 60％を超え

ており、民生委員アンケート調査においては、現時点車がないと日常生活が不便なため返納しない人

も、今後自動車運転免許を返納した後の足（交通手段）に対する不安が高くなっているとの意見も寄

せられている。 

一方で、公共交通の利用促進を図るための効果的な取組として「自動運転免許返納者への公共交通

割引制度などの拡充」の意見が約 50％を占め、地域公共交通は、通勤、通学、通院、買い物、公共施

設の利用といった日常生活及び社会生活に不可欠な「地域の足」としての役割だけでなく、高齢者な

どの交通弱者に対する交通事故防止および外出機会の創出などの役割も担う必要がある。 

 

②地域の実情に応じた公共交通サービスの提供 

高齢化の進行に伴い、今後交通弱者の増加が見込まれることから、日常生活の移動手段を確保する

ため、路線バスを補完する地域の取組が必要になってくる。 

 路線バスやタクシーなどの既存公共交通が担える範囲での役割を整理し、それを超える部分につい

ての地域の新たな移動手段として、デマンド交通などの段階的な導入の検討や、有償ボランティアに

よる外出支援が行われている地域も見られる。 

 民生委員アンケート調査でも、特に東部地域においては、いきいきサポートの更なる拡充の意見な

どが寄せられており、移動手段の確保が困難な地域や人に対し、地域の実情に応じた交通手段を検討

する必要がある。 

 

③来訪者の広域アクセスを考慮した利便性や運行サービスの充実 

 袖ケ浦市は、鉄道、高速バスを通じて、都内の主要駅や空港などからのアクセスが良好な位置にあ

る。特に高速バスにおいては、コロナ前の令和元年度までは便数や方面の増加などのサービスの充実

が図られている。 

 一方で、高速バスの利用者アンケート調査の市外からの利用者からは、「時刻表・路線図などの運

行情報案内」に対する不満が 41.0％、鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさが 38.7％と高く、また利用

促進を図るための効果的な取組として「便数増便」や「運行時間帯の拡大」を求める声が大きく、さ

らなる利便性向上に向け、交通機関同士の乗り継ぎ改善や運行サービスの充実を目指す必要がある。 

 

④市民の広域アクセスを考慮した利便性や運行サービスの充実 

袖ケ浦市内には、鉄道、高速バス、路線バス、タクシーなどの公共交通や、送迎バスなど多様な移

動手段が導入されている。広域移動については、JR内房線の袖ケ浦駅や長浦駅、および袖ケ浦バスタ

ーミナルがハブとなって、市民においては通勤・通学や、遊び・趣味・習い事などにおいて、周辺自

治体や東京都心へと広域アクセスしている。 

 市民アンケート調査では、運行サービスに対する満足度（利用者）は、「鉄道・バスとの乗り継ぎ

のしやすさ」に対する不満が鉄道で 35.6％、高速バスで 35.0％、路線バスで 54.3％を占めている。ま

た、路線バスにおいては、「時刻表や路線バスなどの運行情報案内」の充実を求める声も大きく、市

民の公共交通の利用促進に向け、交通機関同士の乗り継ぎ改善や運行サービスの充実を目指す必要が

ある。 
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⑤市民や来訪者に分かりやすい運行情報の提供や利用促進に向けた市民意識の醸成 

 市内を運行中の路線バスや高速バスは、バス事業者や市のホームページ上に運行情報を掲載してい

るが、普段バスを使わない人や初めて来訪する人にとって、行先や乗り場などが分かりにくい状況で

ある。 

 路線バスおよび高速バスの利用者アンケート調査でも、運行サービスに対する満足度は、路線バス

では「運行情報案内」（54.5％）、高速バスでは「時刻表・路線図などの運行情報案内」（38.6％）

において不満度が高くなっている。 

 公共交通を次世代に繋ぐためには、市民の協力や利用促進による新たな利用者の獲得が不可欠なた

め、利用者目線に立った分かりやすい情報の提供・充実や、公共交通の利用者に対するより一層の意

識の醸成をする必要がある。 

 

⑥社会的な課題を踏まえた持続可能な仕組み 

 公共交通事業者は、人口減少等による厳しい経営状況に加え、新型コロナウイルス感染症の拡大に

伴う移動の自粛等により、過去に例を見ない規模で輸送需要が減少しており、事業の継続が危ぶまれ

るような極めて深刻な経営悪化に陥っている。 

国土交通省発表の「新型コロナウイルス感染症による関係業界への影響について」によると輸送人

員（令和４年１月）は 2019年比で高速バスが３割程度、路線バスが２割強、タクシーが２割弱の減

少、鉄道の輸送人員は 20％～30％の減少している事業者が最も多く、いずれも厳しい状況が続いてお

り、新型コロナウイルス以前の水準までの需要回復は期待できない状況となっている。 

 さらに、交通事業者アンケートからも乗務員の高齢化と不足が課題として挙がっており、公共交通

を担う人材の確保が難しい状況にあるのが現状である。 

 そのため、市民（地域）、交通事業者、行政が役割分担を図りながら、移動利便性の高い都市とし

て市のポテンシャルを最大限引き出すようこれらの理解を深め解決に取り組む必要がある。また輸送

資源の総動員や多様な主体の連携が求められており、限られた輸送資源などを有効利用することによ

り、持続可能な仕組みづくりを構築する必要がある。 

 

＜参考＞月別全国の高速バス・一般路線バス・タクシーの輸送人員（2019年同月比） 

                                 （２月３月は見込み） 

＜高速バス＞                   ＜一般路線バス＞ 
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＜参考＞月別全国の鉄道の輸送人員（2019年同月比）（２月３月は見込み） 

 

＜鉄道（大手民鉄）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鉄道の調査方法：全 175者（ＪＲ旅客会社６者、大手民鉄 16者、公営 11者、中小民鉄 142者）に対し

て、地方運輸局経由で影響をヒアリングし、グラフは各減少割合のレンジにおいて  

回答した者数の割合を表している。 

 

 出典：新型コロナウイルス感染症による関係業界への影響について（令和４年２月、国土交通省） 
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議題（２）令和４年度事業（案）及び予算（案）について 

１．令和４年度事業（案）について               

（１）袖ケ浦市地域公共交通計画策定業務            

  ① 概要 

   今後の人口減少や高齢化を見据えつつ、持続可能な地域公共交通網を形

成するため、公共交通政策のマスタープランとなる「袖ケ浦市地域公共交通

計画」を令和３年度、４年度の２カ年で策定する。 

   令和３年度に実施した基礎調査に基づいて、今後の基本方針や目標、目標

を達成するための具体的な方向性を定め、最終的に計画として公表する。 

  ② 事業内容 

   ◆ 地域公共交通に係る基本方針と目標の設定 

   ◆ 具体的な方向性の検討 

   ◆ 計画の評価方法の設定 

   ◆ パブリックコメント手続 

   ◆ 袖ケ浦市地域公共交通計画の策定 

  ③ 策定業務の実施方法 

コンサルタント業者に委託する。なお、委託事業者は、令和３年度に調

査業務を実施したランドブレイン株式会社とする。 

 

（２）路線バスの利用促進に関する取組             

  市内バス路線を利用する高校生を対象とした利用促進に関する取組を実施

する。まずは無料お試し乗車等を実施しニーズや利用状況を把握する。 

その後、ニーズや利用状況に基づき、定期券利用につなげられるような取組

を検討し、実施する。 
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（３）袖ケ浦市地域公共交通活性化協議会の開催予定       

① 第１回協議会（６月上旬） 

◆ 令和３年度決算報告 

◆ 袖ケ浦市地域公共交通計画策定業務内容及びスケジュール（案） 

◆ デマンド交通実証事業の事業計画（案） 

  ※運賃や運行区域等の最終的な審議を行い、結果に基づき関東運輸局

に申請する。 

  ② 第２回協議会（８月頃） 

◆ 袖ケ浦市地域公共交通計画策定業務 

  ※地域公共交通に係る基本方針（案）及び目標（案）の審議 等 

◆ 路線バス等の公共交通の現況 

◆ デマンド交通実証事業について 

  ③ 第３回協議会（１１月頃） 

◆ 袖ケ浦市地域公共交通計画（案） 

  ※具体的な方向性（案）及び評価方法（案）の審議 

計画（案）全体の審議 

④ 第４回協議会（３月） 

◆ 袖ケ浦市地域公共交通計画 

◆ 令和５年度事業（案）及び予算（案） 
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２．令和４年度予算（案）について               

 
 

（収　入） （単位：円）

科　目 予算額 備　考

１　国庫補助金 1,209,375 地域公共交通確保維持改善事業費補助金

２　市補助金 4,231,905 袖ケ浦市地域公共交通活性化協議会補助金

３　繰越金 0

４　雑入 0

合　計 5,441,280

（支　出） （単位：円）

科　目 予算額 備　考

１　会議費 349,600
委員報酬　　　　         340,000円
協議会時お茶代　　　　　 　9,600円

２　事務費 31,680 委員報酬振込手数料

３　事業費 5,060,000 袖ケ浦市地域公共交通計画策定業務委託費

４　事業費補助金 0

合　計 5,441,280

令和４年度 収入支出予算（案）
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議題（３）デマンド交通実証事業の事業計画（素案）について 

１．これまでの決定事項及び今回の審議事項                     

（１）これまでの決定事項                   

  ◆「令和４年１０月からの開始を目標に、長浦地区においてＩＣＴを活用し

た デマンド交通の実証運行を実施するための事業者協議を進める」こ

と。 

 

（２）今回の審議事項                     

  ① 各事業者と以下のとおり連携し、事業を実施すること。 

   （【資料３－２】Ｐ２からＰ３） 

   ◆運営主体 トヨタカローラ千葉株式会社 

   ◆運行主体 房総タクシー株式会社 

   ◆その他  株式会社アイシン（運行システム、コールセンター等） 

         損害保険ジャパン株式会社（健康づくりに関すること） 

         千葉銀行（地域経済の活性化に関すること） 

         協賛企業（協賛金の支出、停留所の設置等） 

  ② 事業計画（素案）に関すること。 

   ◆事業の期間（【資料３－２】Ｐ３） 

   ◆導入スケジュール（【資料３－２】Ｐ３） 

◆事業スキーム（【資料３－２】Ｐ４） 

   ◆運行日及び運行時間（【資料３－２】Ｐ５） 

   ◆運行車両（【資料３－２】Ｐ６） 

   ◆会員登録（【資料３－２】Ｐ７） 

   ◆利用予約及び利用方法（【資料３－２】Ｐ８） 

   ◆実証内容（【資料３－２】Ｐ９） 

   ◆各種目標（【資料３－２】Ｐ１０） 

 

※運行区域及び運賃については、令和４年６月に開催予定の協議会での審議

とする。 
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２．これまでの経過                      

（１）当協議会における審議                  

  ◆令和３年度第２回協議会（令和３年１０月２５日） 

「令和４年１０月からの開始を目標に、長浦地区においてＩＣＴを活用し

た デマンド交通の実証運行を実施するための事業者協議を進める」ことに

ついて審議、承認 

 

（２）各事業者との協議                    

  ◆バス事業者との協議（令和３年７月） 

   デマンド交通の実証運行を計画している旨の相談 

  ◆タクシー事業者との協議（令和３年７月） 

   デマンド交通の実証運行を計画している旨の相談 

  ◆バス事業者、タクシー事業者との協議（令和３年１０月） 

   事業への協力等の依頼 

  ◆トヨタカローラ千葉との協議（令和３年１０月） 

   事業運営主体になる旨の依頼、相談 

  ◆タクシー事業者との協議（令和４年１月） 

   運行主体になる旨の依頼 

  ◆各タクシー事業者との協議（令和４年２月） 

   各タクシー事業者から運行主体になることの可否についての返答 

 

  ※その他、随時協議を行っている。 

 

（３）関東運輸局千葉運輸支局への相談             

  ◆運行計画、スケジュール及び各種申請についての相談（令和４年２月４日） 

 

３．今後の協議会における審議の予定              

  ◆令和４年度第１回協議会（令和４年６月） 

   運行区域や運賃を含む事業計画（案）の最終審議、本事業開始の最終審議 

   ※今回の審議における意見等を踏まえ、事業計画を調整し、案として提示

する。 
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デマンド交通実証事業 

「（仮称）チョイソコがうら」 

事業計画（素案） 

 

   
 

 

令和４年３月 
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事業概要                        

１．事業の内容                        

「（仮称）チョイソコがうら」を試験的に導入し、本市において地域内の移動

手段にデマンド交通が適しているのかを実証するとともに、本格導入に向けた

課題点や既存公共交通への影響を確認する。 

 まずは、長浦地区から実証運行を開始し、実績等を踏まえながら順次地区の

拡大を検討していく。 

 最終的には、市内全域において実証運行を行い、各地区でデマンド交通が適

しているのかを検証していく。 

 

２．事業の位置付け及び目指す将来像              

 当事業は、袖ケ浦市総合計画及び第２期袖ケ浦市まち・ひと・しごと創生総

合戦略に位置付けされる。（今後、地域公共交通計画にも位置付ける。） 

タクシーよりも安価に移動できるような、ＩＣＴを活用した乗合型のデマン

ド交通を導入し、自動車の運転に不安を持っている人や自家用車を保有してい

ない人が公共交通で外出しやすい環境を整える。これにより、「外出すること

による健康づくり」や、「地域内の移動によるまちの賑わいを創出」し、可能

な限り住み慣れた地域で「安心して暮らせるまち」を目指す。 

 

３．実証事業実施の背景                    

 高齢者の日常生活においては、自動車の運転に対する不安を感じている高齢

者がおり、毎年一定数の自動車運転免許証自主返納者がいるが、公共交通が不

便であるため、返納をためらう人が多い。 

そのような状況の中で、移動手段を確保・維持するために、市内路線バス４

路線に補助金を交付しているものの、運行状況や、停留所までの距離、費用負

担の観点で、自家用車等を用いて外出せざるを得ない住民がいる。本市の公共

交通分担率として、全世代では１５．１％、高齢者では３．４％となってお

り、特に高齢者の割合は近隣市よりも低い数値となっている。 

本市内の路線バスについては、日中の運行本数が１時間に１便ないし２時間

に１便であり、路線バスに満足している市民の割合が２９．９％と低い水準と

なっているが、利用状況や乗務員不足等を理由に、すぐには運行本数を増やす

ことはできない状況である。 

 そこで、デマンド交通を導入し、路線バスの運行本数の少なさや停留所まで

の距離などにより今まで対応できていなかったニーズに対応する。 
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４．システム                         

 株式会社アイシンが提供している「チョイソコ」のシステムを用いる。 

 ※「チョイソコ」とは 

  「チョイとソコまでご一緒に」の略語 

  ＩＣＴを活用した乗合型のデマンド交通であり、予約状況に応じて効率的

な乗合を可能とするルートを車載端末に表示する。 

通常のデマンド交通とは違い、ドアトゥドア方式ではなく、自宅最寄りのご

みステーション等を出発地（帰りは到着地）とし、地区内の協賛金を払う商店

や病院等を到着地（帰りは出発地）としている。協賛金の対価として、停留所

を設置したり、利用会員向けのお知らせに広告を掲載する。そのため、タクシ

ーのようにどこへでも行けるわけではなく、協賛金を払う商店等のみ行くこと

ができる。詳細については、資料３－３「チョイソコ取り組みのご案内」のと

おり。 

 

５．官民連携                         

民間企業と連携し、行政だけでなく地域全体で取り組むことによって、財政面

や運営面で持続性を向上させる。 

 なお、連携にあたっては、協定や覚書などを締結し、各主体の役割分担を明確

にした上で行う。 

 

６．各主体の役割                       

（１）事業運営主体                           

  主体事業者：トヨタカローラ千葉株式会社 

  主な役割 

   ・事業の総合的な管理に関すること 

   ・各主体との契約に関すること 

   ・各主体への経費の支出及び請求に関すること 

   ・車両の用意に関すること 

   ・協賛企業の募集に関すること 

   ・事業の周知及び利用促進等に係るＰＲに関すること 

   ・苦情、要望に関すること 

 

（２）運行主体                             

  主体事業者：房総タクシー株式会社 

  主な役割 

   ・利用者の運送に関すること 

   ・運賃の収受及び管理に関すること 

   ・車両の保管、維持及び管理に関すること 

   ・道路運送法に係る各種申請に関すること 
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（３）その他                              

  ①株式会社アイシン 

   主な役割 

    ・運行システムの提供に関すること 

    ・各種統計データの管理、提供に関すること 

    ・コールセンターの運営に関すること 

    ・利用登録に関すること 

  ②損害保険ジャパン株式会社 

   主な役割 

    ・利用者の健康増進に関すること 

  ③千葉銀行 

   主な役割 

    ・地域経済の活性化に関すること 

  ④協賛企業（地域の商店、病院、銀行等を想定） 

   主な役割 

    ・協賛金の支出に関すること 

    ・停留所看板の設置場所の提供に関すること 

    ・会報への情報提供に関すること 

    ・会員登録申込書の設置に関すること 

⑤市 

   主な役割 

    ・負担金の支出に関すること 

    ・各連携機関との調整に関すること 

    ・地域公共交通活性化協議会における各種協議に関すること 

    ・協賛企業の募集に関すること 

    ・事業の周知及び利用促進等に係るＰＲに関すること 

    ・苦情、要望に関すること 

 

７．事業の期間                        

令和４年９月から令和７年９月まで 

令和４年９月は事業開始に必要な準備（試走、システム動作確認等）を行う。 

令和４年１０月から道路運送法第２１条の許認可の期限（特例で３年程度、通

常１年間）である令和７年９月までを実証運行期間とし、このうち、令和７年４

月から令和７年９月までを運行しながら評価を行う期間とする。 

ただし、法第２１条の許認可の特例が適用されない場合、法第４条の許認可を

取得する。 

 

８．導入スケジュール                     

 資料３－４「スケジュール表」のとおり 
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事業スキーム                      

１．運行スキーム                       

 以下の図のとおりとする。 

なお、詳細については別添３－５「運行イメージ図」を参照。 

 

 

 

２．事業費スキーム                      

（株）アイシンとのシステム利用等の契約や運行主体との委託契約等につ

いては、トヨタカローラ千葉が行う。 

総事業費から収入を差し引いた額を、市が負担金としてトヨタカローラ千

葉に支出する。支出は、毎月精算とする。 

 

 

 

 

 

事業運営主体
トヨタカローラ千葉

　　車両貸与

利用者

（株）アイシン
運行主体

タクシー事業者

予約情報送信

予約
　　送迎

　　運賃支払

：収入
：支出

総事業費
総事業費のうち、不足している分

協賛店等
協賛金 事業運営主体

トヨタカローラ千葉
市

委託料 システム利用料

運賃

利用者
運行主体

タクシー事業者
（株）アイシン

オペレーター委託料
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運行概要                        

１．運行区域                         

 原則長浦地区とする。 

 なお、令和４年６月の協議会で審議を行う。 

 【該当する大字】 

 今井、今井１～３丁目、蔵波、蔵波台１～７丁目、久保田、久保田１～２丁目、 

 代宿、久保田代宿入会地、椎の森、北袖、中袖、長浦、長浦駅前１～８丁目 

 ※本市人口統計の区分に準ずる。 

 【乗降場所（停留所看板設置場所）】 

 ◆事業者停留所 

  長浦地区内の商店、病院、銀行等のうち、協賛金を支払う企業 

  ※開始当初は、協賛金を強制せずに乗降場所として設定 

 ◆公共施設停留所 

  市役所、長浦公民館、市民会館、長浦おかのうえ図書館、ＪＲ袖ケ浦駅、 

ＪＲ長浦駅、ゆりの里、袖ケ浦バスターミナル 

 ◆住宅地停留所 

  最寄りのごみステーション、公園等 

  ※人口密集地では、概ね半径１００ｍに一つ設定 

 

２．運行日及び運行時間                    

  運行日：月曜日から金曜日まで（土日、祝日、年末年始を除く） 

運行時間：午前９時から午後４時まで（午後４時降車完了） 

 

３．予約日及び予約可能期間                  

 運行日の午前８時３０分から午後４時まで 

 利用日の１か月前から当日の３０分前までの運行を予約可能 

 

４．利用のルール                       

 ・利用者は、事前に会員登録することとし、利用の際には事前予約とする。 

  ※会員証が手元に届き次第、利用可 

・一人で乗降できること。ただし、介助者がいる場合にはこの限りでない。 

・市役所から袖ケ浦駅など、地区外公共施設から地区外公共施設への移動は不可 
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５．運賃                           

以下のとおりとする。 

なお、令和４年６月の協議会で審議を行う。 

 介助者については、登録を不要とするが運賃は発生する。 

また、未就学児とその保護者が同乗する場合は、未就学児の運賃は無料とする。 

（１）運賃表                              

  

 降車 

長浦地区 
長浦地区外の 

公共施設 

乗車 

長浦地区 300 円 500 円 

長浦地区外の 

公共施設 
500 円 × 

 

（２）決済方法                             

  現金、回数券及び交通系ＩＣカード 

 

６．運行車両                         

 トヨタ ノア（７人乗）２台 

 本事業の車両であることが一目で認識できるように、車両にラッピングを施

す。 

また、高齢者や障がい者が乗降しやすいように、手すりやステップを搭載する。 

 なお、万が一故障等が発生した場合には、臨時的に房総タクシー株式会社の車

両を用いる。 
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会員登録                        

１．会員登録対象者                      

 長浦地区に在住の人 

 

２．会員登録費用                       

 無料とする。 

 

３．会員登録方法                       

（１）会員登録手続                           

  ◆紙媒体での登録 

①利用を希望する個人別に会員登録申込書を記載し、（株）アイシンに送付 

 ※送付の際には、専用の封筒（料金後納）に入れて投函 

  ②（株）アイシンから会員証が届く。 

  ◆オンラインでの登録 

  ①会員登録オンラインフォームにアクセスする。 

   ※ＱＲコード及びＵＲＬをチラシ等に記載する。 

  ②必要項目を入力する。 

  ③（株）アイシンから会員証が届く。 

 

（２）会員登録申込書の配布場所                     

  ・トヨタカローラ千葉袖ヶ浦店 

・市役所（総合受付、企画政策課、○○課・・・） 

  ・導入地区の行政センター 

  ・導入地区の公民館 

  ・各スポンサー企業 

  ・包括連携協定を締結している各企業からの配布 
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利用予約及び利用方法                  

１．利用対象者                        

 会員証が手元に届いており、かつ、事前に利用予約をした人 

 

２．利用予約方法                       

 ◆電話での予約 

 ①専用ダイヤルに架電する。 

 ②名前、会員番号、利用希望日、乗車場所と行先、希望到着時刻を伝える。 

 ③オペレーターから利用者に対して乗車時刻を伝える。 

 ◆オンラインでの予約 

 ①利用予約オンラインフォームにアクセスする。 

  ※ＱＲコード及びＵＲＬをチラシ等に記載する。 

 ②名前、会員番号、利用希望日、乗り場と行先、希望到着時刻を入力する。 

 ③利用者に対して乗車時刻が伝えられる。 

 

３．利用方法                         

 ①伝えられた乗車時刻の５分前までに、乗車場所に行く。 

 ②乗車したら、運賃を先に支払う。 

 ③目的地に到着したら、降車する。 
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実証内容                        

１．各年度における実証内容                  

（１）令和４年度（１０月から）                     

  市内１地区（長浦地区）での実証運行の開始し、利用者の利用目的や利用年

齢層、人口密度の大小による利用頻度の違いなどを確認・検証 

  

（２）令和５年度                            

・令和４年度の実績を踏まえつつ、他の交通手段への影響の有無や、当デマ

ンド交通が日中のバス路線の代替手段になりえるかを検証 

 

（３）令和６年度                            

・前２年度の実績を踏まえ、令和７年１０月からの本格導入を検討 

  

（４）令和７年度（９月まで）                      

  ・実証運行を継続しながら、各年度の目標達成状況や実績を分析 
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各種目標                        

１．最終目標                         

 「安心して暮らせるまち」の実現 

 

２．ＫＰＩ（中間目標）の設定                 

最終目標である「安心して暮らせるまち」を達成するための中間目標として、

以下のとおりＫＰＩを設定する。なお、各年度においてＫＰＩが達成できない場

合、運行方法等を見直すこととする。 

ＫＰＩ 
事業開始前 

（現時点） 
令和４年度末 令和５年度末 令和６年度末 

高齢者の年間利用者数（人） ０ ４００ ７００ ９００ 

利用者一人当たりの年間利用

回数（回） 
０ １２ ３０ ３６ 

利用登録者数（人） ０ ９００ １，５００ １，９００ 

健康づくりや地域経済の活性

化に協力する企業数（社） 
０ ５ １５ ２５ 

 

３．長浦地区の本格導入の基準                 

 令和７年１０月からの本格導入に際して、判断基準となる指標を設定する。 

 なお、各指標については、令和７年３月末時点での数値とする。 

 以下の指標を地区住民と共有し、事業を推進していく。 

（１）乗合率                              

  １．５０以上 

  この数値を下回る場合、既存タクシーの活用に切り替えることを検討する。 

 

（２）年間利用者数                           

  ５００人以上（実人数、１人が何度利用しても１人として計算） 

  この数値を下回る場合、需要が大きくないと判断し、事業廃止も検討する。 

 

（３）収支率                              

  １５％以上 

  この数値を下回る場合、運行台数や運行時間を縮小することを検討する。 
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アイシンのご紹介
トヨタグループ

新規事業創出の取り組みとして
2018年にチョイソコを創業

自動車部品
（機関・車体・情報電子）

カーナビゲーション

エネルギー・住宅関連機器

パーソナル
モビリティ
ILY-Ai

株式会社豊田自動織機製作所
トヨタ自動車株式会社
株式会社ジェイテクト
愛知製鋼株式会社
トヨタ車体株式会社
トヨタ車体東日本株式会社
豊田通商株式会社
株式会社アイシン
豊田合成株式会社
株式会社デンソー
トヨタ紡織株式会社
東和不動産株式会社
株式会社豊田中央研究所
（トヨタグループ13社）

社名：株式会社アイシン
設立：1965年8月31日
本社：愛知県刈谷市朝日町2丁目1番地
資本金・売上：資本金450億円 / 売上3兆5257億円（2021年3月期）
連結子会社：208社（国内75社 海外133社）
従業員：連結119,535人/単独37,644人
事業内容：自動車部品、エネルギー・住生活関連製品の製造・販売

2021年4月1日にアイシン精機とアイシン・エィ・ダブリュが経営統合



・地域の交通不便を解消し、主に高齢者の外出促進に貢献する
オンデマンド交通※。（※固定路線無し・時刻表無し・予約型）

・従来のオンデマンド交通と異なり、民間企業が運営主体※
となり、自治体以外のエリアスポンサーからの協賛を得る
ことで採算性を向上。エリアスポンサーには停留所を付与。

・単なる運行システムの提供に留まらず、高齢者の健康増進に
つながる外出促進の“コト”づくりをエリアスポンサーと
共に推進。

チョイソコとは？

2

※運賃無償の実証実験時は自治体が運行主体



企画の背景
“買い物弱者”とも呼ばれる
交通難民の増加

＜主な要因＞
・商業集積場所の変動
・既存公共交通の衰退
・高齢者運転免許自主返納の促進

過疎地域だけではなく
都市部でも課題に

昨今の痛ましい高齢者事故報道増加
により運転免許返納が加速化

既存の交通（オンデマンド型含む）に課題あり
新しい交通のしくみが必要

このままでは日本はダメになるのでは？
という危機感

3



運用システム
固定された路線
や時刻表は無し

受付センター
に電話する

受付センター

エリアスポンサー

エリアスポンサー

エリア
スポンサー

会話（電話）の
有効性非常に
高い

Point

会員登録された
チョイソコ会員

4



名称とデザイン

「チョイソコ」の名称は「チョイス」と「コース」を組み合わせた造語であり、「コースを選ぶことで外出した
いと思うようになる」期待を込めて命名。近距離移動を表す「チョイとソコまで」という意味も含ませている。

高齢者へのヒアリングを行い、呼びやすさ、覚えやすさ、親しみやすさに配慮し決定。
シンボルマークに表現されている「チョイソコ」の各文字は老若男女の人を表し、利用者の多様性を表現。

高齢者にわかりやすい名称と親しまれるためのデザイン。
全国の自治体への展開を想定したVIシステム。

自治体名入り

チョイソコおかざきロゴタイプデザイン

おかざき

試験運行中
057-00-81194

健康増進のための
乗り合い送迎サービス

健康増進のための
乗り合い送迎サービス 試験運行中 057-00-81194お問合せ

ハイ､イクヨ

健康増進のための
乗り合い送迎サービス試験運行中 057-00-81194お問合せ

ハイ､イクヨ

青カラー
Ｃ:98
Ｍ:88
Ｙ:0 
Ｋ:0ἡỶỺὊἋἂἻὅἛỿἵἥὅ

1,880ｍｍ

2,
28
5ｍ
ｍ

5,380ｍｍ

�1��
	
�� ��2.0������
��������

ドア開閉は運転手にお任せください

お問い合わせ

ベース車両写真

本デザインは車両実測を元にしていませんので、
実施製作される際は、必ず車両実測の上、
改めてデータ制作をしていただき施工願います。

車両デザイン

シンボルマーク（各文字が人を表している）

5



チョイソコとよあけ のご紹介

6

豊明市は愛知県のやや西部に位置しており名古屋市南部に隣
接。名古屋都市圏の住宅都市となっている。かつてのニュー
タウンが残るエリアと住居田園が混在するエリアがある。
【DATA】
人口：約6万9千人
面積：23.22k㎡
高齢化率：24.8％

全国で2019年度の自治体職員・議員による視察の受け入れ
件数が最も多かった事業は、愛知県豊明市の「地域包括ケア
豊明モデル」（271件）。（日経BP社調べ）
豊明市は2018年7月に「高齢者が外出したくなるまちづく
り」の取り組みを開始。高齢になっても不自由なく暮らせる
社会を目指し、民間企業と連携し高齢者の生活を支えるサー
ビスづくりを進めている。
「チョイソコとよあけ」は代表的な取り組みのひとつ。

愛知県豊明市について



愛知県豊明市にて実施中

ゴミステーションを活用

公園や集会所 ステップや手すり設置

公共施設・事業者停留場
公共施設

病院・診療所

買物

娯楽施設や飲食店等
（全40箇所以上）

住宅地停留所

愛知県豊明市にて公共交通として有償運行中。
（道路運送法第4条における一般乗合旅客自動車運送事業）

7
車両は現在2台



事業構造
チョイソコは民間企業が事業主体となり、地域のタクシー会社と

提携し運行。既存公共交通とWin-Winの関係を築くビジネスモデル。

自治体 地域の事業者・病院等

地域住民
会員

会員登録
乗⾞受付

協賛⾦

運⾏主体

受付センター運行システム

地域のタクシー会社
（旅客自動車運送事業者）

乗⾞料⾦

施設利⽤
購買エリア

スポンサー

事業主体

送迎伝達・運行費補填

停留所設置
集客企画

企画・推進パートナー

運⾏主体が
会員から直接受領

アライアンス・パートナー

Point
この事業構造を
成立させるために
多くの法的&合意形成
のハードルをクリア

8

下記はチョイソコとよあけの例



2019年グッドデザイン賞特別賞受賞

9



チョイソコとよあけの運行概要
①会員登録申込

②会員証

愛新花⼦

仙⼈塚第3資源ゴミ置場

裏︓お電話時に伝える内容表︓会員番号・⽒名・最寄停留所

会員証が
届いたら
利⽤可能

会員資格
・豊明市⺠（諸条件あり）

運⾏⽇・時間
・平⽇の午前9時〜午後4時
・⼟⽇・祝祭⽇・GW

お盆・年末年始は運休

運賃
・1乗⾞（⽚道） / 200円

市内110箇所
以上の停留所

Point

10



チョイソコとよあけの住宅地停留所

11

ゴミステーションや公園等に約60箇所設置

ゴミステーション
が適している

Point



コミュニティづくりと情報展開
住民密着型のコミュニケーションを積極実施。住民説明会の実施、
コールセンターの充実、マスメディアを活用した情報展開。

30回を
超える回数

Point

12

センターへの
高い満足度

Point
多数の
媒体露出

Point



エリアスポンサー
チョイソコとよあけを支えていただいている

民間事業者のエリアスポンサー。

13

地元
金融機関
が高関心

Point

地域貢献
としての
協賛

Point



会員向け会報誌「チョイソコ通信」を発行。
エリアスポンサーの販促・広報宣伝に活用。

地域住民
会員に
毎月郵送

エリア
スポンサーの
チラシを同封

「紙」である
有効性高い

Point

14

外出促進の“コトづくり”



外出促進の“コトづくり”

15

[トイレ休憩] 
 勅使グラウンド 

または 
勅使台東公園 

当日 
参加者全員に 
栄養ドリンク 
プレゼント! 

       ウォーキングを楽しむ 

各自最寄り停留所 【コース】 

【申込先】 8/31(月)までにチョイソコセンターへ ☎057-00-81194 
氏名・会員番号・同行者をお伝えください 

       今しか観られない!! 豊明の天然記念物 
ナガバノイシモチソウ 大狭間湿地 

勅使墓園停留所 
チョイソコ 

10:00着 

【参加費】 

野原一面に広がるシラタマホシクサ
が見ごたえたっぷり！ 

葉の表面に多数ある腺毛から粘液を分泌し､花の香りに誘われ
てきた昆虫を捕え､消化吸収していく様子が観られるかも！ 

無料 

【企画主体】アイシン精機【協力】豊明市役所 生涯学習課､健康長寿課 

大狭間湿地自生地 

大狭間湿地自生地 

距離  
約2km 

【持ち物】 
動きやすい服装、運動靴、帽子 【服 装】 
飲み物、タオル、ノルディック用ポール(お持ちの方のみ) 

コ
ロ
ナ
感
染 

対
策
の
お
願
い 

以下について対応いたしますので、ご協力をお願いいたします。 
・発熱をされている場合は、ご参加をお断りいたします ※集合時に検温いたします 
・マスク着用 ※ウォーキング時、人との距離(2ｍ以上)がある時にお外しください 
・集合、解散時に、アルコール消毒を実施 
※コロナ感染の状況を鑑み、急遽、中止とする場合がございますので、ご了承願います。 
 （中止は前日までにご連絡いたします。中止の場合は費用負担はございません。） 

乗車時に各自で運賃箱に入れてください。 

ナガバノイシモチソウ自生保護地 

・
・
・ 

【ゴール】 
ナガバノイシモチソウ 

自生地 
【スタート】 
勅使墓苑 

【公開時間】10:30～12:00 【公開時間】10:00～11:00 

ウォーキング 

お車で送迎 【おトイレ休憩】 
勅使台東公園 

※チョイソコご利用の場合は1乗車200円 

自生地 
見学のみ
もOK！ 

 公開時間内に 
お越しください 

9/14(月) 勅使墓園停留所に10:00集合 ※雨天中止･小雨決行 
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乗車数

会員・利用の状況

買い物

41%
医療

37%

運動

6%
⽂化

16%

30代

1%
40代

2%
50代

7%
60代

9%

70代

39%

80代

40%

90代

2%

登録会員の年代別内訳 利⽤回数の⽬的別内訳

70代・80代の方で
8割を占める

買い物と医療（通院・見舞い）
で8割を占める

乗⾞数・会員数の推移
→有償運行

その他目的の割合を
増やすのが直近の課題

無償運行

徐々に90代が増加中

有償化でも
減らない

Point

16

コロナ禍
による
愛知県
緊急事態
宣言発令
(’20.4.10)

乗車数

会員数・利用経験者・会員利用率



会員・利用の状況

17

【考察】
・利用者はエリア内に設置されたチョイソコ停留所を網羅的に移動して
おり、行先が多岐に渡っている。

・藤田医科大学、相生山病院、パルネス前後（前後駅）、豊明市役所、
豊明市福祉体育館への移動が多い。

・乗合率は2人以上を目標にしているが、月平均で達成するには工夫が
必要。（多人数でおでかけするイベント開催等）

月ごとに、乗降場の各区間内で、平均で何人乗り合わせたかを表示

乗合率＝乗車時の合計人数／合計区間数
（出典：豊明市企画政策課）

移動情報
がとれる

Point



プロセス

18

自治体やパートナー企業との協調から開始。
無償運行による需要確認と合意形成を並行したのち有償運行。

2017年 2018年 2019年4⽉

運行企画検討及び
パートナシップ形成期

需要確認期
⽩ナンバーでの無償運⾏

実施
判断

⾃治体（豊明市）との
具体的検討を開始 合意形成・法的検証期

既存公共交通や住⺠との
合意形成

有償運行
21条申請における実証実験

協議会
承認 改善・新規企画

日々の運行改善や外出コトづくり
チョイソコをベースとした新企画

他の地域展開活動
トヨタ販売店との協業含めた
全国展開に向けた活動

Point

パートナーと
推進することで
加速化

Point

無償運行による
需要確認

と事業成立活動
を並行して実施



トヨタ・ダイハツ販売店と協力して全国に展開
全国のトヨタ・ダイハツ販売店ネットワークと協力し、全国に展開活動中。

販売店のネットワークを活かし、地域密着のサポートが可能。

自治体 事業者・病院等

会員（地域住民）

登録・受付協賛金

受付 運行
システム

地域のタクシー会社
（旅客⾃動⾞運送事業者）

エリアスポンサー

運営主体

運行費補助

停留所 トヨタ・
ダイハツ
販売店

運行主体

日本経済新聞 全国版 6月27日朝刊 事例：ネッツトヨタ神戸㈱様と共に
兵庫県で運行中（猪名川町、加古川市）

19

↑チョイソコかこがわ車両
←チョイソコいながわロゴ

事業構造の例（有償運行の場合）

事例：ダイハツ長崎販売㈱様と共に
長崎県五島市で運行予定



チョイソコは全国に拡大中

20
2021年7月時点公表情報

群馬県 明和町
埼玉県 さいたま市（岩槻区）

千葉県 鴨川市
愛知県 豊明市

岡崎市
幸田町
蒲郡市
豊田市（’21年10月～予定）

岐阜県 各務原市
岐阜市（カラフルタウン岐阜）

滋賀県 竜王町
兵庫県 猪名川町

加古川市
三木市

愛媛県 松山市（久枝地区）

福岡県 糸島市
長崎県 五島市

雲仙市
島原市

鹿児島県 志布志市

群馬県 明和町（’20年4月～）

埼玉県 さいたま市 岩槻区（’21年4月～）

千葉県 鴨川市（’21年4月～）

愛知県 豊明市（’18年7月～）
岡崎市（’20年10月～）
幸田町（’20年10月～）

蒲郡市（’21年5月～）豊田市（’21年10月～予定）
豊明市 岡崎市 幸田町

岐阜県 各務原市（’20年10月～）
岐阜市 カラフルタウン岐阜（’21年4月～）

各務原市 岐阜市

滋賀県 竜王町（’20年10月～）

兵庫県 猪名川町（’20年5月～）
加古川市（’21年1月～）
三木市（’21年4月～）

愛媛県 松山市 久枝地区（’21年1月～）

福岡県 糸島市（’21年3月～）

猪名川町 加古川市 三木市

長崎県 五島市（’20年10月～）
雲仙市（’20年10月～）
島原市（’21年3月～）

鹿児島県 志布志市（’20年7月～）島原市雲仙市五島市岐宿五島市富江

直運営
トヨタ・ダイハツ
販売店による運営



兵庫県猪名川町のチョイソコいながわ
＜兵庫県猪名川町の状況＞
大阪のベッドタウンとして一時期は人口が増加したが現
在は減少傾向、ニュータウンが存在し人口が集中する南
部と過疎化が進行する北部にわかれる。

21

3．販売店峘導入事例ງ介
導入崐嵒崊໪要⋈ ～ 兵ಛ県གྷ名川町：N神戸ຕ ～

兵ಛ県གྷ名川市໪要

གྷ名川町

嵣南部地区峕人口岶集中峃峵一方岝北部地区峙過Ⴇ化岶進行

※高齢化率:28.8%(北部:39.0％ / 南部:27.3％) 

嵣崌崒嵛峮阪急崒崊崟崡(崡嵤崹嵤)岶岬峵南部峕生活෠岶集中

嵣南部峒北部峼ᇽ岺形峑阪急崸崡岶運行

→北部峘住民峙岝阪急崸崡峼活用峁峐南部峕移動

人口 30,591人 世帯数 12,529戸 高ೡ化率 28.8%

岧基本情報岨

※運行崐嵒崊峘໪算数値 町内ི一峘鉄道ക
(崡嵤崹嵤岝電気店岝病院岶集中)

乗峴換岲地点
(崩嵏崌崥崛 ⇔ 崸崡)

人口 約6,000人

人口ഡ度 約300人/k⋻

世帯数 約●●●●世帯

高ೡ化率 約●●％

面積 約20k⋻

གྷ名川町全域

24

3．販売店峘導入事例ງ介 ～兵ಛ県གྷ名川町～
地域峘交通課題

事業主体

運行主体

運行崟崡崮嵈提供

地域住民
(崩嵏崌崥崛会員)

配車指示

配車

乗車
予約

補助金嵣運営支援

崛嵤嵓崣嵛崧嵤
配車指示

顔認証提供

嵣 ใ存崛嵇嵍崳崮崋崸崡(定時定路線)峘利೶性岶低岹岝路線崸崡峒峘乗峴ಲ岸岶悪岮ನ
利用率岶低下岝一方峑岝自治体予算峑運行峁峐岴峴峘町峘財政峼ಓ಴
嵣 町峘南北峼ᇽ岺阪急崸崡岶利用低ഊ(不採算)峼理由峕ඏ退峘可能性岬峴

崡崕嵤嵈/運行仕様

運行崐嵒崊：北部岴峲峝南部峘一部崐嵒崊
会員資格 ：小学生以上峘町民
運行日時 ：(北部)7時～21時(14時間/日)

(南部)平日8時～17時(9時間/日)
車両台数 ：2台(嵜崑崗崟嵤)
೿೏所 ：88ᆽ所

664 776 842 881 914 

280 

1,276 1,252 1,160 1,297 

0
200
400
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800
1,000
1,200
1,400

0

200

400

600

800

1,000

5月 6月 7月 8月 9月

会員数(ྸ計) 乗車回数/月 ೿೏所名 降車
回数/月໪要

日生中央ക 鉄道ക
(崡嵤崹嵤ๆ接)

362
(28%)

പ生 崸崡停
(崸崡峒接続)

159
(12%)

大島小学校前 小学校 112
(9%)

運行実績 ＜降車೿೏所TOP3＞

25

トヨタ販売店「ネッツトヨタ神戸」が運営

Point
北部、南部ともに
利用者数が
非常に多い



チョイソコの応用

22

・専用機材設置車両が道路を走るだけで道路の異常を検知する道路維持管理支援サービス みちログ。
・振動を検知するセンサーを車内に設置し、揺れの大きさから、道路のひびや穴を判別する。
・異常箇所の位置とレベルをタブレット端末等で確認でき、現場を見に行かなくても修繕の必要性
が推察可能。
・専用車両やメンテナンス不要、ゴミ収集車やチョイソコ等の公共交通車両に搭載可能。
・道路異常箇所や対応状況が関係者内で常に情報共有可能、報告書も自動作成可能。

道路のひびや穴を
振動で判別

異常箇所の位置や画像を
タブレット端末で確認



1.事業概要

めしクルーはコロナ禍で集客力を失い不振にあえぐ飲食店を
元気にするためのフードデリバリー・プラットフォーム事業です。
既存他社サービスと異なる点
Uber Eatsや出前館等と異なるのは、1配達が1店舗ー1配達先対応ではなく、
多店舗ー多配達先（Multi pickup & Multi Delivery）に対応しています。
これにより配達コストが圧縮でき本サービスの利用が促進されます。

既存他社サービス：1店舗ー1配達先 めしクルー：多店舗ー多配達先
店舗 配達先

店舗 配達先

店舗 配達先

配達員

配達員

配達員

配達コストが高くなる
1

店舗 配達先

店舗 配達先

店舗 配達先

配達コストを安く抑えられる

●

●

●

● ●

●

●

●

●Pickup

Pickup

Pickup

●

●

●

Delivery

Delivery

Delivery

Pickup

Pickup

Pickup

Delivery

Delivery

Delivery

安定・多量輸送を
実現するために
軽貨物運送

配達員

配達員確保が難しい アルバイト配達のため安全・輸送品質の不安 配達員が少数で済む プロによる安定品質で安全な配達

Multi pickup 
&

Multi delivery

1.事業概要

めしクルーはコロナ禍で集客力を失い不振にあえぐ飲食店を
元気にするためのフードデリバリー・プラットフォーム事業です。
既存他社サービスと異なる点
Uber Eatsや出前館等と異なるのは、1配達が1店舗ー1配達先対応ではなく、
多店舗ー多配達先（Multi pickup & Multi Delivery）に対応しています。
これにより配達コストが圧縮でき本サービスの利用が促進されます。

既存他社サービス：1店舗ー1配達先 めしクルー：多店舗ー多配達先
店舗 配達先

店舗 配達先

店舗 配達先

配達員

配達員

配達員

配達コストが高くなる
1

店舗 配達先

店舗 配達先

店舗 配達先

配達コストを安く抑えられる

●

●

●

● ●

●

●

●

●Pickup

Pickup

Pickup

●

●

●

Delivery

Delivery

Delivery

Pickup

Pickup

Pickup

Delivery

Delivery

Delivery

安定・多量輸送を
実現するために
軽貨物運送

配達員

配達員確保が難しい アルバイト配達のため安全・輸送品質の不安 配達員が少数で済む プロによる安定品質で安全な配達

Multi pickup 
&

Multi delivery
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食品・生活用品デリバリーサービスに応用。

MENU お店・メニュー

究極の北京飯・らーめん 半熟堂 熟成焼肉
八億円

タイ料理 タァナムタイ

熟成牛たん炭焼き 
べこたん刈谷本店

・表示価格は税込みです。
・注文方法は表面をご覧ください。
・下記の金額に加え、１回の配達につき配達料が別途400円かかります。

・商品写真はイメージです。
・商品はテイクアウト容器に入れて配達いたします。
・本メニューは2020年9月時点のものです。

刈谷市桜町1-46
TEL:0566-91-0638 定休日:日曜
18時以降のお届け可

18時以降のお届け可

刈谷市相生町3-9-1 ziziビル1F
TEL:0566-91-2211 ランチお休み:土曜・日曜

刈谷市相生町2-32
TEL:0566-23-0888 定休日・不定休 12時以降のお届け可

刈谷市桜町1-46-1
TEL:0566-93-4569 定休日:月曜 18時以降のお届け可

安城の北京本店と
岡崎のつけめん舎一輝の超人気コラボ店

人気の鉄板焼専門店

地元三河牛黒毛和牛
A5ランク使用
完全個室焼肉店

本場タイ人シェフが調理した
タイ料理をご提供します

おかだや 桜町本店

SOLDELI 刈谷

刈谷市桜町2-55
TEL:0566-21-1053 定休日:火曜うどん、そば、丼物が好評の老舗店

ヘルシーなおしゃれデリ＆お弁当

・北京飯(豚肉から揚げ3枚)  
¥800 
・北京飯(ごはん大盛)   
¥920 
・北京飯DX(豚肉から揚げ6枚)   
¥950

・餃子（6個入り）
￥400

・姉妹店いっき商店の唐揚げ弁当
（並：唐揚げ3個）
（大：唐揚げ4個）
（特：唐揚げ5個）

・唐揚げ単品（4個）

蔵之蔵
くらのくら

ソルデリ

¥700
¥800
¥900

¥580

・台湾北京飯（豚肉唐揚げ3枚）
¥900
・台湾北京飯（ごはん大盛）
¥1020
・台湾北京飯DX（豚肉唐揚げ6枚）
¥1050

・台湾まぜそば
¥950

・ファミリーセット
（お好み焼きMIX・ソース焼きそば・明太子チーズ
とんぺい焼き・豚キムチ・若鳥の唐揚げ・フライドポテト）
¥2500

・お好み焼き豚玉

・お得セット
（MIXソース焼きそば・豚とんぺい焼き・
フライドポテト）

¥680

¥1000

・塩焼きそば
￥580

・オムそば
¥700

・豚キムチ炒め
¥500

¥580

・ねぎ焼き
¥780

・ガパオライス
豚肉 ¥1300
鶏肉 ¥1300
牛肉 ¥1300

カニ ¥1100
エビ ¥1100
鶏肉 ¥1100

・カオマンガイ
¥1300

・パッタイ
¥1100

・タイ風チャーハン ・サイドメニュー
 セット
¥1900

・満足セット
（お好み焼きMIX・豚チーズとんぺい焼き・
若鳥の唐揚げ・フライドポテト）

・唐揚げ
¥380
・ポテトフライ

・黒毛和牛カルビ弁当

¥1500

¥1280
・黒毛和牛上カルビ弁当
¥1780
・黒毛和牛特上カルビ弁当
¥2180

・黒毛和牛赤肉ロース弁当
¥1280
・黒毛和牛上ロース弁当
¥1780
・黒毛和牛特上ロース弁当
¥2280

・上ハラミ弁当
¥1280
・炭焼き熟成牛たん弁当
¥1580

・かつ丼　　　
￥850
・かつ丼（大盛）　
￥1000

・SOLDELI BOX　 ・ゴロゴロ野菜と挽肉のカレー ・キッシュセットA 
 （サーモンとホウレン草）
¥890

・キッシュセットB
（ベーコンとキャベツとレモン）
¥890

・うなぎまぶし丼　
￥900
・うなぎまぶし丼（大盛）　
￥1050

・みそかつ丼
￥850
・みそかつ丼（大盛）　
￥1000

・天丼            
￥900
・天丼（大盛）　　
￥1050

・天ころうどん ￥850
・天ころうどん（大盛） ￥1000
・天ころそば ￥900
・天ころそば（大盛） ￥1050

刈谷市中山町2-37-1

TEL:090-6466-3693 定休日:日曜・第3月曜

お米は玄米5分づき お米は玄米5分づき
¥790 ¥890

お昼の便で
お届け可能昼 夕方の便で

お届け可能夜

昼 夜

イタリアンバール リネア

メニュー

刈谷市相生町2-14-2
TEL:0566-22-3322 定休日:日曜・第3月曜店内はまさにイタリアのバール

昼 夜

・ローストビーフ丼
（温泉卵なし）
・ローストビーフ丼
（温泉卵あり）

¥950

¥1000

・ローストビーフ
（生卵なし）

・生ハムシーザーサラダ（ミニ）

・ローストビーフ
（生卵あり）

¥1490

¥480
・生ハムシーザーサラダ
¥880

・揚げ餃子（4個）
¥330
・揚げ餃子（8個）
¥550

・生ハムコロッケ（2個）
¥300
・生ハムコロッケ（4個）
¥500

・リゾットコロッケ（2個）
¥330
・リゾットコロッケ（4個）
¥580

¥1540

・オリジナルタイカレー　
（黒米ごはん）
・冷やしカレー
（黒米ごはん）

¥1000

¥1000

・揚げたゴボウとキノコの
サラダ（ミニ）¥450

・生ハムシーザーサラダ（ミニ）¥480
・生ハムシーザーサラダ ¥880
・揚げ餃子（4個） ¥330
・揚げ餃子（8個） ¥550
・生ハムコロッケ（2個） ¥300
・生ハムコロッケ（4個） ¥500
・リゾットコロッケ（2個） ¥330
・リゾットコロッケ（4個） ¥580・揚げたゴボウと

キノコのサラダ ¥850

・揚げたゴボウと
キノコのサラダ（ミニ）
¥450
・揚げたゴボウと
キノコのサラダ
¥850

昼 夜

昼 夜

昼 夜

夜

昼

昼

夜

配達料100円引き

有効期限：2020年10月31日

下町鉄板台所 

配達料

クーポン
100円引き

①配達料100円引き　②クーポンサービスの利用対象は先着1000名様限定
③有効期限：2020年10月31日　
④使用方法：商品配達時にクーポン券を切り取って配達員にお渡しください
⑤同クーポン券のご利用は1回限り　⑥コピーは無効 https://www.meshicrew.com

公式HP

めしクルー 検索

写真は上カルビ弁当

昼

メニュー
・マルゲリータ
・プッタネスカ
（アンチョビ・オリーブ・ケッパー）

¥940

¥940
・ディアボロ　
（辛ソース・イタリアサラミ）

・ジェノベーゼ
（エビ・バジルソース）

¥1380

¥1380

・ビスマルク
（モルタデッラハム・たまご・トマトソース）
¥1380

・ポモドーロ
（ドライトマト・バジル・生ハム）
¥1480

・ボロネーゼ
（ボロネーゼソース・2種チーズ）
¥1480

・クアトロフォルマッジ
（4種のチーズ）
¥1480

￥５００・フライドポテト マヨネーズ風味

￥５００
・フライドポテト 
マヨネーズ風味

2020年5月から愛知県刈谷市で
実施中の「刈谷めしクルー」。

チョイソコの応用
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チョイソコの応用
愛知県岡崎市でワーク・託児・学び一体となった子育て支援サービスの実証実験実施中。

小学校への出迎えや、習い事先への送迎などの移動の支援も行う。
アイシングループのカーナビゲーション開発や「チョイソコ」で培った技術やノウハウを応用。



“四方良し”を目指す
移動が楽になった

外出の機会が増えた

免許返納して利用している

地域住民
（チョイソコ会員）

自治体 市内事業者
（エリアスポンサー）

・街全体が“通いの場”となり都市の魅力向上
・既存交通と組み合わせや統廃合による
交通利便向上や不採算の改善
・高齢者のマイカー移動負荷を軽減し
免許返納を促進、公共交通全体の
活性化

外出機会創出による健康増進

公共サービスの充実による魅力ある街づくり
集客増と新たなサービスの開発

・自宅近くの停留所から希望時間で外出でき、
外出機会が増え、心身の健康増進に貢献
・近所の方と顔合わせの機会が増え
地域コミュニケーションが促進

・“通いの手段“確保による
高齢者の固定客確保
・高齢者向けの新たな
販売促進企画

車内空間が交流の場

みんなと一緒に乗れて
嬉しい

25

交通事業者
新規事業の創出

・タクシー以外の事業
・雇用創出



チョイソコ導入プロセス
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Step1 Step2 Step3 Step4 Step5
課題把握 取り組み

ご提案
運行形態
仕様策定

関係者
合意形成

After
導入準備
会員募集

運用・改善

ご支援可能メニュー

運行
開始・人口動態

・地域特性
・既存公共交通
・将来構想

・対象エリア
・想定運行台数
・事業予算
・事業構造

・運行日/時間
・料金
・利用者区分
・コール
センター

・既存交通事業者
・協議会
・住民代表
・委託先選定

・停留所
・周知活動
・会員募集
・試験運行

・評価
・利用促進
・停留所追加
・改善活動

課題の共有から計画、実施後の運用・改善までトータルにご支援いたします。

お見積り項目
①システム関係費：初期設定導入料+月額利用料
②イニシャル項目：管理補強システム/車載端末

会員登録作業/停留所関係/広報物
③ランニング項目：コールセンター業務代行/通信費

利用者乗降データ/広報物
※車両及び運行費は参考費用として提示

台数により
変動

ご契約

※ご採用いただいた項目に限ります

①会員管理/会員証発行
②パンフレット制作/印刷
③会員募集販促物制作
④停留所マップ制作/印刷
⑤停留所看板制作/設置
⑥ドライバー講習
⑦オペレーター講習

⑧車体装飾/運賃箱
⑨チョイソコ通信企画制作
⑩ホームページ制作
⑪地域導入支援
⑫バックヤード業務代行
・利用者乗降データ提供
・運行経費管理 等



チョイソコの事業構造例①
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チョイソコ会員（利用者）

会員登録
乗車申込（予約）
※運賃無償

受付センター

自治体（運行主体）

アイシン
または地域事業者

乗車情報の伝達
（車載端末で確認）

自家用自動車
運行管理業務
の委託
（請負契約）

自治体に使用権限がある車両（リース可）

システム・
運行サポート業務
の委託
（請負契約）

運行管理（運転）業務

タクシー会社等
（二種免許は不要）

コールセンター
（外部委託の場合もある）

運行システム

会員管理

※地域事業者と
コールセンターとの
業務分担は協議による

乗降場管理

白ナンバー

この事業者は
自らに使用権限が無い

車両を用いて送迎しているので
旅客自動車運送事業
にはあたらない

運賃無償時の
事業構造例



会員登録
乗車申込
（予約）

タクシー会社等
（旅客自動車運送事業者）

エリアスポンサー（自治体含む）

負担金
協賛金

運行主体

地域事業者・病院等

運行費補助

運賃（運送契約）
一般乗合旅客事業

または
一般乗用＋
21条の許可が

必要

受付センター

コールセンター
（外部委託の場合もある）

運行システム

会員管理

乗降場管理

自治体

チョイソコ会員（利用者）

乗車情報の伝達
（車載端末で確認）

アイシン
または地域事業者

運行費補助
は自治体が
タクシー会社に
対して行う場合
もある

チョイソコの事業構造例②
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運賃有償時の
事業構造例

道路運送法第21条の許可
について
一般乗用旅客運送事業（タ
クシー）でも期間限定で乗
り合い事業ができる許認可。
申請から許可まで3ヶ月程
度必要。
将来的に道路運送法4条に
おける一般乗合旅客自動車
運送事業取得を目指す場合、
21条申請時においても地域
公共交通会議での承認が望
ましい。



ご支援
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自治体஘に合わせた最ిな઀案
౐なるシステム઀୹に೏まらず、

ઈ੾サポートの઀案もしていきます。わたしたちはシステム提供に留まらず、経験とネットワークを
活かした最適な導入・運営のご支援をいたします。



ホームページのご案内
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自治体別の情報や資料ダウンロードはホームページをご覧ください。
【チョイソコ】で検索願います。



ご覧いただきありがとうございました。



資料３－４

種別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●
運行計画
の承認

● ● ●

説明会 説明会

予
算 初期費用

ランニング
コスト

事
業
計
画
の

決
定

令和4年度

取組

会
議
関
係

法定協議会

住民説明会（意見交換会）

費用発生等

事業スキームの決定
・停留所等の詳細事項

手
続
き
等

乗降場データリストの作成

事業計画最終調整

道路運送法上の許認可
（法第２１条）
※標準処理期間２か月

住民周知

テスト運行
（システム動作確認等）

実証実験
（長浦地区）



資料３－５

B子さん

10:10

10:00

電話予約

電話予約

予約情報送信

自力で移動

自力で移動

停留所

次の予約へ

最適ルート表示

（B子さん降車）

A太郎さん

乗合

B子さん目的地

最寄りのごみステーション（B子さん乗車）

A太郎さん目的地
（A太郎さん降車）

運行イメージ図

最
寄
り
の

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

（
A
太
郎
さ
ん
乗

車

）

停留所

10時に市役所に

行きたい

10時10分に商店

に行きたい
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第３回袖ケ浦市地域公共交通活性化協議会（書面会議） 

 

１ 書類発送日  令和４年３月１５日（火） 

 

２ 協議期間   令和４年３月２４日（木）まで 

 

３ 委 員 

会 長 鈴木 文彦 委 員 市川 美則 

副会長 小島 悟 委 員 榎本 昇 

委 員 中村 元 委 員 有海 勝教 

委 員 渡邉 彰 委 員 仲田 秀明 

委 員 澤井 正貴 委 員 平野 竜也 

委 員 中西 耕二 委 員 西田 隆司 

委 員 成田 斉 委 員 影山 昭子 

委 員 髙橋 晴樹 委 員 赤川 稔 

委 員 宮﨑 隆一 委 員 船越 光子 

委 員 鈴木 利和 委 員 重田 克己 

委 員 大川 敦   

 

４ 傍聴定員と傍聴人数  書面会議のため該当なし 

 

５ 議 題 

（１）袖ケ浦市地域公共交通計画策定調査業務の実施結果について（報告） 

（２）令和４年度事業（案）及び予算（案）について 

（３）デマンド交通実証事業の事業計画（素案）について 
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６ 協議概要 

（１）袖ケ浦市地域公共交通計画策定調査業務の実施結果について（報告） 

意 見 等 一 覧 

仲田委員 委託事業者は、行政（協議会）の考えを踏まえ、可能性を想定した各

種交通機関の利用者等への意識調査を実施している。この結果を見るこ

とで新たな課題なども見えてくるなど、結果として評価できる。 

西田委員 地区別、年代別にまとめられていて分かりやすい。 

 根形地区は、バス停に至近であるにも関わらず、免許を返納しない理

由の１００％が「車が無いと不便だから」となっているのは、路線バス

の便数が少ないということか。 

地区別、年代別に違いが出ることは当然であるが、山川地域となる平

岡地区や、中川・富岡地区に関しては、やはり外出時に不便に感じる人

が多いことが分かる。同様に高齢者にとって外出しづらい状況であるこ

とが分かる。 

赤川委員 市内の人口重心が昭和地区と長浦地区であり、他の地区においては、

高齢化が進んだことにより交通弱者が多くなったということが今回の

調査結果で顕著となった。 

 交通対策は、単独で議論するものではなく、「まちづくり」すなわち

「都市計画」の問題と考える。 

よって、人口のバランスを先行して考える必要がある。 

船越委員 資料１－２のＰ６４民生委員・児童委員の東部地区の結果の中で、「平

川いきいきサポートの送迎で市原市まで行けるようにしてほしい」と記

載があるが、同様の相談を受けたことがある。例えば帝京大学ちば総合

医療センター等の病院に行けるようになればいいと考える。 

 

（２）令和４年度事業（案）及び予算（案）について 

意 見 等 一 覧 

仲田委員 基本的に、現代は車社会で成り立っている。この流れから外れ、また、

外れてくる層を見据えた課題を認識し、それぞれの健全な社会生活を確

保することが目標である。それぞれの生活環境においては、地域間の人

口格差や位置関係による既存の交通機関に過不足がある。また、既存の

交通機関においては、事業の成否を考えることが基本となる。とにかく

試行錯誤を出発点とし、可能性を見出していくことが重要だと考える。 

赤川委員 予算の確保については、国や市だけでなく、県の補助制度の活用を検

討する必要がある。 

また、コロナ対策の経過及び発生状況を見極めるため、調査業務の事

業期間を延長すべきと考える。新型コロナウイルス感染症の影響は、交

通関係を含めた社会生活全般に及ぶため、一時的な調査をすべきでな

い。 
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（３）デマンド交通実証事業の事業計画（素案）について 

意 見 等 一 覧 

髙橋委員 今後の公共交通について、資料３－２のＰ９に記載のとおり、デマン

ド交通の実証結果を踏まえた対応をお願いしたい。 

仲田委員 どんな事業においても、事業として成立するか否かが事業継続の基本

的な考え方となる。 

施策目標の達成に向け、関連する事業者（興味を示す事業者）等の幅

広い知識や意見、協力を求め、積極的な試行と検証を重ねることで、可

能性と妥協点を見いだせると考える。 

西田委員 まずは実証運行を実施してみて、その結果から様々なことを検証し、

議論をしたほうが良い。ただし、実証運行を開始する前に地域住民に対

する周知を徹底する必要があり、これをすることで実証結果の信頼性が

高まる。 

長浦地区においても、地域特性があり利用に偏りがあると考えるが、

それを踏まえてその後の運用に最適化の工夫がなされることが望まれ

る。 

船越委員 資料３－２のＰ５について、利用条件として「一人で乗降できること」

と記載があるが、一人暮らしで体の不自由な人は利用できないというこ

とか。 
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意見の概要と事務局の考え方 

議題１ 袖ケ浦市地域公共交通計画策定調査業務の実施結果について（報告） 

意見の概要 意見に対する事務局の考え方 

 委託事業者は、行政（協議会）の考えを踏まえ、可能性を

想定した各種交通機関の利用者等への意識調査を実施して

いる。この結果を見ることで新たな課題なども見えてくる

など、結果として評価できる。 

今回見えてきた課題について、解決するための方針や目

標を定め、計画を策定してまいります。 

 地区別、年代別にまとめられていて分かりやすい。 

 根形地区は、バス停に至近であるにも関わらず、免許を返

納しない理由の１００％が「車が無いと不便だから」となっ

ているのは、路線バスの便数が少ないということか。 

 地区別、年代別に違いが出ることは当然であるが、山川地

域となる平岡地区や、中川・富岡地区に関しては、やはり外

出時に不便に感じる人が多いことが分かる。同様に高齢者

にとって外出しづらい状況であることが分かる。 

根形地区においては、返納しない理由を回答した人が１

人であったため、このような結果となっております。 

また、返納しない理由をさらに掘り下げる調査を実施し

ておりませんが、以下のことが想定されると考えます。 

・路線バスの便数が少ない。 

・バス停から距離がある人が回答した。 

・路線バスよりも自家用車が便利だと考えている。 

 市内の人口重心が昭和地区と長浦地区であり、他の地区

においては、高齢化が進んだことにより交通弱者が多くな

ったということが今回の調査結果で顕著となった。 

 交通対策は、単独で議論するものではなく、「まちづくり」

すなわち「都市計画」の問題と考える。 

 よって、人口のバランスを先行して考える必要がある。 

委員のご意見のとおり、公共交通は、単独で議論するもの

ではなく、都市計画と併せて考えていく必要があります。 

そのため、市総合計画や市都市マスタープランを上位計

画とし、それらに即した形で策定を進めていきたいと考え

ております。 
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 資料１－２のＰ６４民生委員・児童委員の東部地区の結

果の中で、「平川いきいきサポートの送迎で市原市まで行け

るようにしてほしい」と記載があるが、同様の相談を受けた

ことがある。例えば帝京大学ちば総合医療センター等の病

院に行けるようになればいいと考える。 

平川いきいきサポートについては、できる限り利便性を

高くしたいと考えておりますが、既存の公共交通との兼ね

合いもあり、現在、行先を限定しております。 

今後も、利用者の声を可能な限り反映できるよう、継続し

て検討してまいります。 
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議題２ 令和４年度予算（案）及び事業（案）について 

意見の概要 意見に対する事務局の考え方 

 基本的に、現代は車社会で成り立っている。この流れから

外れ、また、外れてくる層を見据えた課題を認識し、それぞ

れの健全な社会生活を確保することが目標である。それぞ

れの生活環境においては、地域間の人口格差や位置関係に

よる既存の交通機関に過不足がある。また、既存の交通機関

においては、事業の成否を考えることが基本となる。とにか

く試行錯誤を出発点とし、可能性を見出していくことが重

要だと考える。 

委員のご意見のとおり、現時点におきましては、地区ごと

に人口格差があることや公共交通に過不足があると考えて

おります。この点につきましては、計画策定の中で、どのよ

うなバランスが最適なのかを様々な観点で考慮しながら方

向性を定め、取組を進めてまいりたいと考えております。 

また、令和４年度の利用促進策につきましては、高校生に

対象を絞って試行錯誤しながら進めてまいりたいと考えて

おりますが、今後、様々な年齢層、利用層を考慮し、それぞ

れの利用者に最適な方法で、利用促進を進めてまいりたい

と考えております。 

 予算の確保については、国や市だけでなく、県の補助制度

の活用を検討する必要がある。 

 また、コロナ対策の経過及び発生状況を見極めるため、調

査業務の事業期間を延長すべきと考える。新型コロナウイ

ルス感染症の影響は、交通関係を含めた社会生活全般に及

ぶため、一時的な調査をすべきでない。 

委員のご意見のとおり、事務局といたしましても、活用で

きる補助制度は積極的に活用したいと考えております。今

後、情報収集をしっかりと行ってまいります 

計画策定調査業務の期間につきましては、新型コロナウ

イルス感染症の終息が見えないことや、流行前と比較し、終

息後に利用者が戻るかどうかが不透明であることから、ま

ずは現時点で計画を策定し、公共交通の利用者が多くなる

よう取組を進めてまいりたいと考えております。 
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議題３ デマンド交通実証事業の事業計画（素案）について 

意見の概要 意見に対する事務局の考え方 

 今後の公共交通について、資料３－２のＰ９に記載のと

おり、デマンド交通の実証結果を踏まえた対応をお願いし

たい。 

デマンド交通の実証内容の結果につきましては、随時、当

協議会で報告し、委員の皆様のご意見等を踏まえながら進

めてまいります。 

また、今後の公共交通ネットワークについても、実証結果

を踏まえ、委員の皆様のお力をお借りしながら、より良いも

のにしていきたいと考えております。 

 どんな事業においても、事業として成立するか否かが事

業継続の基本的な考え方となる。 

 施策目標の達成に向け、関連する事業者（興味を示す事業

者）等の幅広い知識や意見、協力を求め、積極的な試行と検

証を重ねることで、可能性と妥協点を見いだせると考える。 

事業の継続性を高めるために、利用促進はもちろんのこ

と、様々な事業者と積極的に連携していきたいと考えてお

ります。 

また、実施する中で見えた課題やニーズを踏まえながら

より良いサービスを構築するとともに、費用対効果等を含

めて検討してまいりたいと考えております。 

 まずは実証運行を実施してみて、その結果から様々なこ

とを検証し、議論をしたほうが良い。ただし、実証運行を開

始する前に地域住民に対する周知を徹底する必要があり、

これをすることで実証結果の信頼性が高まる。 

 長浦地区においても、地域特性があり利用に偏りがある

と考えるが、それを踏まえてその後の運用に最適化の工夫

がなされることが望まれる。 

今回の実証運行の結果を検証し、各地区においてどのよ

うな運行形態が最適なのかを検討してまいります。 

また、実証運行を開始する前に、対象地区において、住民

説明会や事前登録会を開催し、より多くの方に利用しても

らえるように努めてまいります。その上で、利用者アンケー

トや登録をしたにもかかわらず利用しない人へのアンケー

トを実施し、より良いサービスにしていきたいと考えてお

ります。 
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 資料３－２のＰ５について、利用条件として「一人で乗降

できること」と記載があるが、一人暮らしで体の不自由な人

は利用できないということか。 

今回の実証運行につきましては、介護保険制度上のサー

ビスではないことから、資料に記載のとおり「一人で乗降で

きること」を条件とします。 

一人で乗降できない方につきましては、基本的には介護

タクシーなどの福祉サービスを利用していただくこととな

ります。ただし、親族などの介助により円滑な乗降が可能で

ある方につきましては、介助者と同乗していただくことに

より、利用可能とする予定でございます。 

 


